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第一章

07月10日（木）　新美たまも

──私は毎日、葉介のためにお弁当を作ってきます。

第二章

07月12日（土）　和泉葉介

──「葉介……やっぱり私、怖いよぅ……」

第三章

07月15日（火）　加納クレタ

──ギブミー萌え。

第四章

07月16日（水）　夕方　和泉葉介

──占い神無月──アンティークの家具で統一された、薄暗い店内。

第五章

07月18日（金）　天王寺真一

──終業式。今日で一学期が終わり、明日から夏休みに入る。

第六章

07月21日（月）　滝野川ネピア

──もう、何度目の霊体ダイブだろう。

あとがき







『カイジ』で萌もえて、一人前。




　ごきげんよう。加か納のうクレタでございます。

　お魚には、出しゆつ世せ魚うおと呼ばれるものがあります。成長に合わせて、呼び名が変わる魚のことです。具体的にはブリとかボラなどが出世魚で、ボラは最終的にトドと呼ばれるようになるそうです。「とどのつまり」という慣用句の語源でございますね。

　妄想という海に生きる腐ふ女じよ子しもまた、魚類に負けじと出世することを、ご存知でしょうか？

　〝腐女子〟は年ねん齢れいを重ね〝貴き腐ふ人じん〟となり、さらに〝お超ちよう腐ふ人じん〟と呼ばれる存在に進化をいたします。最終的には〝腐フェニックス〟と呼ばれるそうです。

　未熟なワタクシはまだ、腐ェニックスの称号を得ている方にお会いしたことはございませんが、いつか自分自身がそう呼ばれる存在となれるよう、日々精しよう進じんを重ねたいと考えております。そしてジャラジャラと卑ひ猥わいなネビュラチェーンを体中に絡めながら、美しすぎる弟と濃厚すぎる灼しやく熱ねつの一夜を──ああっ。兄さん、兄さ～んっ！

　……いけません。妄想の迷宮に意識を刈られるところでございました。おそるべし、ペガサス幻想フアンタジー。しかしワタクシどもにとって、妄想だけは、誰だれも奪えない心の翼つばさなのであります。

　よろしい、ならば妄想だ！

　諸君。ワタクシはＢＬが好きだ！

　諸君。ワタクシは百ゆ合りが好きだ！

　ジーク・ＪＵＮＥ！　（ジーク・ＪＵＮＥ！）

　はぁ、はぁ……お察しの通り、ワタクシは腐女子。

　ギムナジウムという単語の響ひびきだけで白飯三杯をたいらげ、サナトリウムという単語の響きで鼻血を噴ふき散らす地獄の少女。動物から元素記号に至るまで、森しん羅ら万ばん象しようあらゆるものを擬ぎ人じん化し、そのすべてのカップリングを妄想する業ごう深き腐乱死体。

　とどのつまり、ワタクシは腐女子。妄想が正義。妄想こそが、すべて！

　今日もまた、ワタクシは登校いたします。絶愛という絆きずながうずまく炎の蜃しん気き楼ろう──高等学校へ。そう、そこは淫いん靡びな熱帯魚たちが禁断の愛情を交わし合う、美しく危険なアクアリウム。




　さあご一緒に。

　いざ、妄想の園へ──。
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07月10日（木）　新にい美みたまも




　私は毎日、葉よう介すけのためにお弁当を作ってきます。たっぷりと、愛情がこもったお弁当です。

　ちょっぴり早起きしなくちゃいけないけど、お料理は好きだし、家でお弁当を作っているときも、なんだか葉介と一緒にいるみたいな気持ちになって、ウキウキとうれしくなってしまうのです。

　献こん立だてにはいつも、結構悩みます。万一葉介が嫌きらいな料理だったらどうしようとか、苦手な味付けだったらどうしようとか、心配になってしまうのです。でもそれだけに、葉介が私のお弁当を食べて「おいしい」って言ってくれると、脳内で一〇一匹のチワワが狂い回るほどの喜びに包まれるのでした。

　私の鞄かばんの中には、空からのお弁当箱が二つ入っています。葉介のお弁当箱と、少し小さめの、私のお弁当箱。もう中身はありません。今日も葉介は、おいしいって、優やさしく私に微笑ほほえんでくれたのでした。うれしいな。

　ちなみに明日の献立には、悩んでいません。めずらしく、葉介からのリクエストがあったのです。でもそのリクエストというのが、私も作ったことがない料理だったりします。ちょっぴり心配。私は今夜、キッチンでサルサソースの大研究をすることになりそうです。

「たまちゃん、なんだかうれしそうだね」

　ユリアちゃんが、私に声をかけました。

「え？　そんな顔してた？　ごめん、明日の葉介のお昼のことを考えていて、つい」

「ううん。謝あやまることなんて、ないよ」

　ユリアちゃんの微笑みは、天使のようにキラキラとしていました。

　放課後。いま私は、学校近くの和菓子屋でお茶をしています。クレタとユリアちゃんが一緒です。マルタは「野や暮ぼ用よう」とのことで、まだ学校に残っているようです。

　外はもう夏。日差しは手加減なしに道路を焦がし、蟬せみがけたたましく鳴いています。

　私たちはお店の縁えん台だいに腰掛けて、寒かん天てんベースの季節の和菓子をいただいているのでした。

　ユリアちゃんはいつも学校が終わるとすぐにバレエ教室に行ってしまうのですが、今日のレッスンはやや開始が遅いらしい。なので、私たちのお茶に付き合ってくれているというわけです。

「でも、和泉いずみくんのお弁当作りか。……羨うらやましいな。ほんのちょっぴり」

「えっ……」

　屈くつ託たくなく微笑むユリアちゃん。その可愛かわいらしい笑顔に、私はぎゅっと心臓を握りしめられたような、そんな苦しさを覚えました。

　ユリアちゃんには裏表がないというか、少しポワンとしているところがあって、思ったことを結構豪快に口にします。

　ユリアちゃんは、葉よう介すけのことが、好きです。

　以前ユリアちゃんはそのことを、私に豪快に打ち明けました。……葉介と付き合っているのは、私なのに。

　彼女に悪気がないのはわかっているんだけど……それでも葉介のお弁当作りが羨うらやましいとかストレートに言われてしまうと……なんだか私の胃に、罪悪感のような重たい感情が広がってしまうのです。私はなにも悪いことなんて、していないはずなのに。

　でもでも、心を込めて作ったお弁当を、葉介においしいって言ってもらうことが、私の幸せなんだもん……。葉介にお弁当を食べてもらうことは、私の特権、なんだもん！

「……私、がんばってるんだもん。そりゃ、私はユリアちゃんみたいに胸は大きくないけどさ……毎日牛乳とか飲んで、がんばってるんだもん！　葉介に誉ほめてもらうために私、がんばってるんだもん！」

「ご、ごめんっ、たまちゃん。私、そんなつもりじゃなくて──」

　慌あわてて謝あやまるユリアちゃん。どうやら私は、いまにも泣きそうな顔をしていたらしいです。

「私はね、単純にたまちゃんが羨ましいって思っただけで……実際に和泉いずみくんのお弁当作りをしたいって言ったんじゃなくて──」




「あああああぁっ！」




　そのとき突然、クレタが両耳を手のひらで細かく押さえつけながら、狂ったような奇声をあげました。

「たまちゃんも百ゆ合り様も、いいかげんにしてください！　ワタクシはこんな、どノーマルな会話を聞きたくてこの場にいるのではありません。ぜんっぜん、ダメなのですっ！　こんなことではワタクシの脳内の私立リリアン女学園が、昼メロになってしまうのであります！」

　はぁ？　リリアン女学園？

　立ち上がり、邪悪な魔ま女じよのような目つきで私たちを睨にらみ下ろすクレタ。普段はおっとりした表情のクレタですが……ときどき突然、こういう怖い表情になります。

「いいですか？　お二人とも、少しはご自分の立場というものをわきまえてください。あなた方は、美しく穢けがれを知らない乙女なのです。乙女が公衆の面前で、異性のことをあれこれ語るべきではないのです！　考えることすら許されませんっ！」

　私は店内を見回しました。他ほかのお客さんや店員さんが、キョトンとこちらを眺ながめています。……やだ。そんなに恥はずかしい会話をしていたのかしら、私たち。

　クレタがいなければ、ずっと気がつかなかったかもしれません。自分の顔がみるみる赤面してゆくのがわかりました。

「とくに、百ゆ合り様！　そもそも百合様は、自分の心情を簡単に吐と露ろしすぎるきらいがあります！　これは由ゆ々ゆしき問題なのでありますっ！」

　そのままクレタは、鬼おに軍ぐん曹そうのように演説を始めてしまいました。

「よく聞いてください。物語のヒロインというものは、悉ことごとくミステリアスでなければならないのです。謎なぞがあるからこそ、ワタクシども庶民はその〝余白〟に色々と想像をめぐらすことができるのです。御み簾すで覆おおい隠されているからこそ、魅力的。見えない部分があるからこそ、妄想は小宇宙へ舞まい上がるのであります！」

「あの～お客様……」

　脇わきから和菓子屋さんの女性店員が、おそるおそるクレタに声をかけてきました。

「他ほかのお客様のご迷めい惑わくになりますので、もう少し小さな声で──」

「外野は黙だまっててっ！」

　雷いかずちのようなクレタの迫力に、店員さんは「ひっ」と動揺したまま黙ってしまいました。私とユリアちゃんも、他のお客さんたちも圧あつ倒とうされたままです。

「それがなんなんですか！　百合様が人目もはばからずに、どノーマルな健全さをカミングアウトなんかしてたら、大切な〝余白〟が、なくなってしまうではないですか！　ワタクシにはそれが、非常に、悲しいのであります！」
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　……え～と、この娘こは何を言っているのでしょうか？　まったく意味がわかりません。わからないのですが……なんとなーく、クレタが恐ろしく身勝手なことを言っているような気もします。

　申し訳なさそうな表情のユリアちゃん。

「ご、ごめんね、クレタちゃん。言葉が難しくてよくわからないんだけど……たぶんクレタちゃんの言いたいことは、私がたまちゃんの気持ちを考えもせずに、自分勝手に話をしているってことだよね？」

　え？　そうなの？

「たしかに、自分勝手だったかもしれないわ──」

　ユリアちゃんが悲痛な表情のまま、いきなり私の手を握り締めてきました。

「──本当に、ごめんね、たまちゃん」

「えっ、そんな……」

　ユリアちゃんの潤うるんだ瞳ひとみがとっても綺き麗れいで、私はひどく当とう惑わくしてしまいました。

「そうそうそう！　それでこそ百ゆ合り様！　もっと、こう、手と手のひらを合わせて！」

　はじけたように、クレタの目が爛らん々らんと輝きを放ちました。がぜん勢いを増すクレタ。

「そうです、そのままお互い目を瞑つぶって……そして誓うのです。──私たちは姉妹スール。妹は姉のために、姉は妹のためにと！」

　もはや、わけがわかりません。

　しかしここまでヒートアップしたクレタは、双子の姉のマルタでなければ止められません。いまここに、頼みのマルタはいないのです。

　大人おとなしく、ここはクレタの言うことを聞くほかないかもしれません。

「「わ、私たちは姉妹。妹は姉のために、姉は妹のために……」」

　言われるがまま手を合わせて目を瞑り、私とユリアちゃんは、ちょっと不思議な友情宣言を行いました。

「も、もう一回！」

「「私たちは姉妹。妹は姉のために……」」

「もう一回っ！」「「私たちは姉妹……」」

　何度目かの宣言の後、私は片目を開いて、おそるおそるクレタの様子をうかがいました。意外なことに、ひどく沈んだ表情。先ほどまでの邪悪な目つきが、まるで噓うそのようでした。

「虚むなしい……」

「ど、どうしたの？　……クレタ？」

「……ワタクシとしたことが……なんという愚かな行いをしたのでしょうか」

　焦点の合わない瞳で、ブツブツと語りだすクレタ。

「……こんな無理矢理二人にスール宣言をさせたところで、萌もえが発生するわけが、ないのであります！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　クレタちゃん？」

　心配して声をかけるユリアちゃん。店員さんや他ほかのお客さんたちも、気の毒そうにこちらの様子をうかがっています。

「……こんなはずではないのです、こんなはずでは。一粒で二度おいしい、共学高校での妄想生活は……。まったくの、誤算でございました。まさか十代の男性と女性が、こうも簡単に惹かれあってしまうだなんて！　想定外で、ございました！」

　あの～。クレタさん？

　そのまま頭を抱えて、クレタは突っ伏してしまいました。本当に、大丈夫かしら？

「……いまワタクシは、一つの萌もえを失いました。これはワタクシの敗北を意味するのでしょうか？　……否いな!!　始まりなのだ！」

　うわっ！　私がクレタの肩かたに手を置こうとした瞬しゆん間かん、勢いよくクレタが起き上がりました。わけのわからないことを呟つぶやくクレタの瞳ひとみには、邪悪な光が戻もどっています。

「……和泉いずみ、葉よう介すけ……」

「へ？　クレタ……葉介が、どうしたのよ？」

「……全すべての鍵かぎは、イズミくんが握っているのです。イズミくんさえ本来の役割を果たしてくれれば…………全てが、円まるく収まるのですよ……」

　そうしてクレタは邪悪な表情のまま、ヒヒヒと不気味に笑い始めたのでした。

　いったい、なんだというのでしょうか？

　マルタさえいてくれれば、クレタもここまでの暴走はしないのですが……。でもマルタはここにいません。私にはもう、どうしようもありません。

　ユリアちゃんと目が合う。苦笑いも、可愛かわいらしい。しかたなく私たちは和菓子の残りを食べながら、ただそのままクレタの笑い声が止やむのを待っていたので、ありました。










同日同刻　和泉葉介




　俺を睨にらみつける加か納のうマルタ。その瞳から頰ほほへ、透きとおった涙がこぼれ落ちた。




　想定外の彼女の反応に、俺は少したじろいだ。

「たまも……不ふ憫びんすぎるわ……」

　マルタの声は、震ふるえていた。

「……てことはさ、その殺せつ生しよう石せきってワケのわからない呪のろいのせいで、たまもとあんたは、満足に手も繫つなぐことができないってわけ？　両りよう想おもいだっていうのにっ！」

　次第に語気を荒らげ、机を叩たたいて怒り出すマルタ。

「あ、ああ……」

　マルタの迫力に圧あつ倒とうされてしまい、俺はそんなヘボな返答をした。天てん王のう寺じのやつは部屋のスミのほうから、鋭く冷たい眼まな差ざしで俺とマルタのやりとりを眺ながめている。

　放課後。ここは、学校の天てん文もん台だい。

　俺は加か納のうマルタに、打ち明けた。自分の霊れい感かんについて。そしてチーのことや、たまもの体の呪いのことを。

　簡単に言うと、新にい美みたまもは──本人にはまったく自覚がないのだが──その肉体に霊れい狐こ・チーを宿しており、殺せつ生しよう石せきと呼ばれる非常に強力な呪のろいに覆おおわれている。そして俺、和泉いずみ葉よう介すけは生まれたときから幽ゆう霊れいが見えてしまう体質を抱えており、なぜか俺がたまもに触れると、彼女の呪いが容よう赦しやなく俺を襲おそってくる……という、とんでもなく常識外れな、マトモじゃない告白をしたのだった。

　できれば俺だって、こんな過度に浮うき世よ離ばなれしたカミングアウトなんてしたくはない。またそんな非常識なことを説明したって、通常ならば誰だれも信じやしないだろう。クルクルパーだと思われるのがオチだ。

　しかし加納マルタはそんな極限なまでに非現実的な俺の話の、全すべてを信じてくれた。涙まで流してくれている。

　もっともマルタには、俺の話を信じざるを得ない理由があった。

　つい先日、彼女はある体験をしたのだ。とても不思議で、とんでもなく物ぶつ騒そうな体験──霊狐・チーと水銀人間・真ま木き真しん十じゆう郎ろうが壮絶な斬きりあいを繰りひろげ、ぬらりひょんが狂気の眼光で全世界同時クーデターを叫び、電波少女・マキマキが死亡し、そして生き返った──。

　この俺ですら脳天クルクルパーになりそうな、常識外れの出来事だった。しかし不可抗力ながらおかげさまで、理屈でいくら説明しても人には受け入れがたいその常識外れの異世界ってものを、加納マルタに実体験させることが、できたようだった。

「よっしゃっ！」

　突然マルタが涙を拭ぬぐい、勢いよく立ち上がった。パイプ椅い子すが後ろに転げて、バチャンと音を立てた。

「解いてやろうじゃない！　そんなクソったれの呪いなんかさ！」

　彼女は毅き然ぜんと人差し指を立ててそう言い放った。俺に突き刺さる、心強いマルタの言葉と、力強いマルタの表情。

　うるうると、今度は俺の涙るい腺せんが緩ゆるんでしまう。かつてここまで真しん摯しに、俺の常識外れな悩み事に介入してきてくれる人間が存在しただろうか？　百万の味方を、得た思いだった。

「ひと肌脱いでやろうじゃない、たまものために。私たちで力を合わせればさ、すぐにだって解けるわよ、そんな呪い。ね？　天王寺」

　マルタの熱い視線を浴びる天てん王のう寺じ。彼はその視線から逃げるように、何も言わずに冷めた表情でカチャカチャと手元のＰＣをいじり始めた。

　天王寺のことは信頼している。が、気のせいなのだろうか、ときどき不安になってしまう。……彼は本気で、たまもの呪のろいを解こうとしてくれているのかと。

　ＳＴＰを手に入れてから天王寺は、フゲンやモンジュというわけのわからない御霊アプリやら、圧あつ縮しゆく霊れい子しバースト用のデジタルカメラやら、たまもの呪いとは直接関係しそうにないものばかりを作っている気がする。俺にはなんだか、どうしても、天王寺のやつが真しん剣けんにたまもの呪いと向き合ってくれているようには、思えないのだった。

「どうなのよ、天王寺！」

「……話はそれほど簡単なことではない。僕らは霊子という謎なぞの素粒子について、まだまだ知らないことが多すぎる」

　ＰＣ画面に眼鏡めがねを向けたまま、天王寺が呟つぶやいた。

「なによ。なんなのよ、その消極的な態度はさ！　あんたこの超常現象研究部の一員って自覚あるわけ？　気合が足りないのよ、気合が！　そこに謎があるってんならさ、その全すべてをアグレッシブに、完かん膚ぷなきまでに解明してやるのが超現研の義務であり、存在理由じゃない！」

「……勝手にこの部活に、その気合とやらを求めるのはやめてほしい。それと一応伝えておくが、この部活の目的はあくまでも霊子の研究だ。君の言い方だと、ＵＦＯやＵＭＡや密室殺人事件の解明まで、義務だの存在理由だのとされかねない」

　バンバン机を叩たたきながらまくしたてるマルタに対し、天王寺は眼鏡のブリッジに指をそえながら冷静に反論していた。

「んなことはわかってるわよ！　私はねぇ、全力で、たまもの呪いを解いてやろうって言ってんのっ！」

　あの我が道を突き進む天王寺に対して、一歩も引かない。とても心強い。マルタならば天王寺のやつをコントロールして、彼をしっかりとたまもの呪いと向き合わせてくれるに違ちがいない。

　加か納のうマルタの入部──それは非常に唐とう突とつな話ではあったが、彼女がここに来てくれることは、結果的に非常に良い影えい響きようをもたらすのではないか、そう思った。

「いい？　この私が加入したからにはねぇ、快かい刀とう乱らん麻まを断つが如ごとく、真実を追究していくわよ。いままでみたいにチンタラはできないと思いなさい。覚悟はいい？」

「お、おう！」

「…………」

　鬼おに軍ぐん曹そうを前にした新兵のように返事をした俺に対し、天王寺は無反応だった。

「なによ天王寺、そのテンションの低さは。あんたこの部活の副部長って自覚、あるわけ？」

　消極的な天王寺の尻しりを叩くようなマルタの言動。非常に頼もしい。だが……ん？　ちょっと待ってくれ。

「あのさ……天てん王のう寺じって、副部長だったのか？　初耳だぞ？」

「なにあんた。そんなことも知らないの？」

　知らないもなにも、この部活の設立者は天王寺なんだから、当然部長は天王寺なんだと思っていた。それが違ちがうってことは、もしかして……

「ってことはさ、もしかして……俺が、部長ってこと？」

　加か納のうマルタが、俺を睨にらみつけた。まるで賞味期限切れのヨーグルトでも見るかのような、しかめっ面つらで。

「はぁ？　ボケるのは顔面だけにしなさいよね、和泉いずみ。被験体Ｂのあんたが、部長なわけないでしょ？　部長は、私に決まってんじゃない」

「はあっ？　どうして一番新参のお前が、しかも初日から部長になるんだよ！　……というか、被験体Ｂってなんだよっ！」

「たまもがＡなんだから、あんたはＢしかないじゃない」

「あのなぁ。俺が言いたいのは、そんなアルファベットの問題じゃないんだよっ！」

　ため息を吐つくマルタ。

「和泉……認識しなさい。あんたはこの部活におけるヒエラルキーの最底辺に位置するということをね。意見することは、許されていないわよ」

　人差し指を俺に向け、ひどく真しん剣けんな表情でそんなことを言い放つマルタ。……狂っている。こんな暴君のもと、健全な部活動が営めるとは到底思えない。

「おい天王寺！　マルタがあんなこと言ってるぞ？　いいのかよ、言わせといて！」

　俺は泣きそうになって、副部長に助けを求めた。彼は冷めた面をしてこう言った。

「……かまわないのではないか？　部長をやりたいと言うのであれば、やってもらえば。彼女には、新にい美みとチーのコントロールをしてもらおう──」

　天王寺が、中指で眼鏡めがねの位置を直す。

「──君一人では、いささか不安なのでね」




　狂っている……。

　なぁ、たまも。お前がいない間に、なんだか俺たちは勝手にモルモット扱いされちまっているぞ？

　灼しやく熱ねつの悪あく魔まの如ごとく滾たぎり狂う加納マルタと、氷点下のつららの如く凍いてついたスリルをはらんだ天王寺真しん一いち。真逆の温度をもつ二人の間で、俺はこれからの学生生活に、とてつもない不安を感じてしまった。

　まるで結けつ露ろしたガラス窓のように、いやに冷えた汗が一筋、俺の背中を流れていった。










★★★★★




　やあ。ぼくの名前はポー。気き狐こだよ。

　もう季節は夏だねぇ。うちの神社の参道も、蟬せみだらけだよ。朝からずっとミンミンミンミン、よくあれだけ鳴けると思う。蟬の成虫が一週間で死んじゃうのも無理ない気がするね。過労死だよ、きっと。

　夏って暑いでしょ？　でもね、ぼくにはお気に入りの場所があるんだ。それは霊れい狐こ塚づか。木陰にある石せき碑ひみたいなやつなんだけど、石がひんやりして、とっても気持ちいいんだよね。

　いまもぼくは、霊狐塚にお腹なかをくっつけて涼んでいるんだ。いいでしょ。

　あ～ひんやりするなぁ。

　最近よく思うんだけどさ、ニンゲンって、本当に自分勝手だよね。地球オンダンカとかさ。ぼくの友達のタクゾーさんから聞いたんだけどね、ニンゲンのせいで、地球が暑くなっちゃってるんだって。絶対にニンゲンって、勘かん違ちがいしていると思うんだよね。

　言葉遣づかいもそうだよ。近ちか頃ごろのニンゲンはダメだね。ぜんぜんダメ。間違った言葉を使うニンゲンが、多すぎるんだ。いやんなっちゃうよ。

　たとえばタコライス。

　わざわざタコライスって言ってるのにね、肝心の蛸たこが、入っていないんだって！　なにそのネーミング。独創的過ぎるよ！　考えたヒト、脳みそ煮えちゃってるんじゃないかな？　きっとろくな死に方しないと思うんだ。

「──よかったではないか。そういう人間のネーミングセンスのおかげで、きつねうどんに狐きつねが入っていないのだからな」

　うわっ！　いたの？　タクゾーさん。いやだなぁ。驚おどろかさないでよ、まったく。

　ていうかさ、いまちょっと怖いこと言ってなかった？　きつねうどんに狐とか……どうしてそんな想像ができるんだろうね。同じ狐のくせに。

「そもそもの話であるがな、ポー。タコライスという食べ物は、蛸のライスのことではない。タコス風のライスという意味の食べ物だ」

　へぇ。そうなんだ。やっぱりタクゾーさんは、なんでも知ってるんだねぇ。すごいや。

「……と、バカな話をしている場合ではないぞ、ポー」と、いきなり神しん妙みような顔つきになるタクゾーさん。「少しまずい事態になっている。今日はそれを知らせに来た」

　え？　どうかしたの？

「東京の霊れい子し対たい流りゆう網もうに、狂いが生じ始めているのだ。少しずつだがな」

　レイシタイリュウモウ？　……ああ。あの地下鉄のやつだね。でも、あれって解決したんじゃないの？　こないだチーさんが、東京メトロで悪いヒトたちをやっつけてさ。

「ならばもうすでに元通りになっていても良いはずなのだが……実際はそうでない。以前よりも、霊れい子しの対流が少なくなっているのだ」

　へえ。そうなんだ。でもさ、あと何日かすれば元通りになるんじゃない？　心配しすぎなんだよ、タクゾーさんは。

「そうだと良いのだがな……。対たい流りゆう網もうをめぐる霊子は、膨ぼう大だいな量だ。私が一番恐れていることは、霊子の不正流出なのだよ。霊子はさまざまなものに、深刻な影えい響きようを及ぼす。そこらの悪霊が外部の霊子を得るだけでも、やっかいなのだぞ？　……なにか良くないことが、起きなければよいのだが」

　心配ないって。仮に霊子を悪用するような悪いヒトが出てきてもさ、またチーさんにやっつけてもらえばいいじゃん。そんな深刻そうな顔することないよ、タクゾーさん。

「……チーか。私はな、ポー。彼女の存在こそが、ここ最近の異常な事件を招いている元げん凶きようのような気がして、ならないのだよ」

　いやだなぁ、タクゾーさん。考えすぎだって。




　え～と……考えすぎ、だよね？










07月11日（金）　新にい美みたまも




　昼休みの天てん文もん台だい。電気炊飯器から、モクモクと湯ゆ気げが立ち昇ります。

　やっぱりご飯は炊きたてに限るのです。

　今日の献こん立だては、葉よう介すけのリクエストです。

　葉介が、タコライスに蛸たこが入っていないという話にひどく驚おどろいて、一度タコライスを食べてみたいと言い出したのです。……そうです。今日のメニューは、タコライスなのでした。

　私もいままでタコライスを作ったことはなかったのですが、調べてみると意外なことにタコライスとは沖おき縄なわ発祥のお料理なのだそうです。タコスなので、てっきりメキシコのお料理だと思っていました。

　しかし……私が尊敬する具ぐ志し堅けんを生んだ沖縄と、そして同じく尊敬するリカルド・ロペスを生んだメキシコとの、見事なまでのコンビネーション。まさに、私に調理されるために生まれたお料理なのかもしれません。

　テーブルクロスを敷しいた、天文台の長テーブル。リカルド・ロペスのアッパーカットのような鋭い辛さの特製サルサソースを、具志堅のアフロヘアのようにかわいらしい挽ひき肉たちに絡からめ、きざんだレタスを敷き詰めた、ほかほかのご飯の上にかけてやります。

　サルサソース特有の、ちょっちゅ甘辛い濃厚な香りが、ご飯の湯ゆ気げとともに天てん文もん台だいに広がってゆきました。

「ウッヒョーッ、うまそーっ！」と、マルタの歓喜。

「こ、これが、タコライスか……」

　スプーンを握った葉よう介すけが目を見開いて、唾つばを飲み込みながら言いました。

「……ちょっと和泉いずみ。ここに炊飯器を持ってきてあげたのは、私なんだからね。もっと打ち震ふるえるように感激しながら、感かん謝しやの意を表しなさいよね」

　長テーブルに座ったマルタが言いました。その言葉に、不満そうに口を尖とがらせる葉介。

「ありがとうね、マルタ！」

　しゃもじを置いて私は、満面の笑みでマルタの腕に抱きついたのでした。

　マルタがこの、怪しげな部活に加入してくれました。それは非常に唐とう突とつな話ではありましたが……ふふふ。マルタはいつだって、私の味方。百万の味方を、得た思いです。

　これであの男に、大きな顔はさせないわよ。

　私は長テーブルの端っこでチビチビと持参のお弁当をついばむ天てん王のう寺じ真しん一いちの昆虫じみた無感情の顔面を睨にらみつけてやりました。生意気にも、重じゆう箱ばこに入った精しよう進じん料理風の上品なお弁当を食べています。……あんたなんかね、死にかけの蟬せみでも食べていればいいのよっ！

　ふと、天王寺真一の無機質な目が、私と合いました。キィーッ！　負けるもんですか。私は天王寺真一を石化させる勢いで、威い嚇かくし返してやるのでした。

　テーブルにはすでに、皿に盛られた三人分のタコライスが並んでいます。もちろん、葉介と私とマルタの分です。

「いっただっきまーす！」

　フライング気味に、マルタがタコライスを頰ほお張ばりました。スプーンを口に入れた瞬しゆん間かん、彼女の両の目が、限界まで開かれました。

「う、うまいっ！」

　マルタはそう叫さけんで、まるで味の王にでもなったかのように、そのまま一心不乱にタコライスをがっつき始めます。

「ずるいぞマルタっ！　い、いただきます！」

　慌あわてたように葉介がそう言って、タコライスにスプーンを突っ込みました。

　そして急いで葉介の口に運ばれてゆく、私のタコライス。緊きん張ちようの瞬間です。……葉介の口に合うかな？　辛過ぎなかったかな？

　ああ、ドキドキしてしまいます。葉介が大きく口を開いて、まさにタコライスを頰張ろうとした、その瞬間……。

　なぜか突然、葉介が苦く悶もんの表情で、スプーンを落としたのでありました。










同日同刻　和泉いずみ葉よう介すけ




　胃がぎゅうっと絞られるような、そんな感覚だった。

　俺はかつて、ここまでの食欲を感じたことがあっただろうか？　ほのかに指先が痺しびれるほどの、激烈な食欲。たまもの特製サルサソースのエスニックな香りに鼻び腔こうを乱打され、俺のハングリーさは、減量中のボクサーを超えていた。

　もぐもぐと、俺の隣となりではマルタが必死になってたまものタコライスを食べている。くそっ、今日たまもがタコライスを作ってくれたのは、俺のリクエストのおかげなんだから、感かん謝しやしてくれよな。

　しかしそんな文句は、後にしよう。

　とにかくいまは、何よりもタコライス。たまもも、期待の眼まな差ざしで俺のことを見ている。

　ああ、唾だ液えきが止まらない。俺はスプーンでその愛らしいタコライスをすくい、自分の口へ運んでいった。あと一〇センチ……あと三センチ。大きく口を開け、そしてその神こう々ごうしくも香こうばしいご飯を食はもうとした、そのとき……。




　バチィン！




　俺のスプーンは、突とつ如じよ強烈な手しゆ刀とうに叩たたき落とされたのだった。

　スプーンが皿に落ちる。カシャリンという高音が天てん文もん台だいに響ひびいた。

　わけがわからない。そして右手が痛い。なぜ？　理不尽。

　手刀を食らった右手首をさすりながら、俺はその理不尽な手刀の持ち主を見上げた。着込まれた高級スーツに議員バッヂ。眉み間けんに皺しわを寄せた、ダンディな表情。

　西にし井い弘ひろ樹き氏──元衆議院議員の幽ゆう霊れいだった。

『和泉くん……。どうして君は、そんな貧ひん乳にゆう料理なぞ口に入れようとしているのかね？』

　理不尽にも突然、俺のスプーンを叩き落とした西井氏の第一声は、そんな珍ちん妙みような言葉だった。まったく意味がわからない。

『目を覚ませ、和泉くん。男ならば、巨きよ乳にゆう料理だろうっ！』

　いきなり怒ど鳴なって、大振りなジェスチャーで語り出す西井氏。

『どうして私が、こんなに熱心に君に巨乳を勧めるか、わかるかい？　和泉くん。

　その昔、私は世界中を放浪していたことがあってなぁ。ギター一本を背負い、歌の力で世界を変えられると本気で信じていた。魂たましいを込めて歌ったさ。愛と平和をな。……しかしそこで私を待っていたものは、血を吐くほどの挫折であった。私は裏切られ、嘲ちよう笑しようされ、モスクワの裏路地で子猫のように震ふるえていた。その私を救ったものは、何だと思う？　……オッパイだよ』

　西にし井い氏は遠くを見つめていた。天てん文もん台だいの壁の向こうを見るかのように。

『私はそのときやっと気づいたのさ。自分が、ちっぽけな夢想家にすぎなかったのだと。世界を変えられるのは、歌の力ではなく、オッパイだったのだよ。私の言っていることが、わかるだろう？　和泉いずみくん』

　え～と、まったくわかりません。

『ええい！　このわからず屋めっ！　とにかく、君も真の巨きよ乳にゆうフェチを目指すのであれば、正統なるロシア料理を、食べるべきなのだ！』

　高く振り上げられた西井氏の右手。なにかが握られていた。小麦色をした、肉まんサイズの揚げパン。ピロシキだ。西井氏は正しよう真しん正しよう銘めいの幽ゆう霊れいだが、物体に干渉できるほど霊力が強い。

『少年よ、巨乳を目指せっ！』

「ちょ、待っ──」

　西井氏の右手で打ち下ろされたピロシキが、俺の口へ、有無を言わさず強引に捻ねじ込まれる。

「んのぶぁっ！」

　口いっぱいのピロシキ。それをなおグイグイと押し込んでくる西井氏。そのロシアの圧力に、俺の体は後方へバランスを崩してしまう。

　手刀の奇き襲しゆうから続く西井氏による数々の理不尽。その全すべてになに一つ対処できないまま、俺はそのまま椅い子すごと仰あお向むけにぶっ倒れたのだった。

「ごぶぇぇっ！」

　後頭部を、床にしこたま打ちつけた。バガンという音とともに、じんわりとした鈍どん痛つうが広がる。たまらなく痛い。涙も出てくる。

「よ、葉よう介すけ？　どうしたのよ？　……そんなに、不ま味ずかった？」

　心配そうに、たまもが駆け寄ってきた。泣きそうな顔だ。

　そうじゃない。不味いもんか、マルタだっておいしそうに食べていた。俺はいま猛もう烈れつに、タコライスを食べたいんだ！

「ふぉーふぁふぁい」

　たまもに声をかけようにも、なぜか正常に言葉を発することができず、当とう惑わくした。後頭部を強打したための一時的な言語障害を危き惧ぐしたが、原因は単純に口に押し込められたピロシキだった。

「なによ和泉、その揚げパン」

　加か納のうマルタがスプーンを持ったまま振り返って、怪け訝げんそうに俺を見ている。慌あわてて俺は口からピロシキを引き抜き、マルタに耳打ちをした。

（出た。幽霊だ。西井さんの父親の）

「えっ？　幽霊？　どこどこ？」

　はじけたように歓喜の表情を浮かべ、キョロキョロと天てん文もん台だいを見回すマルタ。そのマルタの様子を、しぶい顔で眺ながめる西にし井い氏。

『なんだなんだ、和泉いずみくん。彼女も貧ひん乳にゆうじゃないか。信じられん。いったいこの学校の入試選考は、どうなっているのかね？』

　どうかしているのは、アンタのほうだよっ！

　しかし今はそんなツッコミを入れるよりも、とにかくこの理不尽な幽ゆう霊れいを追っ払わなければなるまい。俺はいま猛もう烈れつに、タコライスを食べたいんだ！

「どこよ？　見えないじゃない、和泉」

（マルタ、頼みがある。たまもを部屋の外へ連れて行ってくれないか？）

　たまもは自分のことを、普ふ通つうの高校生だと思っている。彼女の前で、おおっぴらに幽霊と対たい峙じするわけにもいかない。

　不満顔のマルタに、俺は頼み込んだ。しぶしぶマルタは、たまもを外に連れ出してくれた。振り返って、不安そうに俺を見るたまも。

　天文台のドアが、音を立てて閉まった。

『ははは。わかってくれたか、和泉くん』

　たまもとマルタがいなくなったことに、西井氏は単純に喜んだ。

　しかし……そこまでだ。

　俺には切り札があった。これ以上、西井氏の好き勝手にはさせない。

　右手で自分のシャツの左胸ポケットに触れ、囁ささやく。

「出いでよ、ジョニーウォーカー！」

　その囁きとともに、俺の胸ポケットからモワンと煙が立ち込める。

　しだいに散じてゆくその煙の中から、赤いジャケットと黒のシルクハットが現れた。ちょっと前から俺に憑ついている幽霊、ジョニーウォーカーだ。

『よう葉よう介すけ。なんか用か？』

　ジョニーウォーカーは飄ひよう々ひようとしているが、強力な霊だ（だから俺には祓はらえもしないのだが）。ちなみに普ふ段だんは俺の胸ポケットの中で、詰め将しよう棋ぎをしている。

『お、昼メシか？　おれにも食わせろよ、葉介』

「その昼食がいままさに、危機に瀕ひんしている。守るのはお前だ、ジョニーウォーカー」

『っかぁ。またアンタかよ、巨きよ乳にゆうのオッサン……』

　西井氏を確認し、ジョニーウォーカーが肩かたをすくめる。

『フン。私は巨乳ではない。その呼び方は失敬だぞ。……巨乳に対してな』

　睨にらみあう二人の幽霊。姿勢の良い西井氏のほうが、やや背が高い。

『そこをどけ、赤ジャケット。私は和泉くんに、用があるのだ』

『へへぇ。そりゃできねぇなぁ、巨乳のオッサン。おれは葉介のことを、ちょっとばかし気に入っている』

　西にし井い氏を睨にらみ上げるジョニーウォーカー。不敵な笑みをこぼす西井氏。

『いいだろう……力ずくというのも、嫌きらいじゃない』

　すばやくジョニーウォーカーとの間合いを詰め、上体を沈める西井氏。続いて西井氏は、鋭い肝臓打ちレバーブローを放ってきた。

　その光景を見て……俺は秘ひそかに、ほくそ笑むのであった。




　実は昨晩、俺とジョニーウォーカーは、西井氏を想定した秘密の特訓を行っていた。

「いいか、ジョニーウォーカー。西井氏の得意技は、肝臓打ちをフェイントとした右ロシアンフックだ。本人は〝ツァーリ・ボンバ〟と呼んでいる」

『ああ知ってるぜ。すげー威力だよな、ありゃ。マトモに食らったら、ひとたまりもないぜ』

「しかし大技ゆえに、隙すきも大きい。俺たちの狙ねらい目は、そこだ」

『なんだよ葉介。いい考えがありそうじゃんか』

　軽けい薄はくに笑うジョニーウォーカーの顔を、俺は覗のぞき込んだ。

「……カウンターだよ」

『ウソだろう？　無理無理。そんな高等なボクシング技術、素人のおれにゃ、できねぇって』

「それだよ、ジョニーウォーカー。たまもの影えい響きようなのかなぁ、俺たちはボクシングにこだわり過ぎていたんだ。ボクシングにボクシングで対抗する必要なんて、ハナからないんだよ」

　ジョニーウォーカーは、いぶかしげな表情を見せた。

『……だったら、なにで対抗するってんだよ？』

「ミドルキックだ。大振りのロシアンフックでガラ空あきになった西井氏の右のアバラに、渾こん身しんの左ミドルを、叩たたき込んでやるんだよ」

『おお、蹴けりか。なるほどな。いけるんじゃねぇか？　いけそうな気がしてきたぜ！』

　さっそく深夜まで、特訓が続いた。

　途中、ジョニーウォーカーの手加減のないミドルキックを食らってケンカにもなったが、疲れて寝るころには、彼のミドルキックは、悪くないものになっていたのだった。




　バシン。

　決戦の天てん文もん台だい。想定通り、ジョニーウォーカーが右手で西井氏の肝臓打ちをガードする。それとほぼ同時に西井氏から繰り出される、超大振りの右ロシアンフック。

　……ここだっ！

　ジョニーウォーカーはすでに左手でテンプルをガードしている。両手をガードに使っているからって、攻撃ができないと考えるのは間ま違ちがいだ。俺たちには、蹴りがある。

　腰を入れた、ジョニーウォーカー渾身の左ミドルキックが、西井氏の右のアバラに向かって進んでいった。

　決まる、そう思った、ときだった──




『ツァーリ・ボンバッ！』




　霊れい子しなのだろうか？　彗すい星せいのように光の尾を引く、壮絶なロシアンフック。それがジョニーウォーカーのガードを紙のように粉砕し──

『ぐべぇっ！』

　そのまま彼を、一いつ瞬しゆんで天てん文もん台だいの壁に叩たたきつけたのだった。

　あれは本当にパンチと呼べるシロモノなのだろうか？　ちょっとした兵器のような威力とスピードのロシアンフックに、俺たちの秘密特訓は、完全に打ち砕かれてしまった。

　ズルズルと壁から落ちるジョニーウォーカー。レフェリーがいたら、すぐに試合を止められるような圧あつ倒とう的てきなＫＯだった。

『毎日毎日、百ユ合リ亜アが私に熱心に祈ってくれるおかげかな？　最近私は、すこぶる力が漲みなぎっていてなぁ。……負ける気が、しないのだよ』

　険しい表情の西にし井い氏。体からは、霊子が湯ゆ気げのように立ち昇っている。

　なんてこった……。西井（ユリア）さんが父親に祈りを捧ささげれば捧げるほど、あのロシアンフックの威力が増すということだろうか？　最悪だ。

　俺はいったい、どうすれば良いというんだ？　まさか、西井さんにお父さんを想おもうのはやめろ、などとも言えないし……。

『よ、葉よう介すけぇ……』

　天文台の床を這はうジョニーウォーカー。虫の息になりながら、彼は必死に俺の顔を見上げてきた。

『なぁ、おれに仏ぶつ壇だん買ってくれよぅ。したらおれも、パワーアップすんじゃねぇのか？』

「ふっ、ふざけんなっ！　なんで先祖でもなんでもないお前に、俺がわざわざ仏壇なんて買わなくちゃいけないんだよ！　だいいち家族には、なんて説明すればいい？　気は確かかって、専門の医者とか呼ばれちまうぞ！」

『そこをなんとか、説得してくれよぅ──』

『さぁ和泉いずみくん。大人しくこのピロシキを、食べてもらおうか』

　状況が混こん沌とんとしてきた。俺の足にしがみついて仏壇をねだる幽ゆう霊れいと、俺の顔にぐいぐいとピロシキを押し付けてくる幽霊。

　いったい俺の人生から、幽霊の被ひ害がいがなくなる日は来るのだろうか？

　天てん王のう寺じのやつは、実に冷静に、天文台のスミで弁当を食べていた。重じゆう箱ばこに入った上品な弁当だ。彼は俺と目が合うと、無言でモバイルＰＣを指差した。senreiんべんべでキャプチャしてしまおうという、ジェスチャーだった。慌あわてて俺は、首を横に振った。

　……しかたない。

　俺は観念して、西にし井い氏のピロシキを食べることにした。

　意外なことにそのピロシキは、すごく、美お味いしかったのだった。










同日　天てん王のう寺じ真しん一いち




「……つまんない」

　天てん文もん台だいの長机にアゴをのせながら、加か納のうマルタが不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

「どうして和泉いずみのやつに幽ゆう霊れいが見えて、私には幽霊が見えないわけ？」

　放課後。葉よう介すけは泣きじゃくる新にい美みへの対応に追われ、部活には来ていない。新美には、本当に困ったものだ。彼女が部活に来ないと、霊れい子しの研究が滞とどこおる。

「ねぇ天王寺。私、幽霊を見てみたい。なんとかしてよ」

　大きく息を吐いてから、僕は加納マルタを睨にらんだ。

「僕は、ドラえもんではないぞ」

「なによそれ。あんたはさ、悔くやしくないわけ？　和泉にだけ幽霊が見えるなんてさ」

「僕らでも幽霊を見る方法は、いくつか存在する。その一つは、丑うし三みつ時どきに、霊力の強い土地でなら見えるというものだ。これは僕も経験している」

「へぇ、見えるんじゃない」

　不機嫌そうだった加納マルタの瞳ひとみが、とたんに輝き出した。

「しかし、やはり場所と時間が限定されていては、話にならない。そろそろ僕は、kaguraで幽霊を見るための御霊アプリを開発すべきだと思っている。幽霊同士はお互いを認識できているようだから、その知覚を御霊で映像に変換することは可能だろう。理論的にはな」

「なによなによ、作れるんじゃない。もったいぶってないでさ、どうしてさっさと作らないのよ！」

「……問題がある。葉介が、幽霊のキャプチャに乗り気ではないのだ。僕はずいぶん前から西井弘ひろ樹きをsenreiでキャプチャすることを主張しているのだが……。どうしても、葉介が許可をしない」

　あきれ顔で、加納マルタが僕を見た。

「あんた鬼おにね。同級生の父親の霊を捕まえて、あまつさえ改造しちゃおうとかさ……あんたには、とても人としての心が通かよっているとは思えないわ」

　その言葉に、僕は肩かたをすくめた。

「心とは、神経を伝う単なる電気信号にすぎない。合理的に物事を考えている点で、僕の心は君よりも、ずいぶんと豊かなのではないか？」

「ああ。そうですね～」

　投げやりな返答。しかし直後に何かひらめいたような顔をして、マルタが言葉を続ける。

「でもさ、和泉いずみだって悪あく霊りようを捕まえることは認めてるんでしょ？　だったらさ、狩りに出てやろうじゃない、そこらの悪霊をさ」

「何度も提案をした。だが葉よう介すけは、こちらから積極的に幽ゆう霊れいと関かかわることを極端に嫌きらう。いまはあるルートからの悪霊退治の依頼を、首を長くして待っているような状況だ」

「へぇ～。いつもは鬼き畜ちくのあんたが、和泉のことになると、意外と頭が回らないのね」

　バカにするような表情の加か納のうマルタに対して、僕は少々ムッとした。

「だって幽霊やら呪のろいやらってさ、霊れい子しって素粒子が関係してるんでしょ？　その霊子を研究するための顕けん微び鏡きようでも作るって言っちゃえば、あのボンクラは喜んで協力すると思うわよ」

　ニンマリとする加納マルタ。

「そんなことはわかっている。正直に言おう。仮に御霊アプリを作れたからといって、顕微鏡レベルの精密な観測機器ができるかは、まったくの未知数だ。葉介のような人間がどうやって霊子を知覚しているのか、まるでわかっていない」

「別にいいじゃない。方ほう便べんってやつよ。まず私たちが見えなくちゃ、始まらないわ。それに一つでも幽霊を見れる御霊を作っちゃえばさ、あのボンクラなしでも、自由に幽霊狩りができるようになるかもしんないじゃない」

「……君は、鬼おにだな」

　そう言いながらも、僕は加納マルタの提案に、反対ではなかった。

「決まりね──」

　毅き然ぜんと人差し指を立てて、加納マルタが自信に満ちた表情を僕に向けた。

「──打って出てやるわよ。いい？　週末は、幽霊狩りよっ！」










同日　夜　加納クレタ




　はぁ。ため息が出てしまいます。

　どうしてこんなにも、現実とは過か酷こくなのでしょうか？　ワタクシの願いは、ほんの些さ細さいなことなのに……。




　今日学校の教室で、たまちゃんが泣きじゃくっていました。席で泣き伏すたまちゃん。イズミくんが必死にあやしていましたが、たまちゃんは一向に泣き止やみませんでした。

「ひっく……。よ、葉よう介すけが、タコライス、食べてくれ……なかっ……」

「いやいや、食べたぞ、たまも。この通り、もうお腹なかいっぱいだ。ほら」

「で、でもタコライス、冷めちゃってた……。あんまり……美お味いしそうじゃ、なかった……。葉介が、私のこと、き、嫌きらいになっちゃった……」

「なんだよ。嫌いだとか、そんなこと一言も言ってないだろう？」

「じ、じゃあ…………好き？」

　涙で目を赤くしたたまちゃんが、不安そうな顔でイズミくんを見つめました。イズミくんは恥はずかしそうに教室を見渡し、おろおろとするのでした。

「こ、ここで言わなきゃ……ダメか？」

　たまちゃんはさらに、泣きじゃくってしまいました。




　もう、見てられません。我慢の限界でございます。




　私は二人に近づいてゆき、イズミくんの背中をマンガ本で突つついてやりました。振り返ったイズミくんは、私の目を見て少したじろぎました。

「ど、どうしたんだよ？　クレタ。そんな怖い顔して」

「読んでください」

「は？　……なんだよ、このマンガ」

「……『純情ロマンチカ』です。イズミくんはまず、この辺から入門すべきだと思うのです」

　ハテナ顔のイズミくん。

「あのさ……。よくわからんのだが、お前はこの少女マンガを読んで、俺に乙女心を研究しろとでも言いたいのか？」

「違ちがいます。これはいわゆる少女マンガではありません。でも、読んでください」

「いや、この状況が見えているのか？　クレタ。俺はいま悠長に少女マンガなんか読んでいる場合じゃなくってだな──」

「少女マンガでは、ないのですっ！」

　思わず私は、怒ど鳴なってしまいました。たまちゃんも、驚おどろいた様子で私を見ています。

　まったくイズミくんの常識は、どれだけ世間から外れているのでしょうか？　よしながふみも、実写映画化される時代だというのに……。

「とにかく、イズミくんはこれを読んで、心を入れ替えてくださいっ！」

　ワタクシは無理矢理イズミくんに『純情ロマンチカ』一巻を押しつけました。いつのまにか、たまちゃんは泣き止んで、不思議そうにワタクシの顔を見ています。

　しかしワタクシは、確かにイズミくんに『純情ロマンチカ』を手渡しました。あとは彼があれを読んで、『覚かく醒せい』さえしてくれれば……

「なぁたまも。俺あんま少女マンガとか読まないんだけどさ……これ、読むか？」

「だめぇぇぇっ！」

　慌あわててワタクシはイズミくんの手からマンガを奪い取り、彼を睨にらみつけました。なんたる非常識っ！　たまちゃん用は、たまちゃん用で、ちゃんとあるんですっ！

　怒り狂うワタクシを、イズミくんとたまちゃんが一緒になって宥なだめてきます。

　……結局、そうこうしているうちに、二人は普ふ通つうに仲直りをしてしまいました。少し恥はずかしそうに軍手で手をつないで、教室を出てゆく二人。

　今日のイズミくんへの洗脳工作は、失敗に終わったのでありました。




　はぁ。

　ため息は今日、何度目でしょうか。

　自室のベッドで天井を見つめながら、そんなことを思いました。

　このままではワタクシは、窒ちつ息そくしてしまいます。腐ふ女じよ子しにとって、萌もえとは酸素に等しきものでございます。

　萌えなくしては、指一本すら動かせない。本当に、そんな気がしてきます。

　ワタクシがここまでアンニュイに打ちひしがれているのも、全すべてはイズミくんのせい。ここまで願っているのに、どうしてイズミくんは、おホモに目覚めてくれないのでしょうか？

　ああ、息苦しい。窒息しそう。ギブミー萌え。

　そういえば……。ワタクシは、ある郵便物の存在を思い出しました。

　汚オ腐フ会かいで知り合った友人から送られてきた密書です。

　ワタクシは秘密の引き出しを開け、その封筒を取り出しました。一般人を拒むように、やたら厳重に封をされた茶封筒。慎重に開封してゆくと……案あんの定じよう、中からは出てきたものは、いかがわしい気を放つ、同人誌でありました。

　封筒からチラリと顔を出したその同人誌が、ワタクシには光り輝いて見えました。

　持つべきものは、強と敵も！　今夜ワタクシは、窒息しないで済みそうです。

　同人誌の表紙には、『替天衆道』という毛筆文字。同封のメモには、可愛かわいらしい文字でこのように書かれておりました。↓『見つけちゃった！　北方版水すい滸こ伝でんの〝武ぶ松しよう〟本ぼんだよ。〝呼こ延えん灼しやく〟とのカップリングが、蝶ちよう・秀しゆう逸いつっ！』




　うっ……さすがのワタクシも、ここまで上級者向けだとは想像しておりませんでした。




　今夜はもう少しソフトなものを読みたかったのですが……しかしワタクシも腐ふ道どう三段の有段者。上級者の端くれなのであります。ワタクシは学習机で姿勢を正し、ゆっくりと、『替天衆道』のページを開いたのでありました。

　どれどれ──強烈に男臭い文体で綴つづられるその物語は、武ぶ松しようが呼こ延えん灼しやくと出会うところから始まります。鬼き畜ちくのように武松を誘ゆう惑わくしてくる呼延灼。初めは変態だとか言って、かたくなに拒む武松ですが……徐々に女性化してゆく行ぎよう者じや・武松。……キタッ！

　しまいには晁ちよう蓋がいの死に涙する呼延灼にまで、女め々めしく嫉しつ妬とする始末。すれ違ちがいから、武松と呼延灼は、梁りよう山ざん湖このほとりで殴りあいのケンカを始めてしまう。しかし決着はつかず、やがて二人は仰あお向むけに倒れて、満天の星空を眺ながめる。

　そのとき初めて、武松は打ち明けました。自分の、本当の、気持ちを。

　驚おどろいて、武松を見つめる呼延灼。「受け止めて……くれるのか？　この俺の、連れん環かん馬ばを」

　武松は何も言わずに、ただ弱々しく呼延灼の袖そでをつかんで、コクリと頷うなずくのでした──




　な、なんなのかしら？　俺の連環馬って……。ワタクシがゴクリと息を飲み込んで、次のページを捲めくろうとした、そのとき……

「よっす！　クレタ。あんた確か、十字架とか持ってたわよね？」

　いきなりお姉ちゃんが、ワタクシの部屋に入ってきたのでありました。

「ひゃっ……！　お、お姉ちゃん！　ノックくらい、してよねっ！」

　可能な限り素早く効率的な動きで、ワタクシは『替天衆道』を引き出しに隠しました。

「なによクレタ、今さら。どうせまた、いかがわしい同人誌でも読んでただけでしょ？」

　まったくの図星でございましたが……恥はずかしいものは、恥ずかしいのです。まして呼延灼なんかで萌もえていたなどとは、死んでも言えません。

「……いったい何の用なのよ、お姉ちゃん。十字架とか言ってたけど……」

「そうそう。明日、肝きも試だめしに行くことになってね。役に立つかはわかんないけど、いちおう十字架とかお札ふだとか用意しとこうと思ってさ」

　お姉ちゃんは先日、テンノウジくんが作ったという怪しげな部活に入部したらしいです。その活動の、一環でしょうか。しかし肝試しとは、またベタな。

「ふ～ん。……テンノウジくんとイズミくんも、一緒なの？」

「なによ、その邪悪な目つきは。あんたは連れてかないわよ、クレタ。部外者なんだから」

「オバケ役でもいいの、お姉さま」

「どうせあんたは、天てん王のう寺じのことをいかがわしい目で見つめたいだけなんでしょ？　……それに、オバケは間に合ってんの」

「けちんぼっ！　このヘテロセクシャル！」

「悪口になってないわよ！　このオタク！」

「オタクじゃ、ないもん！」

　ベッドで、取っ組み合いの姉妹ゲンカが始まりました。世間ではよく、姉が上だと勘かん違ちがいをされますが、ワタクシたちは互角です。腐っても、一卵性双生児ということでしょうか。

　しかし互角ということは、勝負がつかないということでもあります。髪かみの毛を引っ張り合い、鼻フックなども飛び出す泥どろ仕じ合あいの後、力尽きた二人はベッドで一緒に寝転がるのでした。

　ぜぇぜぇと、息を整える姉と妹。

「ねぇ……お姉ちゃん……」

　ワタクシは弱々しくお姉ちゃんの袖そでをつかみながら、たずねました。

「お姉ちゃんってさ……まだテンノウジくんのこと、好きなの？」

　驚おどろいたように振り返り、ワタクシを見つめるお姉ちゃん。

「ばっ……！　す、好きなわけないじゃないっ、あんなやつのこと！　過去好きだったこともないわよ！」

　みるみるお姉ちゃんの顔が、真まっ赤かになってゆきました。

「ふ～ん……」

「な、なによその顔は。好きじゃ、ないからね！　私はねぇ、天てん王のう寺じのやつと勝負をしているだけなの！　いいかげんな妄想も、たいがいにしなさいよねっ！」

　怒っているのか、焦っているのかわからないような態度で、お姉ちゃんはワタクシの部屋から出てゆきました。

「クレタ。いいかげんなこと、たまもやユリアに言いふらすんじゃないわよ！」

　いったん閉めたドアを再び開いて、お姉ちゃんがそれだけ言いました。

　そんなつもりは、毛もう頭とうありません。

　力強いお姉ちゃんの足音が、廊ろう下かを遠ざかってゆく。

　ワタクシの部屋に、静せい寂じやくが戻もどってゆきます。

　はぁ。

　ため息は今日、何度目でしょうか。
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07月12日（土）　和泉いずみ葉よう介すけ




「葉介……やっぱり私、怖いよぅ……」

　不安そうに、たまもが俺の手をぎゅっと握りしめた。もちろん、軍手越しに。

　東京とは思えないほど、辺あたりは真っ暗だ。街灯すらない。

　しだいに目が、闇やみに順じゆん応のうしてゆく。遠くに見える鶯うぐいす谷だにのラブホテルのネオンが、いまは心強かった。

　俺たちはいま、悪あく霊りようパトロールに来ている。メンバーは俺とたまも、そして天てん王のう寺じと加か納のうマルタだ。目的は、霊れい子し顕けん微び鏡きようの素もととなる悪霊の捕ほ獲かくである。

　霊子顕微鏡の御霊アプリを作る。そうマルタから聞かされたとき、トンネルを抜けるときのような、そんな光こう明みようをつかんだ気がした。そうだよ、どうして今まで、その発想がなかったんだと。

　俺の血には、なぜかたまもの呪のろいを祓はらう力がある。俺自身、どうして自分にそんな力があるのかはわからない。だが霊子顕微鏡があれば、もしかしたら、そのメカニズムを解明できるかもしれない。俺の血じゃなくても、たまもの呪いのほうを直接研究したっていい。

　上うえ野の公こう園えんには、元・物理学者のソリッドだっている。彼も喜々として研究に参加してくれるに違ちがいない。

　加納マルタ──彼女の身勝手さを非常に煙けむたく思ったこともあったが……マルタの存在は、俺とたまもの閉へい塞そくを打ち砕く、ひとすじの光明なのかもしれない。

「葉介……やっぱり帰ろうよう。キモなんて、試さなくていいよう」

「安心しろ、たまも。俺が、ついている」

　たまもは少し驚おどろいたように俺の顔を見て、それから恥はずかしそうに頷うなずいた。

　実のところ、俺がこうして安心していられるのは、たまもがここにいるからだった。いざとなったら、チーを呼び出せる。

　ポケットのジョニーウォーカーでは、どうにも不安だ。以前京けい成せいの地下道で戦った〝笑う紙袋〟みたいな強力な悪霊が出てきたら、ひとたまりもないだろう。瞬しゆん殺さつされるに違いない。

　この世には、付け焼き刃のミドルキックではどうにもならない霊が、存在するのだ。

　ギギギギギ……。

　天王寺が南ナン京キン錠じようを解き、人ひとり通れるだけ、門を開いた。彼の手には十九世紀の牢ろう屋やの鍵みたいな、輪っかの鍵束が握られていた。どうやってそれを手に入れたのかは、知らない。

「それでは、入るぞ」

　俺たちが足を踏ふみ入れたのは、上野・寛かん永えい寺じ霊園。ＪＲ鴬谷駅を見下ろす丘に位置する墓場だった。

　近くには、谷や中なか墓地と呼ばれる霊園もある。谷中墓地のほうが夜中でも自由に入れるし、適当なのではないかと俺は主張したのだが、マルタと天てん王のう寺じに反対された。どうやらそちらには警察の駐在所なんかがあるらしく、「騒さわぎになったときに面めん倒どう」だとのこと。

　俺にとっては、その騒ぎとやらになる前に、さっさとsenreiんべんべで片かたがついてほしいのであるが。

　風が吹いた。カタカタと、卒そ塔とう婆ばが揺れた。

「あわわわわわわ……。葉よう介すけ、おおおお墓……お墓が……」

「ちょっとは落ち着きなさいよ、たまも。たかが墓じゃない。まったく、拍ひよう子し抜けよ。幽ゆう霊れいなんて、どこにもいないじゃないのよ。怖いどころか、むしろホテルのネオンサインが滑こつ稽けいですらあるわ」

　豪ごう胆たんに残念がるマルタではあったが……彼女の言葉は正確ではなかった。

　なぜなら俺の目の前に広がっていたのは、地獄絵図とも言える、身の毛のよだつ光景だったからだ。

　手首から血を流し続ける白いワンピースの女。海え老びのように跳はね回る、未発達の水みず子こたち。楽しそうにチンチロリンに興じている町人集団。無言で遠くを見つめる片足の老人。ただただ銃じゆう剣けん突とつ撃げきを繰り返す軍人。

　見渡す限りの、幽霊、幽霊。ぼんやりと青白い光を放っている。

　気が遠くなりそうだった。

「こんなことなら、クレタにオバケ役を頼むんだったわ」

　ケタケタと笑うマルタの足元では、ひとりの浪人風の侍が、必死に自分の内臓を搔かき集めていた。

「では葉介。さっそく悪あく霊りようを探してくれないか？」

　すました顔で、簡単にそんなことを言う天王寺。彼の手の上には、すでにsenreiんべんべを起動させたモバイルＰＣが、口を開けるようにして待っている。

「ひっ……！　ああ悪霊ってなによ。お墓だけでも、怖いのに！　葉介……私、キモなんていらない。キモなしでいい。キモなしでいいから！」

　うわっ！

　ほとんどパニックになったたまもが、俺に抱きついてきた。みるみるたまもの体が凶悪な紫むらさき色いろの呪のろいに包まれ、容よう赦しやなく俺を襲おそってきた。

「たまも、放せ。放してくれ！」

　わめき、怯おびえるたまもを、なんとかマルタに預けた。たまもはマルタにしがみつき、ブルブルと震ふるえている。

　たまも……正直幽霊なんかより、お前の呪いのほうがずっと怖いぞ。俺にとっては。

　だが今日俺たちがこの薄うす気き味み悪わるい墓場にいるのは、たまもの呪いを解くためなのだ。待ってろよ。必ず活いきのいい悪霊を、見つけてやるからな。

　大きく息を吐き、魑ち魅み魍もう魎りようどもがはびこる墓場を見渡した。

　さて、どうしたもんか。

　中学生だろうか。近くの墓石に、学ランを着た男子生徒が腰をかけていた。坊ぼっちゃん刈りの、おとなしそうな幽ゆう霊れい。あれなら、話しやすいかもしれない。

「よう」

　声をかけてみる。俺は手をあげて、墓石に座る少年を見上げた。

『なんか……用？』

　少年はチラリと俺を見て、つまらなそうな表情で目線を外した。

「あのさ。ここら辺で、悪あく霊りようを見かけなかったか？　俺たち、悪霊を探してるんだ」

　少年は俺を見つめ、皮肉っぽく微笑ほほえんだ。

『まずは、悪霊というものの定義を教えてほしいね。でないと、話を進められないよ、お兄ちゃん』

　うわあ……面めん倒どうくさそう。

　しかし、そう言われてみれば、悪霊とは何かなど、考えたことはなかった。

「……う～ん。簡単に言えば、人間に害をなす幽霊……かな。たぶん」

　カラカラと、俺をバカにするように少年が笑った。

『そんなの、僕にはわからないよ。だって、もう人間じゃないんだからさ。お兄ちゃんって、高校生？　けっこう頭、悪いんだね』

　ムッときた俺は、一いつ瞬しゆん天てん王のう寺じのsenreiんべんべに目をやったが……やめた。俺の知っている悪霊とは、もっと問答無用で人を襲おそうような、凶悪なものなのだ。この少年は、悪霊ではない。

「じ、じゃあさ。この際、お前ら幽霊の害でいいよ。問答無用で危害を加えてくるようなさ、そんな迷めい惑わくなやつは、いないのか？」

『それってもしかして──』

　少年の表情が、変わった。

『──いじめっ子のこと？』

　おどおどと、とたんに少年の挙動がおかしくなった。目の瞳どう孔こうも、不自然に開いている。

「あ、ああ。そういう凶悪な幽霊がいれば、俺たちが捕まえてやってもいいわけだが……」

『本当？　先生』

　慌あわてて少年は墓石から降りて、キョロキョロと周りを警戒しながら、俺に近づいた。

　……先生？

『チクったこと、バレない？　これは先生が考えているより、ずっと大事なことなんだ。いや、先生のことは信用しているよ。信用してるけどさ……チクったことがバレたら、僕は、終わりなんだ！』

　いまいち意味がわからなかった。少年は爪つめを立てて自分の二の腕をつかみ、ガタガタと震ふるえている。

「お、おちつけよ。いじめっ子は、どんなやつなんだ？　どこにいるんだ？」

　震ふるえながら少年は二度頷うなずき、指差した。墓場の一角。石垣に囲まれた林を。

「あそこに、なにがいるんだ？」

『……僕がチクったって、言わないでよ、先生。約束だよ……』

　どうも先ほどから、会話に要領を得ない。

　すぐそこだ。行って確かめてみるか。

「どうやら、あっちになにかいるらしい」

　天てん王のう寺じとマルタに声をかけ、俺たちはその林に向かうことにした。

『本当に、チクったってバラさないでね！　先生っ！』

　俺たちの背中に向かって、不安そうに少年が叫さけんでいた。




　かろうじて、歩いてはいる。だがたまもは、マルタの肩かたで泣いていた。怖がりのたまもには、もう限界なのかもしれない。よしよしと、マルタがたまもの頭を撫なでてくれている。

「なぁ天王寺。もう、チーを呼んどいたほうが良くないか？」

　林へ向かう小路。俺は天王寺に話しかけた。

「だめだ。チーを呼ぶのは、最後の手段にしたい。好戦的な彼女がいたのでは、悪あく霊りようをキャプチャする前に退治されてしまう可能性がある」

「んなこと言ったってさぁ。たまものほうが、限界だぞ？」

　怯おびえるたまもの様子を一いち瞥べつし、天王寺がため息を吐つく。

「まったく……どうして新にい美みはこうも怖がりなのだ。たとえチーがいなくとも、この中で戦せん闘とう力りよくが一番高いのは、新美なのだぞ？」

「ま、まあ、そうなんだけどさ……」

　しかし……。真夜中の墓場。夏の生ぬるい空気が、首すじをすり抜けてゆく。たとえ幽ゆう霊れいが見えなくたって、十分不気味な空間のはずだと思うのだが。

　そこをまるで、ハイキングかのように平然と歩く天王寺と加か納のうマルタ。俺にはなんだか、たまもの反応のほうがよっぽど素直な、常識的なものに思えてしまうのだった。

「ここだな……」

　石垣に到着した。切り石で積まれた、高さ二メートルほどの見事な石垣だった。その向こうに、杉の林が見える。

　暗くて全体は確認できないが、けっこうな広さのようだ。この区画は、何だ？　寛かん永えい寺じの中でも、特別神聖な場所だったりするのだろうか。だとしたら、入るのには気が引ける。

「あそこから、入れそうだな」

　俺の懸け念ねんを意に介さず、天王寺が入口を見つけてずんずんと進んでいった。

　鉄製の柵さく。進入を拒む南ナン京キン錠じよう。天王寺の鍵かぎ束たばで、難なくその入口は開いた。

　石垣の内側は、闇やみだった。高い石垣と林で、ホテルのネオンも届かない。

　天てん王のう寺じのペンライトが、その暗闇を無ぶ遠えん慮りよに引き裂いてゆく。

　石畳の地面。その両りよう脇わきには、古めかしい巨大な石いし灯どう篭ろうがある。神社の参道のように見えた。しかし町の神社にあるような、参拝者の気配を感じない。まるで、誰だれからも忘れ去られた、古代の遺跡のようだった。

　風が吹き、墓場の卒そ塔とう婆ばが一斉に、鳴いた。

　俺にはそれが、なにか重大な警告のように聞こえた。

「天王寺……。よそうぜ、ここに入るのはさ。悪い予感がする」

「いや、進もう。……僕の予感が正しければ、ここには大物がいるはずだ」

「そうよ。ここまで来て、手ぶらで帰れるわけ、ないじゃない」

　無造作に、天王寺が危険な暗闇へ進んでいった。たまもを肩かたに抱いたマルタが、それに続いてゆく。先ほどからたまもは、ずっと目を瞑つぶって震ふるえていた。もはやどこへ進もうが、怖さは変わらないのだろう。

　どうも気が乗らないのだが……しかたがない。彼らの背中に、俺も続いていく。

　柵さくの外からも見えた、ひと気のない参道。幽ゆう霊れいまでもが、一人もいない。……おかしい。外にはあれほど、うじゃうじゃと跋ばつ扈こしていたというのに。

　参道は途中から横に別れており、横に折れた先には、数段の短い石段が。石段の先は、本来神殿でもあった場所なのだろうか？　しかしそこには、真っ黒な闇が、邪悪な穴のように口を広げているだけだった。

　ドンッ！

　突然の音。太たい鼓こ？

　天王寺の顔を見た。聞こえていないようだ。

　ドドンッ！

　まただ。どこからか、太鼓の音が響ひびいてくる。

　そのとき、俺は目を見張った。大量の幽霊が、さっきの鉄柵から石垣の中へと、流入してきたのである。われ先にと、争うように、半狂乱の状態だった。見覚えのある顔もいる。すべて、先ほど墓場にいた幽霊たちだった。二百は軽く超える。

「なんか、やばいぞ！　逃げようっ！」

　手遅れだった。出入り口からは、次から次へと幽霊たちが入ってくる。慌あわてて俺は天王寺やマルタの背中を押して、参道の端へと避ひ難なんしたのだった。

　ドドドンッ！

　また太鼓。おぞましい幽霊たちは、訓練された軍隊のように参道の両りよう脇わきに整列し──

　ドドドドンッ！

　そしてその参道を対称軸として、一斉に、土下座をしたのだった。

　滑こつ稽けいなほど、整然と平へい伏ふくしている。霊たちは皆、一様に緊きん張ちようした面おも持もちだ。俺たちは取り残されるようにして、呆ぼう然ぜんと参道の端に立っていた。

『ばっ、ばかっ、頭ずが高い！』

　江戸の職人風の男（の幽ゆう霊れい）が、俺の頭を押さえて、無理やり土下座をさせた。

「いったい、どうしたというのだ？　葉よう介すけ」

「なんだかわからないが、土下座しといたほうがよさそうだぞ！　早く！」

　いぶかしむ天王寺たちを、なんとか地面に座らせた、そのときだった……

『上うえ様さまの、おなぁ～りぃ～！』

　甲かん高だかい声と、太たい鼓この音が、鳴り響ひびいた。

　全身が、粟あわ立だつのがわかった。尋常でない……膨ぼう大だいな霊気。それを、肌で感じた。チーと同等か、もしかしたら、それ以上かもしれない。

　参さん道どう脇わきで土下座をしたまま、俺は恐怖で動けなかった。額ひたいからポタリと冷たい汗が垂れ、目の前の地面に吸われていった。

『よ、葉介ぇ。なんだよ、なんなんだよ、この霊気はよう……』

　ポケットの中で、ジョニーウォーカーが不安そうな声をあげた。

　黙だまってろジョニーウォーカー。黙っててくれ。いまはこの厄やく災さいを、息を殺してやり過ごすしかないのだ。

　祈るように、俺はただ地面に頭をつけるほどの土下座をしていた。石段のほうから、その膨大な霊気が、ゆっくりと降りてくるのがわかった。もちろん、姿は見ちゃいない。だが、気配でわかるのだ。それほどの霊気。

　やがて膨大な霊気は参道の真ん中へと動いてゆく。そしてその中心から、こんな言葉が放たれた。

『苦しゅうない。面おもてをあげい』

　ん？　なんだこの声？

　面をあげた。そこにいたのはなんと、可愛かわいらしい子供だった。小学生くらいだろうか。身長一三〇センチほどの小さな男の子。クリクリとした円つぶらな瞳ひとみ。その子供が、豪ごう華か絢けん爛らん、ド派手な羽織をまとい、頭にはちょんまげを結っている。

　まるでギャグだった。しかしまぎれもなく、膨大な霊気は、その子供から発せられているようだった。

「なによあの子。もしかして、幽霊なんじゃないの？」

　マルタの声。しっ！　俺は慌あわてて振り向いて、指を口に当てた。

『さあ、今夜は誰だれからじゃ！　余よを、楽しませてくれるのは』

　子供は喜々とした笑みを浮かべ、幽霊たちへ叫さけんだ。

　参道の幽霊たちに、あきらかな動揺が奔はしる。

『わ、わたくしめが！』

　一人の幽ゆう霊れいが、手を挙げる。落語家っぽい、着物姿の幽霊。

『ほう、猫ねこ八はちか。苦しゅうない。やってみよ』

『ははっ！　それでは、得意の声帯模写をば！』

　猫八と呼ばれた幽霊は参道の石畳にかしずくと、小指を口に入れ……

『ホーホケキョ！」

　美しい音色で、鶯うぐいすの鳴き声を再現してみせた。見事なものだった。

　殿様の格好をした子供の幽霊が、にこやかに、猫八に近づいてゆく。

　そしていきなり、悪あく魔まのようなローキックを、猫八に浴びせたのだった。

　左の脛すねを押さえ、苦く悶もんの表情で石畳をのたうちまわる猫八。

『そのネタは、もう見たわっ！　余よに何度同じネタを見せる気じゃ！　その痛みとともに反省せい！　……誰だれか、もっと新ネタを用意しておる者はおらんのか！』

　一斉に、参道の幽霊たちが頭を地面につけて平へい伏ふくした。慌あわてて俺も、天てん王のう寺じたちに頭を下げさせた。

　信じられないほど、強烈なローキックだった。

　あの子供の殿様は、自らの膨ぼう大だいな霊れい力りよくで付近の幽霊たちを無理矢理従わせているようだ。そして自分の楽しみのために幽霊になにか芸をさせ、気に入らなかったら問答無用でお仕置きをしているということだろうか？　冗談じゃないぞ。理不尽すぎる。

「葉よう介すけ……あの霊の姿は、僕にも見えている」

　横で土下座をする天王寺が、俺に向かって呟つぶやいた。

「そして、この目で見て、その正体を確信できた」

「な、なんだよ天王寺。いいから今は静かに──」

「葉介は知らなかったかもしれないが……ここは常じよう憲けん院いん霊れい廟びようと呼ばれる場所だ。常憲院というのは戒かい名みようであり、ここは言ってみればその人物の墓所になる」

　俺は土下座をしたまま、横の天王寺に顔を向けた。

「そ、その人物って……？」

「徳とく川がわ綱つな吉よし……江戸幕府、第五代将軍だ」

　な、なんだってぇぇっ！

　その畏おそれ多さに、俺は震ふるえた。

　以前、神かん無な月づきマリィから聞かされたことがある。霊の強さとは、生前の社会的地位に大きく左右されると。魂たましいの力の強い人間が強力な霊となり、そういう人間はおおむね社会的地位が高いのだという。

　徳川綱吉──おそらく日本史の教科書ならば、全すべてにその名の記載があるだろう、超有名人。おまけに超ちよう弩ど級きゆうの絶対権力者だ。その圧あつ倒とう的てきに強力な霊が、いま目の前に、子供の殿様の姿で立っている。なにか、タチの悪い冗談のように思えた。

「キャプチャするぞ、葉よう介すけ。あんな大物。めったに出会えるものではない」

　俺は啞あ然ぜんとしながら、すました顔で土下座をする天てん王のう寺じの横顔を見た。

「正気か？　相手は、歴史上の人物だぞ？」

「関係ない。死んだ人間の霊れい魂こんをどう利用しようが、それを罰する法律はない」

　おいおい。お前、それでもお寺の子供かよ。どうしてそんな簡単に、教科書に載るような歴史的人物の霊をキャプチャしちまおうなんて思えるんだよ……。

「この参道には、他の幽ゆう霊れいが無数にいるのだろう？　僕には普通の霊が見えない。誤って弱い霊をキャプチャしてもつまらん。葉介……協力してほしい。確実に、あの大物を仕留めたいのだ」

　んなこと言ったって……。

『そこ！　さっきからうるさいぞ！　ヒソヒソと。ネタ合わせでもしてるのか』

　しまった。見つかった。

　俺は面おもてをあげて、可能な限りの笑顔を作った。

「い、いえ、失礼しました。お邪じや魔まのようですので、俺たちはここで退散させて──」

『ほう、おぬし。まだ生きているではないか。めずらしい』

　参道の幽霊たちが、一斉に俺に注目した。

『面白い。おぬし、ここへ来て、余よに最新のネタを見せるがよい』

　その場の幽霊どもに背中を押され、俺は無理矢理に参道の石畳へ押し出された。

　天王寺も、自発的に石畳へ歩み出てきた。

『もしや、コンビ漫才か？　めずらしいのう。コンビはたいてい、一度に片方しか死なぬからのう』

　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせてこちらを見つめてくる、子供の徳とく川がわ綱つな吉よし。

　参道にひかえるマルタも、瞳を輝かせてこちらを見ている。彼女の肩かたには、怯おびえきった様子のたまもが抱きついていた。

　さっそく綱吉へsenreiんべんべを構える天王寺を、俺は片手で制した。怖おそろしく強力な霊だが、彼は見たところ悪あく霊りようではない。キャプチャするのは、ルール違い反はんだ。

『よいぞ。さあ、ネタを見せい！』

　しかし……困った。どうしたわけか、いま俺は、彼を楽しませなければいけないらしい。俺はお笑い芸人ではない。ただの貧弱な高校生だ。殿様を笑わせろだなんて、そんなこと言われたって……。

　まてよ。昔大ヒットした少年マンガに、似たようなシーンがあった。宇宙の頂点に立つという界王に、ギャグを言えと強要された主人公。困りに困った主人公が放った、会心のギャグは、確か……。

『どうした？　早はようせい！』

　俺は意を決して、その小さな殿様に向かって、思いっきり叫さけんでやった。

「ふとんが……ふっ飛んだ！」

　大きく目を見開く、徳とく川がわ綱つな吉よし。衝しよう撃げきの表情。

　ざわざわとする参道の幽ゆう霊れい。

　しだいに、ぷるぷると震ふるえ出す綱吉。

　続く参道のざわざわ。『ああ。やっちまったな』そんな声が聞こえた。

『余よは、そういうくだらんダジャレが、いっちばん、嫌きらいなんじゃ！』

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうの綱吉。体からは、凶悪なまでに膨ぼう大だいな霊れい気きが、邪悪な炎のように湧わきあがっている。

『……これは、仕置きをせねばのう。しかしよりによってダジャレとは……うまく加減ができるか、わからんわい』

　子供の声で語られる、ひどく怖おそろしい言葉。戦せん慄りつした。あの悪あく魔まのようなローキックを、これから、食らうのか。

　一歩一歩、ゆっくりと綱吉が近づいてくる。たまもを見た。マルタに抱かれて怯おびえきっている。遠い。とてもチーは間に合わない。

『まあ運がよければ、骨折くらいで済むじゃろう』

　俺を見上げ、残ざん酷こくに微笑ほほえむ小さな殿様。

　横の天てん王のう寺じ。暗くら闇やみの中で、瞳ひとみだけが光っていた。

　選択の余地はない。俺は綱吉に指を差し、叫んだ。

「ザケル！」

　同時に天王寺のＰＣから無数の灰色の手が飛び出し──

『うわっ、なんじゃ！』

　んべんべと気味悪く鳴きながら、あっという間にその小さな殿様の体を包み込んでいった。灰色の塊かたまりと化す徳川綱吉。やったのか？　俺の頰ほほが、少し安あん堵どに緩ゆるんだ、そのとき……

『ふん！』

　大きく両手を広げた綱吉。塊と化した、灰色の手は散り解ほどけた。そしてそのまま天王寺のＰＣへ逃げ帰っていってしまったのだった。

　信じ、られない……。あの凶暴で強引な力のsenreiんべんべを、いとも簡単に、撥はね返した、だと？

　想定外。驚きよう異い的てきな霊力。

　senreiんべんべを食らった綱吉は、意外なことに、瞳を輝かせて俺を見ていた。

『新しい……。斬ざん新しんじゃ！　どつきでも、ノリツッコミでもない……これは、新しいツッコミじゃ！　まさか、余に対してツッコむとは！』

　なんだか勝手に感動しているご様子。

　天てん王のう寺じはＰＣのエラー画面に、不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめていた。

『もう一度じゃ！　もう一度、余よにツッコミを入れよ！』

「ザ、ザケル」

　少し躊ちゆう躇ちよしながらも、二回目のsenreiんべんべ。やはり、だめだった。灰色の手は、強力な綱つな吉よしの霊れい力りよくの前に蹴け散ちらされた。ざわざわする、参道の幽ゆう霊れいたち。

『楽しいのう。こんなに楽しいのは、久々じゃ。おぬし、名はなんと申す』

「い……和泉いずみ、葉よう介すけといいます」

『和泉ヨースケのスケか。ははっ。あっぱれな名じゃ。やはり生きている人間はいいのう。笑いのセンスが、斬ざん新しんじゃ。いいのう、いいのう』

　綱吉は、体を振ってはしゃいでいた。何が楽しいのかわからないが、本当に楽しくて楽しくて仕方がないようだ。

『決めたっ！　余は、しばらくヨースケのスケの世話になることにするぞ。生きた人間の、最新のお笑いが見とうなったわ』

「えっ？　いま、なんと？」

　天てん真しん爛らん漫まんな表情で、俺を見上げる子供の殿様。

『わからんか、ヨースケのスケ。つまり余はおぬしに、憑つくことにしたのじゃ。よろしくたのむぞ。……皆のもの！　寂しいが、しばしの別れじゃ！』




　えっ…………はあ!?　うそだろう？

　あまりの話に、気が遠くなった。こんな霊に憑かれて、どうやって祓はらえばいいんだよ……。放心状態の俺をよそに、参道の幽霊たちは、歓喜に沸わきかえっていた。










07月14日（月）　和泉葉介




　俺は、想像を絶するほどの強力な霊にとり憑かれた。子供の姿をした徳とく川がわ綱吉の霊だ。そのシュールすぎる状況を、俺自身、夢か冗談かと思いたかったが、残念ながら現実の話だった。

　昨日の日曜日、俺は一日中その子供の殿様への接待に追われた。

　まずはお笑いのＤＶＤ観賞。自分でＤＶＤを選びたいと言うので、一緒に近所のレンタルビデオ店に向かった。

　自動車が怖いらしく、綱吉は自分から俺の手を繫つないできた。途中、ジロジロと綱吉を見る通行人の視線に気づく。どうやら綱吉の霊気が強すぎて、昼間でも人の目に映るらしい。慌あわてて俺は、綱吉に着替えられないか尋ねた。殿様の格好では、あまりにも目立ちすぎる。

『うむ。わかったぞ、ヨースケのスケ』

　驚おどろくほど素直に、綱つな吉よしは応じた。着物の形態を自由に変化させられるらしい。すぐさま彼の着物は、俺が指差した小学生と同じ格好になった。

　スニーカーと、ジーンズのオーバーオールにＴシャツ。……に、ちょんまげ？

　綱吉によると、髪かみ型がたは変えられないという。俺は近くのリサイクルショップに駆け込んで、広島カープの帽子を買った。三百円だった。

『町人の帽子じゃな。ははは』

　思いのほか、帽子に喜ぶ綱吉。帽子の後ろからちょんまげが飛び出してはいるが、まあ許容範囲内だろう。とにかく容姿はそこらの小学生と変わらなくなった。相変わらず、体からは膨ぼう大だいな霊れい気きを発しているが。

　無事、ＤＶＤを借りた。家族に見つからないように綱吉を部屋に上げ、ＰＣでＤＶＤを再生する。綱吉は学習机の椅い子すに正座をして、食い入るようにＭ１グランプリを視みていた。

『続きじゃ！　続きを借りに行くぞ、ヨースケのスケ！』

　綱吉の瞳ひとみはキラキラと輝いていた。このままでは、俺の小こ遣づかいが無くなりそうだった。ＴＶゲームでなんとか気を惹ひいた。

　夕食から部屋に戻もどると、綱吉が泣いていた。スマブラでジョニーウォーカーに負けたのだという。ジョニーウォーカーにローキックで復ふく讐しゆうしようとする綱吉を慌あわてて止め、俺はそのまま遅くまで、綱吉にスマブラで負け続けたのだった。

『弱いのう、ヨースケのスケは。はっはっは』

　やがて綱吉は疲れて、勝手に俺のベッドで寝てしまった。どうして幽ゆう霊れいのくせに、寝るんだよ……。俺の心労なんて知りもせず、すやすやと無邪気な顔で眠っていた。




　そして今日、朝から綱吉は半ベソだった。

『なぜじゃ！　なぜ余よが、コーコーに行ってはならんのじゃ！　ジョニーウォーカーだって行っておるのじゃろう？　ずるいではないか！　ずるいではないか！』

　登校しようとする俺を見て、綱吉がついて行くと言い出したのだ。困った俺は、ジョニーウォーカーに綱吉と一緒に留守番してくれと頼んだ。彼は軽けい薄はくに肩かたをすくめてこう言った。『勘弁してくれよ』……気持ちは、わからないでもない。

　綱吉はベッドであぐらをかいて、ふて腐れている。彼に向かって、俺は土下座をするほかなかった。

「殿っ！　どうか、我慢を。そもそも高校は、殿が考えているような楽しい場所じゃありません。学問を、しにいく場所なんです」

『なに学問とな？　コーコーとは、学問をする場所なのか！　余は学問が、大好きじゃ。ますますコーコーに、行ってみとうなったわっ！』

　やれやれ……。キラキラと、円つぶらな瞳ひとみを輝かせる綱つな吉よし。もはや説得不可能だった。下へ手たに機き嫌げんを損ねて、ローキックを食らうのはごめんだ。

　こうなったら、綱吉の希望どおり学校へ連れて行ってやろう。それから担任なり学年主任なりに注意を受けて、また綱吉を説得すればいい。俺は先生からこっぴどく怒られるだろうが、足の骨を折るよりはマシだ。

　綱吉と、学校へ向かう。駅や電車にいちいち関心する綱吉。駅を出て、二人で学校へ向かう道を歩く。よほどうれしいのだろうか。彼は俺と繫つないだ手を、大きく振って歩いていた。

「おはよう、葉よう介すけ」

　たまもの声。後ろから、たまもが駆け寄ってきた。

「あの、土曜日はごめんね、私ったら気づいたらマルタの家で寝てて──」

　肝きも試だめしの夜、たまもは完全に肝を潰つぶしてしまい、ほとんど覚えていないのだという。すでにメールで何度も謝あやまられた。が、怖がりのたまもを勝手な都合で肝試しなんかに連れて行ったのはこちらだ。彼女のほうから謝られると、とても後ろめたい。

「──って葉介？　誰だれ、その子？」

　綱吉の姿に気づき、ハテナ顔のたまも。なんとか誤ご魔ま化かさなくてはならない。

「あ、えーっとだな、たまも。この子は、アレだ。俺の……弟だ」

「ええっ!?　葉介に弟がいただなんて、そんなの初耳だよう。どうしていままで、話してくれなかったのよ」
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　そう言ってたまもが、綱つな吉よしの顔を覗のぞき込んだ。

「おはよう。私たまも。新にい美みたまもだよ。名前はなんて言うの？　ボク」

『つ……綱吉じゃ』

「そっか。じゃあ、綱吉ちゃんだね」

　たまもが微笑ほほえむと、綱吉は恥はずかしそうに下を向いてしまった。

　まじまじと、綱吉の顔を見るたまも。

「かわいいけど……あんまり葉よう介すけと、似てないんだね」

「それについてはだな……複雑な、事情がある」

「あ、ご、ごめん葉介。私、そんなつもりじゃなくて──」

『おたまとやら！』

　いきなり、綱吉が大声を出した。少し顔を赤らめている。おたま？　……どうやらたまものことらしい。

『う、美しいではないか。大奥にも、そなたほどの器量のものは、なかなかおらん。ど、どうじゃ……余よの、側室にならんか？』

「へ？　ソクシツ？」

　この子ガ供キは、いきなり何を言い出すのだ。すかさず俺は、綱吉に耳打ちをした。

「と、殿。たまもは、いけません。たまもは俺の……か、彼女なんです」

『なに？　カノジョとは何だ、ヨースケのスケ』

　え……。あらためて聞かれても……。俺は知りうる限りの古そうな言葉を思い浮かべた。

「い、許婚いいなずけとか……かな？」

『なんじゃと？　おたまは、ヨースケのスケの、許婚なのか！』

　驚おどろいた顔の綱吉。たまもは、もっと驚いている様子だった。

「い……許婚……だなんて」

　どんどん顔が真まっ赤かになってゆく、たまも。

『知らなかったとは言え、臣下の許婚を側室に誘うとは、いささか礼を失した。許せ、ヨースケのスケ。それに、おたま！』

「い、許婚……」

　たまもは顔を赤くしたまま、急に無口になって歩いていた。

　校門には、ジャージ姿の学年主任が立っていた。登校する生徒たちに、朝の挨あい拶さつをしている。綱吉を家に帰す、チャンスだった。

「おはよう……ん？　どうしたんだ、和泉いずみ。その子は、迷子か？」

「あ、いえ、俺の……弟です」

「和泉お前、弟なんていたのか。帽子の後ろから飛び出ている髪かみは……ちょんまげ？」

「い、いやだなあ先生。知らないんですか？　流は行やってるんですよ、小学生の間で」

　怪け訝げんそうな表情で綱つな吉よしを見下ろす学年主任。

「……とにかく和泉いずみ、どういうつもりだ。学校に弟なんて連れてきて」

「その……ついてきちゃったんですよ。いくら言い聞かせても、一緒に高校へ行くって聞かなくて。すみませんが、先生からも、何か言ってやってくれませんか？」

「ふむ」

　学年主任は腰を屈かがめ、目線を綱吉の背に合わせた。そして、優やさしく微笑ほほえんだ。

「ボク、お兄ちゃんと離はなれたくないのはわかるけどね、ここは高校なんだ。小学生が来るところじゃない。ボクも高校生になったら、また来ようね」

『いやじゃ！　余よはヨースケのスケと、一緒にコーコーに行きたいのじゃ！』

　ダダをこねる綱吉。学年主任も困った顔になった。

「せ、先生！」

　たまもが割り込んできた。目にはうるうると、涙がたまっている。

「葉よう介すけと綱吉ちゃんには、複雑な事情があるんです！　今日だけでも、今日だけでいいから、どうかこの兄弟を一緒にしてあげてください！　お願いです！」

　学年主任にすがりつくたまも。面めん倒どうくさそうに頭を搔かく学年主任。

「和泉……。職員室行って、担任に話してこい。俺は、知らん」

　職員室でも、小学生にしか見えない綱吉は注目を集めた。ここでも、たまもが熱心に先生を説得してくれた。担任の大おお橋はし先生は、ひどく面倒くさそうな表情。

　先生が言うには、学年主任が許すなら、今日だけ授業見学という形で教室に入れてもいいとのこと。

　いまいち責任の所在が不ふ明めい瞭りようではあったが、たまもと綱吉は手を取り合って喜んでいた。

「失礼しまーすっ！」

　職員室に、元気よく加か納のうマルタが入ってきた。妹のクレタと、なんとマキマキが一緒だった。

　マキマキは、しばらく学校を休んでいた。

　華きや奢しやな体に、相変わらず白いアオザイを着ているマキマキ。彼女は俺と目が合うと、ちょこんと一礼をした。

　マキマキはベトナムからの帰国子女で、不思議な能力の持ち主だ。なんでも電波と自分の霊れい気きを結合させ、レーダーみたいに周囲の状況を把は握あくできるらしい。それを超国家主義者の辻つじ信のぶ政まさにさんざん利用され、捨てるようにして殺された。でも死ななかった。俺たちがなんとか彼女の霊体を捕まえて、蘇そ生せいに成功したからだ。

　生き返った彼女。特に外傷などはなかったのだが、大事をとって学校を休んでいたというわけだ。

　そのマキマキが今日、登校して来た。本当はもっと休んでいる予定だったのだが、きっと本人が学校に行きたいと希望したのだろう。マキマキは学校が好きだ。

　もうすぐ夏休み。そうなれば本人が行きたくとも、学校は休みなのだ。

　職員室では、無口なマキマキに代わって加か納のうマルタが先生方に挨あい拶さつをしていた。入口近くに、ぽつんと立つマキマキ。俺は、彼女のそばに近づいた。

「よう、マキマキ。体のほうは、もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「…………」

　彼女はしばらくただじっと、俺の顔を見つめていた。

「あの、マキマキ？」

「……和泉いずみ葉よう介すけには、恩ができた。……いつか、返す……」

「い、いいって、そんなの……」

　じっと見つめてくるマキマキの視線が、なんだか恥はずかしかった。

　しかし、恩返しって……。昔話じゃないんだから。

「げっ！　綱つな吉よしじゃん！」

　マルタの声。職員室で、たまもと仲良く手を繫つなぐ綱吉の姿に気づいたようだ。ずんずんと俺に近寄ってくるマルタ。

（和泉！　なにあんた学校に連れて来てんのよ、モロ見えじゃない！）

　耳打ちなのに、叫さけんでくるマルタ。頭がキンキンしてしまう。

（しかたないだろう。とり憑つかれてんだからさ！）

（どうすんのよ！　将軍よ？）

　将軍よって、言われたって……。

「……心配、ない……」

　突然、俺とマルタのヒソヒソ話に、マキマキが割り込んだ。

「……悪意は感じない……たぶん、害はない……」

　えーっと。俺はすでに、害を受けまくっているんですが……。




　高校生用の椅い子すに座り、足をぶらつかせる小学生。

　綱吉は教室の一番後ろで、授業を見学することになった。

　一時間目は数学。意外と大人おとなしく、授業を聴いている綱吉。おそらくチンプンカンプンだろうが、学問が好きだという言葉は、本当なのだろう。

　次の休み時間。綱吉は、教室のアイドルとなった。女子たちに囲まれ、照れくさそうにする綱吉。加納クレタも、興味津しん々しんの様子で女子の最前列にいる。彼女がこういった女子の輪に加わることは珍しい。「かわいい！」という女子たちの黄色い叫さけびが聞こえた。

「senreiの出力の件だが──」

　天てん王のう寺じが、俺に話しかけてきた。

「──これ以上の出力強化は、やはり難しい。おそらく御霊アプリの元となった霊れいの強さの問題だろう」

「そりゃそうだ。将軍に勝てる霊なんて、そうそういないだろうからな」

「そこで綱つな吉よしをキャプチャする方法だが、何らかの手段で彼を弱体化すれば、キャプチャできる可能性はあると思う。たとえば……チーの刀で、手足を切り落とすとか」

「ちょっ、できるわけないだろうが！　そんな残ざん酷こくなこと」

　なぜ？　という顔で俺のことを見る天てん王のう寺じ。

「……いずれにせよ、いつかは祓はらわれなければならないだろう。とり憑つかれているのだからな」

「そりゃあ、そうなんだけどさ……」

　そう言いつつも、俺は綱吉のことを、無理に祓わなくてもいいような気がしていた。女子たちの輪の中で、無邪気に笑っている綱吉の姿を見ると、そんな気に、なってしまうのだった。




　それは、次の休み時間に起きた。

　なんと綱吉が、西にし井いさんを側室に欲しいとダダをこね出したのだ。すでに父親の西井氏は、自分の脛すねを押さえて床にうずくまっている。

　綱吉のやつは、憎たらしくも西井さんの膝ひざの上に横向きに座って、目の前の惑わく乳にゆうの膨ふくらみに顔を赤らめている。西井さんは少し困った顔ながら、よしよしと綱吉の頭を撫なでていた。俺がいくら言っても、綱吉は頑がんとしてその膝の上からどこうとはしなかった。

『なぜじゃ！　余よはこのお百ゆ合りを気に入ったのじゃ！　ヨースケのスケに、カノジョがおるなら、余もカノジョが欲しいのじゃ！　ヨースケのスケばかり、ずるいではないか！』

（殿っ！　この娘は、この娘だけは、勘弁してください）

『なぜじゃ！　……まさか、このお百合までも、ヨースケのスケのカノジョだというのか？』

（そ、そうじゃないんですが……。とにかく、そこをどいてください！）

『いやじゃ！』

　ローキックの痛みが和やわらいできたのだろう。西井氏が俺の横にやって来た。まだ、片足は引きずっている。

『この子は、何者なのだ和泉いずみくん。私は、百ユ合リ亜アに霊との結婚なぞ認めんぞ』

　俺は他の生徒にバレないよう、西井氏に囁ささやく。

（なんとかならないのか？　あのロシアンフックとかでさ）

『だめだ。まるで歯が立たん』

　くそっ。なにか、なにか方法はないのか。あの殿様を、西井さんから引き離はなす方法は。

　そのときだった。

「『なっ』」

　俺と西にし井い氏が、同時に驚おどろきの声をあげた。

　なんとあの綱マセ吉ガキが、西井さんのオッパイを、指で突つついたのだった。西井さんの豊満な惑わく乳にゆう。指に押し込まれて、柔らかく形を変えた。

「あん……。こら、だめでしょ。おイタしちゃ」

『えへへ』

　西井さんから軽いゲンコツをもらい、照れ笑いをする綱つな吉よし。

『ヨースケのスケより、柔らかいお百合に憑ついたほうがいいかのう』

　そう言って綱吉は、無ぶ遠えん慮りよに西井さんの胸に触った。すりすりと手のひらで、惑乳の形を楽しんでいる。

「ふふ。綱吉ちゃんって、甘えん坊さんなんだね。赤ちゃんみたい」

　あろうことか、西井さんもそれを許している。

　憎い。小さな子供のことを、こんなに憎たらしく思ったことはない。

「たまも！」

　気づいたときには、叫さけんでいた。キョトンと俺を見るたまも。クレタと教室でおしゃべりをしていたようだ。

「ちょっと話がある。……一緒に、天てん文もん台だいへ来てくれないか？」




「ま、ええんちゃいますか？　そない幽ゆう霊れいはん、放ったらかしとけば」

　天文台の椅い子すに脚を組み、チーはつまらなそうにそう言った。

「チー。放っておいたら、あいつは調子に乗って西井さんに憑ついちまうかもしれないんだよ」

　俺の言葉に、チーはますます不ふ機き嫌げんな顔になった。

「それで困るんは、ユリアさんどっしゃろ？　ウチには関係あらしまへん」

「相手は将軍だぞ？　チー。退治しなくちゃ、いけないんだよ！」

「わけが、わかりまへん」

　機嫌を損ねて、そっぽを向くチー。どうしたというのだ。いつもは俺の頼みごとなら素直に聞いてくれるチーなのだが、今回は取りつくしまがない。

　どれだけ頼み込んでも、ぷりぷりと怒って顔を背けてしまう。

　綱マセ吉ガキを西井さんから引き離はなす手段は、俺にはもう残されていないのか。

　ひとつだけあった。

　土下座だった。




　教室。西井さんの膝ひざの上で、鼻の下を伸ばす綱吉。その前に俺はひざまずき、土下座をした。

「い、和泉いずみくん？」

　西井さんの声。さぞ驚いていることだろう。小学生の弟に土下座する兄。明らかに異常だ。しかし俺には、こうするしかないのだ。

『なんじゃ、ヨースケのスケ。あらたまりおって』

「殿に、お願いしたいことがあります」

『……苦しゅうない。申してみよ』

「なにとぞ、西にし井いさんの膝ひざの上から、どいて欲しいのです」

『いやじゃ。余よは、ここが気に入ったのじゃ』

　当とう惑わくする西井さんが、話に入る。

「い、いいのよ、和泉いずみくん。和泉くんの弟さんだもん。私、別にイヤじゃないし……」

「いいやダメだ、西井さん。絶対に、ダメなんだ」

　俺はいっそう、綱つな吉よしに頭を下げた。おでこはもう、床についている。

「俺にできることなら、何でもします。だから、そこからどいて下さい」

『……ほう。何でもすると申したか、ヨースケのスケ』

　俺は顔を上げ、綱吉の顔を見た。子供らしからぬ、妖あやしい笑みを浮かべていた。

『ちょうど、連れて行ってほしい場所があったのじゃ。一緒にそこへ行ってくれるなら、お百ゆ合りの膝から降りることを考えてやろう』

　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせて俺を見る綱吉。

　どんなとんでもない場所に行きたいというのだろうか？　不安に苛さいなまれつつも、このときの俺は、こう言うしかなかった。

「ははっ。ありがたき幸せ」










07月15日（火）　新にい美みたまも




　今日は葉よう介すけと、六りく義ぎ園えんに来ています。綱吉ちゃんも一緒です。

　六義園は、東京の駒こま込ごめにある大きな日本庭園です。全体がレンガの塀へいで囲われていて、入場するには三百円がかかります。ちなみに小学生以下は無料。

　葉介によると、ここに来たいと言い出したのは綱吉ちゃんだとのこと。日本庭園に行きたいとねだる小学生……。綱吉ちゃんって、意外と落ち着いた趣味なんだなあ、と思いました。

　学校は今日、模試で午前中だけ。お弁当を持って、この庭園で昼食というわけです。

　葉介が入場料を支払い、園内に入る。はしゃぐ綱吉ちゃんと、三人で手を繫つないで歩きました。私と葉介の間に挟はさまれる、小さな綱吉ちゃん。まるで親子で歩いているような気がして、ちょっと変な気分。

　いつか本当に、こうやって親子で歩く日が来るのかな。だって、許婚いいなずけなんだから……。そんなことを思うと、ちょっと恥はずかしい。

　夏の空。遠くには入道雲が見えています。

　美しく整備された日本庭園の中央に大きな池が広がり、立派な松が、池の周りに絶ぜつ妙みようなバランスで配置されています。西洋風の庭園と違ちがい、日本庭園はより自然との調和が大事なのでしょう。全すべて人工的に配置されているにもかかわらず、ちょっとした山にでもハイキングに来たように錯さつ覚かくしてしまいます。

　蟬せみの音こえ。街で聞くとうるさいのに、こういう庭園で聞くと、なんだか風流な気がしてしまうのは、私だけでしょうか？

『あそこじゃ！　あそこでお昼にするのじゃ！』

　木陰になったところに、縁えん台だいのような広めのベンチがありました。私と葉よう介すけは、そこでお弁当を食べることにしました。

　不思議なことに、綱つな吉よしちゃんはお弁当を食べません。本当に、必要ない様子。せっかく、作ってきたのに。

『気持ちだけ頂くぞ、おたま。しかし、おたまは料理が上手じゃのう。……ヨースケのスケ。おたまのことを、大事にするのじゃぞ。きっと良い妻に、なることじゃろうて』

　真しん剣けんな顔で、そんなことを言う綱吉ちゃん。私が綱吉ちゃんの頭を撫なでてあげると、彼はとっても喜びました。

　さて、お腹なかはいっぱいになりました。私たちはまた三人で、庭園を親子のように巡りました。

　園内の説明によると、この六りく義ぎ園えんは江え戸ど時代、徳とく川がわ幕府五代将軍・綱吉の側そば用よう人にんだった柳やなぎ沢さわ吉よし保やすという人物によって造られた大名庭園だとのことです。

　六義園という名前は、和歌用語の六義（むくさ）に由来していて、昔は六義園と書いて〝むくさのその〟と読んでいたらしいです。庭園の風景はその和歌を題材に緻ち密みつに計算して配置されていて、実際園内を歩くと、景観に対応した和歌の番号が書いてあったりします。頭がこんがらがるような、複雑な設計です。きっとこの庭園を造った人は、ものすごく頭が良かったんだろうなあ、とか想像してしまいます。

　徳川綱吉も、この庭園が大好きだったらしいです。何度も何度も、ここを訪れているのだそうです。

『なつかしいのう。他ほかはだいぶ変わってしまったが、ここは昔と変わらんのう』

「え？　綱吉ちゃんって、ここに前も来たことあるの？」

『うむ。ずっと前からまた来たかったのじゃが、余よはあの自動車というものが苦手でのう。今日はヨースケのスケがずっと手を繫つないでいてくれたから、あんまり怖くなかったぞ』

「こんな平和な場所でいいなら、いつでも連れてきますよ。……俺はもっと皇居とか、普ふ通つうじゃない場所に連れて行けと言われるものかと、ドキドキしていたものですから」

　なぜか葉介は、綱吉ちゃんに対して敬語で話します。弟なのに。

「ねぇ葉よう介すけ。綱つな吉よしちゃんの〝綱吉〟ってさ、もしかして徳とく川がわ綱吉からとったの？」

「ははは。そうかもな」

　苦笑する葉介。

「でも案外、赤ん坊のイタリア人家庭教師が出てくる少年マンガからかもしんないぜ？」

「……なによそれ」

　庭園を巡り、藤ふじ代しろ峠とうげという小さな山に登りました。標高二○メートル以上はあるでしょうか。こんな山も、人工の山だというから、驚おどろきです。

「うわあ、きれい」

　頂上。そこは、絶景でした。大きな池や、中の島、その向こうの芝生の広場など、庭園全体が見渡せると言っても過言ではありません。夏の木々の深い緑と、日差しを受けてキラキラと光る池の水みな面も。夏の元気を吸い込んで、全すべてが明るく、濃い色に見えました。きっと秋や春などは、まったく別の景色となるのでしょう。

　綱吉ちゃんも、さぞ喜んでいるに違ちがいない。そう思って振り返ると、意外なことに、しょんぼりとしていました。彼はひどく悲しげな表情で、眼下の池の揺らめきを眺ながめていたのでした。

「どうしたの？　綱吉ちゃん。山登り、キツかった？」

　ううん、と首を振る綱吉ちゃん。いまにも泣きそうな顔です。

『ここは、昔とおんなじじゃ。もう吉よし保やすはおらぬというのに……余よだけが、こうして昔と同じ景色を眺めておる……』

「ここは綱吉ちゃんの、思い出の場所なんだね……」

　私はしばらく黙だまって、綱吉ちゃんの隣となりで藤代峠からの景色を眺めていました。

　綱吉ちゃんが、ゴシゴシと腕で自分の顔を拭ぬぐう。それから、私の顔を見上げて言いました。

『で、でも余は寂しくはないぞ。こうしておたまやヨースケのスケが、優やさしくしてくれるからな』

　にっこりと微笑ほほえむ顔が、とっても可愛かわいらしい。

　私は綱吉ちゃんの頭を撫なでてあげました。さらに微笑む綱吉ちゃん。

「ねぇ綱吉ちゃん。葉介は、家ではどんなお兄ちゃんなの？　ちゃんと綱吉ちゃんに、優しくしてるの？」

　私は振り返って、葉介のことをチラ見しました。山登りにへばって、歩道の脇わきにある石に座り込んでいます。

『うむ。優しいぞ、ヨースケのスケは。お笑いのＤＶＤを借りてくれるし、この帽子も、買ってくれたのじゃ』

　綱吉ちゃんは自慢げに、頭にかぶる広島カープの帽子を指差しました。

『おたまはどうじゃ。ヨースケのスケは、良くしてくれるのか？』

「う、うん……。いつもお弁当をおいしいって言ってくれるよ」

『それは良かったな』

　微笑ほほえむ綱つな吉よしちゃん。

「……でも、もう少し、優やさしくしてほしいかな。葉よう介すけったら、まだ軍手なしでは手も繫つないでくれないし、腕に抱きつくと、すごく怒るし……」

『それはいかんのう。ヨースケのスケめ、許婚いいなずけにそんな態度とは、まったくけしからん』

　ちょっと怒った顔をして、綱吉ちゃんは葉介のほうへ駆け寄ってゆきました。困った顔の葉介と、なにやら問答となっている様子でした。




　庭園の林の中に、小さな広場となっている空間がありました。奥まった場所で、人影もまばらです。林の中なので日陰になっていて、上を眺ながめると、木々の間からポッカリと青空が見えました。風が吹くと、木々が涼しく鳴り響ひびき、とっても心地の良い場所でした。

　綱吉ちゃんは私と葉介に、そこのベンチに座るように言いました。

　彼はいつの間にか、豪華なキンピカの羽は織おり姿に着替えています。頭には依然として、広島カープの帽子をかぶっていました。

　彼は羽織の袂たもとから何かを取り出すと、葉介に手渡しました。ボールペンくらいの大きさの、とても小さな立たて札ふだ。よく時代劇なんかで下げ手しゆ人にんの人相書きを貼はり付けたりするやつです。

「これ、霊れい子しでできているのか？　……こんなんで、本当に呪のろいを抑えられるんですか？」

『まあ見ておれ。ほれ、筆を貸せ、ヨースケのスケ』

　綱吉ちゃんは葉介からサインペンを受け取ると、小さな立札に、何やら書き加えてゆきました。覗のぞき込むと、立札には達筆の文字で『呪うべからず』と書いてありました。

　文字を書き終えた立札は、合計四本。綱吉ちゃんはその立札を、私たちの座るベンチを囲うように地面に刺してゆきました。

『さあ、ヨースケのスケ。おたまに触れてみよ』

　ゴクリと息を飲み込んで、おそるおそる私の手を握る葉介。

　触れた瞬しゆん間かん、葉介の目の色が変わる。

「たまも……。触さわれるよ。俺、たまもの手に、触れるよ」

　すごくうれしそうな顔。いつも葉介は恥はずかしがって、軍手なしでは私の手に触れません。

「それってさ、葉介。あの立たて札ふだのおかげで、恥ずかしがり屋さんの葉介が、私の手に触れるようになったってこと？」

「ああ、そうだな。そうだよ、たまも」

　暗示とか、催さい眠みん術じゆつみたいなものでしょうか？　綱吉ちゃんの小さな立札が、あの恥ずかしがり屋の葉介に、私の手に直接触る勇気を与えてくれています。

　でも葉介と同様、私もまた、彼に触れられることに慣れていません。恥ずかしくなってしまいます。あの立札って、葉介にしか効かないのかな。

「それにしても、たまもの手って、すごくスベスベしてるんだな」

　私の手の甲をゆっくりと撫なでてくる葉よう介すけ。そのくすぐったいような、変な感覚に、私はドキっとしてしまいました。

「ちょっ、葉介！　そんなエッチっぽく、触さわんないでよ」

　慌あわてて手を引っ込めました。心臓のドキドキが、止まりません。

「ご、ごめん、たまも。俺、そんなつもりじゃなくて、ただ……」

　うろたえる葉介。少しかわいい。ちょっと恥はずかしいけど、私はゆっくりとまた、葉介の前に手を差し出しました。

「優やさしくなら……もっと触ってもいいよ……」

　葉介。優しく、包み込むように私の手を握ってくる。……不思議。どうして葉介と手を繫つないでいるだけで、こんなに幸せな気持ちになるんだろう。

「な、なんか恥ずかしいな、たまも」

「う、うん……」

　私たちの様子を見て、綱つな吉よしちゃんが茶ちや化かすように笑いました。

『なんじゃなんじゃ。ヨースケのスケとおたまは、夫婦めおとなんじゃろう？　手ばかり繫いでいないで、接せつ吻ぷんなどしたらどうじゃ。せっかく呪のろいを抑えておるのだからのう』

　え？　接吻って、キスのこと？　自分の顔が、真まっ赤かになるのがわかりました。

　葉介の顔を見上げる。葉介も、真っ赤な顔で、私のことを見ていました。

　周りに、他ほかの入園者はいません。

『せっぷん！　せっぷん！』

　楽しそうに踊る綱吉ちゃん。真しん剣けんな表情の葉介。

「たまも……俺……」

　どんどん、葉介の顔が近づいて来る。やだ。私まだ、心の準備が……。

　目を瞑つぶる葉介。……私もまた、目を閉じようとした、そのとき──




　パリン……パリン、パリンパリンッ！




　はじけるように、次々と地面に刺さった立たて札ふだが割れてゆきました。

「うわあっ！」

　それとともに、突つき飛ばすようにして私から離はなれる葉介。私は葉介に押されて、もう少しでベンチから落ちそうになりました。葉介は地面に尻しり餅もちをついて、息を荒らげています。

　葉介は、立札が割れた瞬しゆん間かんに、元の恥ずかしがり屋さんに戻もどってしまったようです。なんて、暗示にかかりやすい体質なのでしょうか。

　呆あきれたように、ため息をつく綱吉ちゃん。

「まったく。余よの結けつ界かいをこうもすぐに破るとはのう……。思うてたより、ずいぶんと強い呪のろいのようじゃ」

　急に大人びた表情になって、綱つな吉よしちゃんが私の顔を覗のぞき込みました。

「……それとも、中の娘の、嫉しつ妬とかのう？」

　その見透かすような綱吉ちゃんの瞳ひとみに、なんだか私の奥の奥のほうが、妙みように不安定になるのを、感じてしまうのでした。










★★★★★




「ポーよ、大変だ──」

　ぼくが霊れい狐こ塚づかで涼んでいると、タクゾーさんが慌あわてた様子で、話しかけてきた。

「──徳とく川がわ綱吉が、チーと接触をしている」

　徳川綱吉？　ああ、綱吉ちゃんって、子供の霊のことだね。ぼくも、葉よう介すけさんと一緒のところを見たよ。よかったじゃない、チーさんに友達が増えてさ。

「何をのんきなことを言っている。強力な霊だぞ？　もし二人が対立でもしたら、大惨事になるかもしれないんだぞ？」

　心配しすぎだよ、タクゾーさんは。チーさんだって見み境さかいなく子供とケンカしたりしないって、たぶんだけどさ。……ところでタクゾーさん。あの綱吉ちゃんって、有名なヒトなの？

「なんだ、ポー。徳川綱吉も知らないのか？」

　し、知ってるよう。知ってるんだけどさ。忘れちゃったっていうか、あんまり知らないっていうか、教えてほしいっていうか……。

「やれやれ。しかたがないな、ポーは。いいだろう。私が徳川綱吉について簡単に教えよう」

　ホント？　えへへ。やっぱりタクゾーさんは、いいヒトだなぁ。で、どんなヒトなの？　綱吉ちゃんって。

「うむ。徳川綱吉とは江え戸ど幕府の第五代将軍であり、評価が難しい歴史上の人物の一人だ。三代将軍・家いえ光みつと側室・お玉たま（桂けい昌しよう院いん）との間に生まれた子で、母親の桂昌院は低い身分の出だと言われている。綱吉は異母兄の家いえ綱つなの後を受けて将軍となった後、積極的に幕政の改革を行い、彼の治世の前半は天てん和なの治ちと称される善政であったとされる」

　へえ。いい殿様だったんだねえ。

「しかし、その治世の後半は、すこぶる評判が悪い。有名な生しよう類るい憐あわれみの令や、貨か幣へい改かい鋳ちゆうを行って人々の生活を大いに混乱させ、さらに寺社建こん立りゆうなどの浪費で幕府の財政を圧迫させた、稀き代だいの暗あん君くんとしての評価が一般的だ」

　なんだ。バカ殿なんじゃん。

「そう。長らく綱つな吉よしはバカ殿の代名詞のように芝居や時代劇に登場していた人物であるが、近年その評価が見直され始めている人物でもある」

　どういうこと？

「悪政とされた綱吉の数々の政策は、現代人の目から見ると理にかなった政策である場合が多いのだ。たとえば貨か幣へい改かい鋳ちゆう。これは当時の貨幣であった大判小判の金の含有量を減らして、全体の貨幣の流通量を増やすという政策であった。その実際の指揮をとった荻おぎ原わら重しげ秀ひでの、こんな言葉が伝わっている。

『貨幣は国家が造る所、瓦が礫れきを以もってこれに代えるといえども、まさに行うべし』

　当時はとんでもない発言とされたこの言葉も、信用貨幣が普及した現代の感覚からすると、むしろ当たり前の発言なのだ。一万円札など、瓦礫どころかただの紙にすぎないのだからな。

　悪名高い生しよう類るい憐あわれみの令も、現代的な動物愛あい護ごの観点から見れば、それほど不自然な政策ではない。むしろ戦国時代の殺伐とした気風を一新させた思想改革であったという評価もあるほどだ。実際、元げん禄ろく年間の幕令には、「生類憐み」という政策は決して一時的なものではなく、幕府の統治と密接に関かかわるものなので一般民衆へも十分周知するよう命じていたものが存在する。このことからも、ただのバカ殿の思いつきで始めた政策ではないことがわかるだろう」

　う～ん。わかんないよ。綱吉は、バカ殿なの？　名君なの？　どっちなの？

「霊れいが、チーと一緒にいるのだ。本人を見て、自分で判断したらどうだ？」

　じゃあバカ殿だね。だって霊体が子供の姿なんだもん。

「ちなみに綱吉については、こんな説もある。

　愛あい知ち県岡おか崎ざき市にある徳とく川がわ氏の菩ぼ提だい寺じ・大だい樹じゆ寺じには、江戸幕府歴代将軍の位い牌はいが安置されているのだが、その位牌は、おおむね歴代将軍の身長に合わせて作られているらしい。ところがその位牌の中で、綱吉の位牌だけが極端に小さい。一二四センチしかないのだ。

　このことから、徳川綱吉の生前の身長は、高くても一三〇センチほどしかなかったのではないかとする説だ」

　へえ。だから子供みたいな霊体なんだねぇ。

「……まあ、俗説にすぎぬがな」
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07月15日（火）　加か納のうクレタ




　ギブミー萌もえ。

　最近ワタクシは、憂ゆう鬱うつの底なし沼にハマっています。萌えが足りない。同人誌なんかじゃ、もう我慢できない。このままではワタクシは死んでしまうかもしれません。もっとおホモを！

　イズミくんさえ、イズミくんさえおホモに目覚めてくれれば、ワタクシの高校生活は薔ば薇ら色の百ゆ合り色になるというのに……。彼にはおホモなんて発想自体がないようです。なんて不健康な少年なのでしょうか。

　一部の腐ふ女じよ子しは、リアルの男子におホモ妄想を抱くことを禁きん忌きとしています。妄想は２次元の範囲に収めようというのです。私には、それが理解できません。リアルの中に萌えを求めることの、いったい何がいけないというのでしょうか。現にリアル妄想を禁忌と考える腐女子の中にも、美少年アイドルグループでカップリングを妄想している人々がいたりするのです。彼女らに言わせると、それは2.9次元であり、ギリギリ２次元なのだそうです。

　そんなのウソです。まぎれもなく、美少年アイドルは３次元なのです。そしてその美少年アイドルたちは悉ことごとく、事務所社長や敏腕プロデューサーたちの地獄のような連れん環かん馬ばに襲おそわれて、朝までアッ──

　いけません。もう少しで、怖いおじさんたちに連れて行かれるところでした。

　とにかくワタクシは、生きたナマの男子で、萌えたいのです。そんなワタクシの趣向に賛同する腐女子は、必ずしも多数派ではありません。

　ため息ばかりのワタクシ。そんな私のＰＣ画面に昨日、珍しい人物からのメールが届きました。差出人の名は、滝たき野の川がわネピア。48会館という、レズビアンコミュニティの管理人からでした。

　以前ワタクシは、後学のため48会館のオフ会に参加したことがあります。もちろんレズビアンではなく、腐女子であることは予あらかじめことわったのですが、48会館の方々は優やさしくワタクシを歓迎してくれたのでした。

　48会館は、戦せん闘とう的てきなレズ集団で知られています。男嫌ぎらいなのです。本物のレズとホモは、その棲すみ分け具合から意外と友好的なものなのですが、48会館の方々は違ちがいます。親の敵かたきのようにホモを嫌います。主宰の滝野川さんに言わせると、女は花で、男は糞くそ。糞が糞を好きなのであれば、それは糞の中でもさらに糞なのだそうです。

　そんな滝野川さんからのメール。開くと、「会えない？」と一言。なんたる神の思おぼし召めしでございましょうか。悩める腐女子に、本物のレズからのお誘いでございます。ワタクシの悩みを、彼女は聞いてくださるでしょうか。ちょっとドキドキしながらも、すぐさま私は返事をしたのでございました。




　待ち合わせは、女子大の学食でした。護ご国こく寺じにある、滝たき野の川がわさんの通う女子大です。近代的な建物の中に広がる、明るい空間。外から入ると、ひんやりとしたエアコンの空気が気持ちがいいです。学食には清潔そうな白い長テーブルが並んでいます。テーブルは六人掛けのようでした。

　もうお昼どきは過ぎているのに、女学生の姿をチラほら見かけます。おしゃべりしていたり、食事をしていたり、勉強していたり……どういうわけか、ワタクシには全員が同性愛者に見えてしまいます。

　いた。滝野川さんは、目立ちます。すぐに見つかりました。

　ピンク色の長い髪かみ。ストレートのワンレングスで、真ん中で分けられています。意外と瞳ひとみは可愛かわいらしいのですが、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけていて、ちょっと知的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせています。憧あこがれてしまうような、素す敵てきな美人さんなのであります。

　彼女は学食の一番奥の席で、リンゴのマークのタブレットＰＣを操っていました。

「こ、こんにちは。滝野川さん」

　ワタクシが声をかけると、彼女はテーブルにＰＣを置いて微笑ほほえんでくれました。

「こんにちは、歌か留る多たさん。悪かったわね、こっちに来てもらっちゃって。次のゼミ、どうしても抜けられなくてさ」

「いいんです。私も女子大の学食って初めてだし、なんか楽しいです」

　歌留多というのは、私のハンドルネームです。

　滝野川さんは、理学部の情報科学科というところに籍があるとのこと。平たく言えば、コンピュータ関係の学科らしいです。相当優秀な学生なのだと、オフ会のとき48会館の方から聞きました。

「こっちへ、座りなよ」

　テーブルの対面ではなく、彼女の横の席に座るよう促うながされました。確かにワタクシたちの会話は、あまり大声で話せる類たぐいのものではありません。

　すぐ隣となりに座って、ワタクシは滝野川さんの優やさしい微笑みにドキッとしてしまいました。妖よう艶えんな、お姉さまの微笑み。長い睫まつ毛げと、白いというより透明に近いような肌色。化粧なんてしてないのに、怖いくらいに綺き麗れいでした。

　彼女が髪をピンク色なんて奇き抜ばつな色に染めている目的は、「男よけ」であるという話を聞いたことがありますが、なるほど、と頷うなずけます。

「歌留多さんって可愛いね。私も歌留多さんみたいな、妹が欲しいな」

「あ、あの……。クレタです。滝野川さん、私、本名はクレタって言うんです」

「そう、クレタちゃん。じゃあ私のことは、ネピアって呼んで」

「ネピアさん……」

　ワタクシがそう呼ぶと、彼女はまた優やさしく微笑ほほえみました。

「どうしたの？　メールじゃ悩みがあるようなこと書いてあったけど。まずは、クレタちゃんの話から聞きたいな」

「あ、ありがとうございます。実は──」

　ワタクシは、慎重に、言葉を選んで、イズミくんのことをしゃべりました。ネピアさんは、男とホモが大だい嫌きらいなのです。

「──私はずっと、ある同級生のヘテロセクシャルを直したくて仕方がないのです。が、ぜんぜんうまくいかなくて……。もう弓折れ万策尽きて、くじけそうなのであります……」

「……その話、わかるわ。クレタちゃん……」

　ワタクシは驚おどろいて、ネピアさんを見ました。すごく真しん剣けんな顔でした。

「私、あったのよ。惚ほれた女の子が、ヘテロだったことがね。清純な子でね。いくら真しん剣けんに愛を打ち明けても、冗談だと思われたりしてさ……。結構辛つらいわよ。ふられたほうがずっとマシなくらい。レズじゃない女なんて、この世からいなくなれって、思ったこともあったわ」

　ネピアさんは、遠い目をして、窓の外を眺ながめました。

「でもね。いまじゃこう思ってるわ。──レズじゃない人間を、レズにすることこそが、レズにとって至高の喜びなんじゃないかってね」

　そのとき私の脳のう髄ずいに、電撃が奔はしりました。
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　そうです。ホモじゃない人間が、男を受け入れる瞬しゆん間かんこそが、腐ふ女じよ子しにとって最高の萌もえポイントなのです。ワタクシは、自分を恥はじて唇くちびるを嚙かみました。そんなことも、ワタクシは忘れていたのです。

　そもそもワタクシがＢＬに惹ひかれたのは、なぜでしょうか。同性間の禁断の愛がもたらす、背徳感からなのではないでしょうか。はじめから両者が同性愛者なら、その背徳感はスカスカに薄うすまってしまいます。ツンがあるからこそ、デレが活いきる。それと同じ原理です。

　ネピアさんが、さらに言葉を続けます。

「私はね、クレタちゃん。この世の全すべての女を、レズにしてやろうと思ってる。そのためなら、私は何だってやる。悪あく魔まに魂たましいを売ったっていい」

　このヒトは、なんてシビれることを言うのでしょうか。世界征服なんかより、ずっとスケールが大きな野望。だって世の中の女性全てをレズにしたら、人類が滅亡しますもの。

「す、すごいです、ネピアさん。何だってやるとか。私にはそんな覚悟、ぜんぜんありませんでした」

「世間なんて恐れることないわよ、クレタちゃん。いい？　目的の前に、手段は正当化されるのよ。相手をレズにするためなら、何だってやればいい。たとえカビの生えた倫理や法律に背こうが、すべては方ほう便べんなのよ。

　私は誰だれかをレズにするためだったら、糞くそのような男とキスくらいはするかもしれない。だけど覚えておいて。ひとつだけ、確かなこと。それはね、私はいつだって、女のミカタだってこと」

　ネピアさんがテーブルの上でワタクシの手を握り、優やさしくウインクをしてくれました。

　ワタクシは今日ここへ来て、本当に良かったと思いました。ふっ切れた気がします。

　いままでのワタクシは、ぬるかった。これからはイズミくんに対して、手段は選ばない。あらゆる手を尽くそう。そう思いました。

　ワタクシは丁てい寧ねいに、ネピアさんにお礼を述べました。

「私の話なんかで喜んでくれて、うれしいわ。じゃあ、ここからは私からクレタちゃんへの相談……」

　優しかったネピアさんの顔が、急に真ま面じ目めになりました。

「クレタちゃんの学校の、新にい美みたまもって子、知ってる？」

「え？」

　意外な名前が、意外な人物から出てきたことに、ワタクシは少々動揺いたしました。

「た、たまちゃんは、友達ですけど……」

「そのたまもちゃんと一緒にさ、明日の放課後すぐに、この喫茶店に来て欲しいんだ」

　渡されたメモを見ると、学校からそう遠くない店の名前。

「……これって、ネピアさんの野望の一環の話ですか？」

「そうよ」

　レズ界の中で、たまちゃんの名がそこまで知れ渡っていたとは、正直驚おどろきです。確かにたまちゃんは超絶的な美少女ですが、まさか女子大生からお声がかかるなんて……。

　ワタクシは、迷っていました。もちろんたまちゃんが百ゆ合りに目覚めることは望ましいことだし、ネピアさんもいい人なのですが……。たまちゃんはワタクシの友達です。ここまで筋金入りのレズの人を紹介するのは、なんだか悪いことをしている気分になります。

　毎日イズミくんをホモにすべく工作をしていたくせに……いざ話が具体的になると、怖くなる。不思議なものです。

「あ、喫茶店代は私が払うわ。こっちが頼んでるんだから。いま渡すわね」

　ネピアさんがオシャレなお財布から一万円を出すのを見て、私は慌あわてて止めました。

「い、いりません、お金なんか。なんか私、たまちゃんのこと、考えちゃって……」

「ああ。そんなことなら大だい丈じよう夫ぶ。私も明日すぐに口説こうなんて、思ってないから」

「本当、ですか？」

　優やさしく微笑ほほえむネピアさん。私は少し躊ちゆう躇ちよしながらも、最後はネピアさんの要求を承しよう諾だくしたのでした。

「いい子」

　いきなりネピアさんは、私のほっぺにキスをしました。とたんに真まっ赤かになってしまう私。

「……クレタちゃんに、迷めい惑わくはかけないわ」

　ネピアさんが時計を見て、立ち上がる。

「いけない。もうゼミの時間だわ」

「あの……ネピアさん」

「ん？」

「ネピアさんの野望の中には、もしかして、私のことも、入ってるんですか？」

「もちろん。可愛かわいいクレタちゃんなら、私は大歓迎」

「で、でも私、男とか女とかじゃなくて、自分が恋愛とか、まだ早いかなって……」

「あら平気よ。初めてでも、痛くはしないから」

　ネピアさんはそう言って妖よう艶えんに笑い、教室へ向かってゆきました。

　ガヤガヤと意味の聞きとれない話し声が続く学食。

　私はしばらくぼーっと呆ほうけた後、はっと思い出したように、たまちゃんにメールを打つので、ありました。










───────────




　私の名はネピア。滝たき野の川がわネピア。

　よく知らない人間と話をするとき、私はたいていある質問をする。あなたはこの世界で何が好きで、何が嫌きらいかと。返ってくる答えは、実に様々だ。

　輸入家具が好き、ゴキブリが嫌い、フランス映画が好き、戦争が嫌い……そんな答えを聞いていると、その人のことが、少しわかった気になるのだ。

　人間の人格というものは、好き嫌いで決まる。私は、そう思っている。

　私の人格は、シンプルだ。女が好きで、男が嫌い。それが、私。

　いつごろからそんな私が形成されたのか。思い返してみると、私の場合、男が嫌いになることのほうが、女が好きになるよりも先だった。原因ははっきりしている。父親だ。

　父はＫ大学の教授をしており、情報工学の分野ではかなり名が知れた存在だった。ハンサムで、頭の良いパパ。そんな父が、少女のころの私の自慢だった。父も私を、とても愛してくれていた。

　しかしある夜、父は私のことを、愛しすぎた。

　同窓会で、母親が遅く帰宅した夜だった。その夜のことは二人の秘密だと、父は何度も、私に言い聞かせた。

　その日から、父が大好きだったコーヒーが、私は嫌いになった。そして、男が怖くなった。世界中の男全員が、恐ろしい凶器のように思えた。その恐怖が嫌けん悪おに変わるのには、さほど時間はかからなかった。

　コンピュータが好きになった。そこには男はいない。全すべては単なる文字列にすぎなかった。世界から逃げ、文字列に没頭する私。私が紡ぎ出す文字列は、美しかった。

　おぞましい父が、甘い言葉で私を誉ほめた。ネピアちゃんは可愛かわいくて、しかも天才だと。

　一部の頭の鋭い人たちが、私の文字列を誉めるようになった。頭の鈍い人たちが、マネして私を誉め出した。そのうち私は、名の知れるハッカーとなっていた。

　全ての生活が、文字列を中心にまわっていた。私は他人に興味はなかったし、他人もさほど私に興味はない様子だった。二年か、三年か。どれくらい私は文字列だけに没頭していたのか、いまとなってはよく覚えていない。

　入学した女子高でも、私に声をかける者などいなかった。彼女が、現れるまでは。

「滝野川さんって、すごく綺き麗れいな目をしてるんだね」

　彼女はそう言って、無防備な笑顔で微笑ほほえんだ。

　近寄りがたい、というのは自分でも理解していた。知らず知らずのうちに、私は他人を拒絶するような、見えない結けつ界かいをまとっていた。その結界を拭ぬぐい去ろうとも思わなかったし、その必要もなかった。

　しかし彼女は、いとも簡単に私の結界を破ってきた。はじめから、結界なんてなかったかのように。

　まるで世話好きの妹みたいに、彼女は無ぶ遠えん慮りよに私にまとわりついてきた。私はそれをいつも迷めい惑わくそうにあしらうのであったが、いつしか彼女に惹ひかれたのは、私のほうだった。

　決して美人ではなかった。しかし明るく潑はつ剌らつとした彼女の笑顔は、私にはとてもまぶしく見えたのだった。

　ある日の放課後。急な雨で校門で立ち往生する私に、彼女が傘かさを差し出した。無む垢くな笑顔が、輝いていた。あいあい傘で帰る彼女と私。顔半分背の低い彼女のことが、たまらなく愛いとしかった。傘の柄えを握る手と手が、触れ合った。そのとき感じた子宮の疼うずきを、私は忘れない。




　それは、青天の霹へき靂れきだった。

「ねえ滝たき野の川がわさん。宙ちゆう倫りん俱ぐって、知ってる？」

　女子高の中庭。芝生に座り、二人きりでお弁当を食べているときだった。

「ネットでね、宙倫俱ってハッカーの話題でもちきりなんだって」

　彼女の話によると、宙倫俱は最近出現したハッカーで、政府機関やら大企業やら、堅けん牢ろうなセキュリティを片っ端から破っている凄すご腕うでなのだという。

　その話に、私は少なからず嫌けん悪お感を抱いた。そのハッカーには何か目的があるわけでもなく、ただ堅牢なセキュリティがそこにあるから、条件反射的にそれを破っているように思えたのだ。まるで遊びで、自分の実力を試すかのように。

　そのことを指摘すると、彼女はむきになって反論した。宙倫俱は最近突とつ然ぜん現れたことから、中の人は十代だと予想する人が多いという。その同世代のハッカーなら、ヒーローではないかと。未成年が大人を負かすというその構図が、彼女にとっては痛快なのだろう。

　彼女の瞳ひとみには、憧あこがれの色が光っていた。

　その瞳には、私の姿は映っていない。

　ジュクジュクとした、言いようのない胸の痛みを、私は感じていた。




　その夜、私は宙倫俱にケンカをふっかけた。めちゃくちゃにしてやりたかった。




　宙倫俱。まず私が軽けい蔑べつしたいのは、そのハンドルネームだ。漢字がダサい。百歩譲ゆずってそれを許すにしても、〝ちゅうりんぐ〟という読みがいけない。最低だ。

　明らかに、アラン・チューリングを意識したものだからだ。

　チューリングは、第二次世界大戦前後に活かつ躍やくした数学者で、コンピュータの父と言われる人物だ。大戦中はイギリスの諜ちよう報ほう活動に協力し、解読不可能と言われたドイツのエニグマの暗号を解いたことでも知られている。

　情報工学の世界に身を置く者ならば、誰だれもが尊敬すべき天才だろう。しかし、私は大だい嫌きらいだ。なぜなら彼は、糞くその中の糞、ホモだったからだ。

　糞の名をハンドルネームに使うハッカー・宙ちゆう倫りん俱ぐ。この私が、好感を抱くわけがない。

　私は燃えるような速さで、キーボードをタイプした。

　ネット上に溢あふれる、膨ぼう大だいな通信を拾い集める。そこから宙倫俱のものらしき文字列を丹念に抽出し、ときには解読する。そうして怪しいパケットを、執念深く追いかけてゆく。プロキシや踏ふみ台なんて、関係ない。紙のように蹴け散ちらしてやる。

　デスクトップの画面に、高速で文字列が流れてゆく。警察犬のように、どこまでも宙倫俱の痕こん跡せきを追う。何度目かのスカの後、黒地のウィンドウに、メッセージが表示された。





turing　〉　なぜ、僕のことを追う






　きた。turing──宙倫俱やつからだった。





nepia　 〉　お前のことが、嫌きらいだからだ

turing　〉　僕の正体を追って、何になる

nepia　 〉　お前は犯罪者だ。犯罪者には檻おりが、よく似合う

turing　〉　不正アクセスなら、いま君だってやっている

nepia　 〉　私の不正アクセスは、正義の不正アクセスだ

turing　〉　ならば僕の不正アクセスも、正義だ

nepia　 〉　もうすぐ、お前のリアルが割れる。すぐに通報してやるからな

turing　〉　違法な手段で手に入れた証拠に、証拠能力はない

nepia　 〉　しかしお前は警察からマークされる。いままでみたいに好き勝手はできなくなる

turing　〉　君の能力は認めよう。だが君は、通報することはできない

nepia　 〉　笑わせるな。いま、お前が直接繫つないでいるＩＰアドレスがわかった。もう、割れる

turing　〉　君は、通報することはできない

nepia　 〉　ああ楽しみだ。話題の宙ちゆう倫りん俱ぐがどんなキモメンか、遠えん慮りよなくネットに晒さらしてやんよ

turing　〉　君のほうは、なかなかの美人だな。その美び貌ぼうで、さぞ男を虜とりこにしているのだろう






　私は一いつ瞬しゆんギョッとした。相手は政府機関のシステムにも難なく侵入するハッカーだ。すぐに自分のマシンの状況を確かめる。不正に侵入されている形跡はまったくない。





nepia　 〉　でまかせを言っても無駄だ。宙倫俱は、今日で終わりだ

turing　〉　君は優秀だ。残念ながら、君のマシンに侵入することは不可能だった

turing　〉　しかし

turing　〉　君の父親のＰＣなら、話は別だった






　じわりと肌に、汗がにじんだ。息を吸うことができない。吐くこともできない。




turing　〉　君の父親のＰＣには、写真がたくさんあった。ほとんどが君の写真だ。幼少期の君は、よく笑う子供だったのだろう。笑顔の写真ばかりだった。ところがある時期から、笑顔の写真はまったくなくなる


nepia　 〉　やめろ



turing　〉　厳重にロックされているディレクトリがあった。開いてみると、驚おどろいたことに、その中には君の裸の写真が入っていた。たくさんあった。一糸もまとわない、全裸の写真だ。


nepia　 〉　やめてくれ



turing　〉　裸の君は、妖よう精せいのように美しかった。しかしとても、怯おびえた表情だった。父親の指が、君の身体からだにいやらしく触れていた。あのときの君は、いったい何歳いくつだったんだい？


nepia　 〉　やめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろ

turing　〉　どうやら君の美び貌ぼうは、実の父親をも、虜とりこにしたようだな






　完全に、指が止まる。頭が、どうにかなりそうだった。




turing　〉　いまもときどき、ああいうことを、君は父親としているのかい？




　私は部屋を飛び出した。向かったのは、父の書斎だった。その日、父は地方の学会で家を空けていた。

　真っ暗な部屋。暗くら闇やみの中、机のノートＰＣの画面が光っていた。

　黒地の画面に、白い文字。こう刻まれていた。




　──できれば僕は、君の秘密を世に晒さらしたくはないと思っている──




　私は喚わめきちらし、手近にあった五番アイアンで父のノートＰＣを叩たたき壊こわした。リンゴのマークのノートＰＣ。執しつ拗ように、力いっぱい、何度も叩いた。

　驚いた様子で、母が書斎にやってきた。罪を知らない顔で、私のことを心配していた。

　崩れ落ちるように、私はその場にしゃがみ込んだ。そして自分の肩かたを抱いて、ずっとガタガタと震ふるえていた。そうするほかに、なにもできなかったのだった。




　それからしばらく、私は抜け殻がらのように過ごした。

　あいあい傘がさの彼女は、私に付きまとわなくなった。彼氏ができたという。その噂うわさを聞いても、あまり私は動揺しなかった。彼女を愛する資格など、私にはないのかもしれない。

　ぼろぼろだった私は、突とつ然ぜん、自分を変えてくれるある人物と出会った。

　高級ホテルでのパーティー。父親に無理矢理連れて行かれた、ゲスな学者の集まりだった。

　男の名は、真ま木き真しん十じゆう郎ろうといった。黒いコートに、黒い長ちよう髪はつ。見上げるほど背が高かった。大勢の大人の男に怯おびえる私を、笑顔で見ていた。

　グラスに入った赤ワイン。真木真十郎はそれを私の目の前で、薔ば薇らの花に変えて見せた。

「お前には、素質がある」

　真木真十郎は、私にそう言った。不思議と私は、その笑顔の男に対して嫌けん悪おや恐怖を感じなかった。彼は男ではなかった。女でもなかった。後からわかったことだが、ついでに人間でもなかった。

　真木真十郎によると、心に傷を持つ子供には、能力に恵まれるものが現れるのだという。

　彼の言う能力とは情報工学についてではなく、ワインを薔薇に変えるような、不思議な力のことだった。

　霊れい子しの話、旧陸軍の話、霊子を操る能力の話。私はあまり疑問を持たずに、真木真十郎の浮うき世よ離ばなれした話を聞いた。

　それから毎日、私は自分の部屋でこっそりと、真木の勧すすめた訓練を続けた。なぜ素直に真木の言うことを聞いているのか、自分でも不思議だった。父親や宙倫俱ネツトや、この世から少しでも逃げたかったのかもしれない。

　ときどき真木真十郎がやってきた。普ふ段だんはベトナムにいるのだという。彼に指導を受けると、自分の力が飛ひ躍やく的てきに伸びるのがわかった。あるとき真木真十郎は私に言った。

「思ったより才能がある。今後お前には、何か頼むことがあるかもしれない」

　力を認められた気がして、うれしかった。




　宙ちゆう倫りん俱ぐに敗北した夜から、三年がたった。私はまだ、父のことを殺していない。

　変わったことがいくつかある。

　失恋をした。レズになった。髪かみをピンク色に染めた。大学生になった。家を出て寮りように入った。そして、力を手に入れた。




　異変に気づいたのは、最近だった。

　きっかけは大学。研究室の大型コンピュータ。重い計算をさせていた。微妙に、挙動がおかしかった。私ぐらいしか気にならないだろう、些さ細さいな違ちがい。リソースを確認してみても、異常はない。しかしどこか違う。ごくわずか、何かにリソースを食われている気がする。

　新種のウイルスだろうか。私の管理するマシンで、まさか。

　全体をスキャンしても、異常はなかった。私はひとつひとつ、怪しいファイルを自分の目で確認していった。

　それが見つかったのは、学生の個人用ディレクトリ。一見、何の変へん哲てつもないレポート用のグラフの画像ファイル。それを数列バイナリに変換したとき、私は目を疑った。

　──　普ふ賢げん　──

　その漢字が画面に大きく表示され、細かい文字列がビッシリと書き連ねられていた。驚おどろいたことに、それらの文字は、通常の文字ではなかった。霊れい子し文字──普通の人間には、見えない文字だった。この奇妙な文字列が、マシンのリソースを消費しているのだろうか？

　とにかく、そいつを隔かく離りしよう思った。コマンドを走らせると、いきなりそのファイルは、自己消滅をしてしまった。マシンの挙動が、いつもの状態に戻もどった。

　すぐさま私は、大学中の大型マシンやＰＣをチェックした。普賢は簡単に見つかった。あるいは映像、あるいは文書……あらゆるファイルに、普賢は寄生していた。しかし少しでも調べようとすると、すぐに自己消滅してしまう。

　何か。何かこのウイルスの正体を知る方法はないのか。

　私には、奥の手があった。

　普賢に寄生されたファイルを、自分のタブレットＰＣに保存した。急いで寮に戻り、部屋に鍵かぎをかけた。机の椅い子すに座り、息を整える。

　この裏技は、たぶん真ま木き真しん十じゆう郎ろうも知らない。

　タブレットＰＣのタッチパネルに、額ひたいをあてた。そして大きく息を吸い込み、私は数列の世界に飛び込んだのだった。

　自らの霊体を数列に変換し、機械の中に侵入する。私はこの裏技を霊体バイナリダイブと呼んでいる。

　私の意識はタッチパネルからＰＣへ飛び込み、肉体は抜け殻がらとなって机に伏せた。

　膨ぼう大だいな数列の光が、私の意識を通り過ぎてゆく。一いつ瞬しゆんの、視界をくらます強烈な光の後──私の霊体は、タブレットＰＣへの侵入に成功した。

　タブレットＰＣの中は、光の数列でできた大きなビルのような場所だった。黒を背景に、建物の白い輪りん郭かくしか存在しない、ワイヤーフレームの世界。

　私の姿も、輪郭だけだった。しかしその形状は、今の私よりも、ずいぶん昔のものだった。私は少女の姿をしている。それは父親に自分を穢けがされる以前の姿だった。

　モタモタはしていられない。私はビルのエレベータに乗り、普賢がしまってある部屋へと急いだ。霊バイ体ナリダイブをしている間は、呼吸も心臓も止まっている。たぶん私の肉体では、三分が限界だろう。

　普賢の部屋のドアを開けた。そこにあったのは、巨木だった。建物とは違う、青白い輪郭。霊子でできている。上は天井を突つき抜け、下はビルの床に深く根を張っていた。この根が、ＣＰＵにまで届いているのかもしれない。

　私は注意深く、その霊れい子しでできた巨木を観察した。文字列を確認するためだ。プログラマーには、それぞれクセがある。凡ぼん庸ような文字列ほど没個性的だが、他人には理解されやすい。美しい文字列は往々にして、理解が難しく、他人が利用できないことが多い。凡庸な文字列こそが、優れた文字列だと主張する者もいる。

　普ふ賢げんの文字列は、独善的だった。まったく他人をかえりみていない。しかし、美しかった。この私が、嫉しつ妬とするほどに。

　この文字列を書いた人間。私には心当たりがあった。確信できた。

　宙ちゆう倫りん俱ぐだ。

　怒りと恐怖。わけのわからない原始的な感情で、私の輪りん郭かくは揺れた。

　あの宙倫俱が、よりによって私の霊子の世界にまで足を踏ふみ入れてきている。さらに、その霊子を用いて、相変わらず子供じみたウイルスなんかを、喜々として世界にばら撒まいている。許せなかった。

　私の中の宙倫俱への恐怖が、みるみる怒りに上書きされていく。宙倫俱はまだ、私が霊子の世界にいることに、気がついてはいまい。つけ入る隙すきは、あるはずだ。

　ダイブしてから一分七秒が経過していた。まだ大だい丈じよう夫ぶ。

　私はもう一度、そのくそったれの普賢の巨木を眺ながめた。根元のところに、小さな扉とびらがあることに気がついた。おとぎ話を思わせる、かわいらしい扉。

　開いてみる。なんとその先に広がっていたのは、宇宙だった。

　天地のない空間に、無数の扉たちが、星のように瞬またたいていた。その星と星の間を、ひっきりなしに霊子の文字列が流れてゆく。私は驚きよう愕がくした。これは、インターネットだ。しかも、霊子のインターネット。普賢と普賢の間の通信を、異次元から繫つないでいる。

　これはやばい。宙倫俱の野郎は、なんてことを考えやがる。

　このネットワークを利用すれば、誰だれにも気づかれず、既存のインターネットの裏側から、世界すら支配できるかもしれない。

　扉とびらを行き交う、おびただしい情報の波。啞あ然ぜんとその光景を眺ながめる私の前を、霧きりのような一筋の霊子が流れていった。

　それは文字列でない、生なまの霊子だった。情報の流れとは別に、生の霊子が、普賢の間を行き交っている。まるで、毛細血管のように。

　まさかこの空間を、情報だけでなく、生の霊子までもが、対流している？

　真ま木き真しん十じゆう郎ろうから、聞かされたことがある。霊子対たい流りゆう網もう──都市などに走る龍りゆう穴けつを繫ぐ、人工の運河。ときにそれは膨ぼう大だいな霊子を集める、決定的な戦力となりうると。

　この普賢ネットワークがカバーする範囲は、都市どころではない。全世界だ。

　宙倫俱はこの事実に、気がついているのだろうか？　だとしたら、やばい。あんなやつが、こんな力を手に入れるべきではない。

　私はタブレットＰＣから肉体に戻もどった。音をたてて息を吸った。音をたてて息を吐いた。霊バイ体ナリダイブの後は、ひどく気分が悪かった。今回は、とくにひどい。

　しばらくして脈が落ち着いた。それからすぐに、私は真ま木き真しん十じゆう郎ろうに連絡をしたのだった。










07月16日（水）　午後　滝たき野の川がわネピア




　私はいま、都と立りつ池いけ之の端はた高こう校こうの校門前で、真木真ま紀きが出てくるのを待っている。目的は彼女の拉ら致ち。なのでワンボックスカーに乗っている。運転は私。苦手なのに。

　真木真十郎は、電話でこう言った。

『その霊れい子し対たい流りゆう網もうの存在は、我々にとって少々都合が悪い。奪うか破は壊かいするか、何らかの対処の必要があるだろう。しかし対流網自体への対処の前に、ひとり、我々の管理下に置きたい人物がいる。霊子対流網が、悪用されないうちに』

　それが、真木真紀だった。真木真十郎の孫だという。そんな人間っぽい絆きずなを、彼が持っていたことには少なからず驚おどろいた。

『……拉致が難しければ、殺してもいい』

　殺す、という言葉に、私は動揺した。男ならば、この世の全員を殺したって何とも思わない。真木真紀は、女だ。

　殺すのなら自分でやってほしい。私は真木真十郎にそう言った。

『残念ながら、私は傷がまだ癒いえていない。先日、少々狐きつねに咬かまれてな。十じゆう蔵ぞうを連れて行け。力になるだろう』

　十蔵というのは、男だった。しかもおっさん。いつも微妙に体が臭い。

　一人でできると、私は言った。

『……やつらを、なめるな』

　そう言って、真ま木き真しん十じゆう郎ろうは電話を切った。あの化物じみた真木真十郎が、こんなに警戒することはめずらしい。

　というわけで、まったく不本意ながら、いま私が乗るワンボックスカーには十蔵のやつが乗っている。私が運転席で、十蔵は後ろの荷台。十蔵も、そこでいいと言った。

　私は、いまできる最高のしかめっ面つらで、十蔵のことを睨にらんでやった。

　十蔵は山やま伏ぶしだ。頭と襟きんという小さい三角の帽子を頭につけ、法ほう衣いをまとい、マリモみたいな黒いボンボンのついた袈け裟さをかけていた。

　口元には無ぶ精しようひげ。ギョロッと大きく不気味な目をしていて、眉まゆ毛げが毛虫のように太く、しかも一本一本が長い。好きなものは、修行。とにかく、キモい。

「相変わらずくっせーな、おっさん。風ふ呂ろぐらい毎日入れよな」

「ふん。毎日風呂になど入ったら、霊れい力りよくが落ちるわ」

　野太い声で、信じられないことを言う十じゆう蔵ぞう。

「おい十蔵、てめえ。最後に風呂に入ったのは、いつだよ。返答によっちゃ、いますぐこの車から降りてもらうよ」

「心配するな。川で禊みそぎをしている。たまにな」

「質問に答えてねーだろうが！　いつ、風呂に入ったのかって聞いてんだよ！」

「貴様ももう大学生になったのだろう。口のきき方に気をつけろ、小娘」

「けっ。運転免許も持ってねえくせに、大人おとな面づらすんじゃねえよ。この社会不適合者が」

「ふん。自動車など、私には必要ない」

　ため息が出た。お前が運転できないから、いま私が運転席にいるんだろうが。

　しかしこんな糞くそ男おとこと会話をしていては、こちらの魂たましいが汚けがれる。私はしかたなく、校門と反対側の車の窓を全開にした。窓から容よう赦しやなく夏の熱気が入ってくる。が、ゲロみたいな十蔵の臭においが車内に充満するよりは、ずっとマシだ。

　しばらくすると、校門から見覚えのある女の子が出てきた。加か納のうクレタだ。ちゃんと、新にい美みたまもと一緒だった。新美たまもは、写真よりもずっと可愛かわいかった。二人は楽しそうにおしゃべりをしながら、私が昨日指定した喫茶店のほうへ歩いていく。

　ごめんね、クレタちゃん。あとで埋め合わせは、必ずする。

　可愛らしい少女を騙だました、かすかな罪悪感。

　しかし、これで、妖よう狐こは隔かく離りしてやった。

　あとは真ま木き真ま紀きを、拉ら致ちるだけ。

　さあ出ておいで、真紀ちゃん。私なら、あなたを殺しはしない。










07月16日（水）　放課後　和泉いずみ葉よう介すけ




　天てん文もん台だいの会議机を、三人が囲んでいる。俺と、天てん王のう寺じと、加納マルタだ。

「で、次の幽ゆう霊れい狩りは、いつやんのよ？」

　腕を組みながら、そんなことを言う部長マルタ。

「はあ？　お前には、反省ってやつがないのかよ！　俺はまだなあ、前回の肝きも試だめしで背負った負債を、返しちゃいないんだぞ？」

　俺はその負債に、指を差した。綱つな吉よしだ。彼は天王寺のモバイルＰＣで、楽しそうにネットのお笑い動画を見ていた。

「その負債だって、senreiを強化せねば返せないだろう。僕は、もう少し有名でない偉人の墓を物色すべきだと思っている」

「おいおい天てん王のう寺じ。借金ってのはなあ、そうやって雪だるま式に膨ふくらんでいくんだよ。それに忘れているかもしれないが、俺がsenreiんべんべを認めているのは、あくまでも悪あく霊りようだけだからな！」

「その悪霊の定義についてなのだが、綱つな吉よしはすでに悪霊といってもいいのではないか？　迷めい惑わくなのだろう」

「あら天王寺。綱吉ちゃんは悪霊じゃないわよ。だって、可愛かわいいじゃない」

　いつの間にか、綱吉がクリクリとした円つぶらな瞳ひとみをこちらに向けていた。

『なんじゃ、余よの話をしておるのか？　おマルよ』

「ちょっと、そのおマルってのはやめてよね。なんか汚い名前みたいじゃない」

『それでは、何と呼べばよいのじゃ』

「そうねぇ……。マルタ姫ってんなら、そう呼ばれたっていいわ」

『わかったぞ、おマル姫』

「ちょっ……このガキ！」

『おマル姫、おマル姫、おマル姫～♪』

　天てん文もん台だいで、ちょっとした鬼おにごっこが始まっていた。逃げる綱吉、追うマルタ。追われながらも、綱吉は楽しそうに笑っていた。

　突然、天文台のドアが開いた。

　マキマキが立っていた。真しん剣けんな眼まな差ざしで、俺のことを見ている。

　マルタと綱吉は、まだぎゃーぎゃーと追いかけっこを続けていた。

　マキマキはじっと俺を見つめ、部屋には入ってこない。しかたなく、俺のほうから入口に立つ彼女へ近づいていった。

「どうしたんだよ、マキマキ。もしかして、入部の件、考えてくれたのか？」

「……二人だけで、話したい……」

　不安そうな表情。俺はドアを閉めて、廊ろう下かに出た。

「……いまわたしは、あなたしか頼れない……」

「いったい、何の話だよ？」

「……マレビトが、わたしを連れに来た……たぶん、お爺じい様さまの命令……」

「なんだってぇ!?」

　なんてこった。……そうだよ。辻つじや真ま木き真しん十じゆう郎ろうにとっては、こっちの情報なんて筒抜けのはずだ。マキマキが生きていることがわかれば、取り返しに来てもおかしくない。

「そのマレビトってのは、真木真十郎みたいな、やばい能力を持っているやつのことか？」

「……そう……」

「マレビトは、いまどこにいる？」

「……学校の外。校門前の車に二人。一人が男で、もう一人が女。……わたしの知らない人たち。能力はわからない……」

　くそ。どうしたらいい。

　たまもに電話した。圏外だった。なんだよ、たまものやつ。よりによってこんなときに、どこ行っちまったんだよ！

「と、とにかく、天てん王のう寺じにこのことを──」

　マキマキが、俺の腕をつかんだ。

「……だめ……」

「どうしてだよ？」

「……大佐は、マレビトをあまり殺さない。仲間にしたいから。……でも、マレビト以外は、簡単に殺す……」

「俺も、そのマレビトだっていうのか？　幽ゆう霊れいが見えるだけだぞ？」

「……あなたには、力がある。でも、力の使い方を知らない……」

「じ、じゃあさ、その力の使い方ってやつをお前に教われば、俺ももしかして、真木真十郎みたいな力を使えるようになるのか？」

「……すぐには無理。訓練が必要……」

　だめか。じゃあどうすればいい。俺は幽霊が見えるだけの無能力者。マキマキは周囲の状況を把は握あくできるが、戦せん闘とう力りよくはない。頼みのチーは、行方ゆくえ不明だ。

　どうしたらいい？　……頼れそうな人間が、ひとりいた。神かん無な月づきマリィ──アメ横で情報屋を営む老ろう婆ばだ。いろいろと問題があって、頼りたくはない人物なのだが……しかたがない。

　それに彼女の店は、安全だ。加か納のう姉妹がラビリンスと呼ぶあの一帯には結けつ界かいが存在し、殺生禁断となっている。その禁きん忌きに触れた者は、恐ろしい結界の力により、めくれ死ぬことになるのだ。少なくとも、そこで俺たちが殺されることはない。

「……マキマキ。アメ横へ向かおう。走れるか？」

　彼女は俺の腕を弱々しくつかみながら、コクリと頷うなずいた。

　正門前には、マレビトがいる。俺たちは裏門から大だい黒こく天てんの方向へ抜け、上うえ野の公園を通ってアメ横へ行くしかない。

　慎重に裏門から外へ出て、大黒天方面へ歩いた。このまま見つからなければ、案外楽にアメ横まで行けるかもしれない。

　十メートルも歩かぬうちに、マキマキが口を開いた。

「……何か来る。上から……」

　え？　上？　空を見上げると、凶悪な形ぎよう相そうのカラスが、俺に向けて棒を振り下ろしてくるのが見えた。

　うわっ！

　間かん一いつ髪ぱつ、俺は棒を避よけた。ゴンという音を立てて、アスファルトにめり込む八角棒。その棒を持った巨大なカラスは、なんと山やま伏ぶしの格好をしていた。凶悪な眼光で、俺を睨にらんでいる。

「……霊れい獣じゆう・烏からす天てん狗ぐ。マレビトの一人は、霊獣使い。たぶん、男のほう……」

　空には、さらに何匹もの烏天狗が飛行している。

「走るぞ、マキマキ！」

　上空から、次々に襲おそいかかってくる烏天狗。ときにかわし、ときに腕や背中を殴打されながら、必死に逃げた。

　舞まい降りた一匹が、道をふさいだ。しまった。先回りをされた。道をふさぐ一匹が、八角棒を振り上げる。狙ねらいは俺じゃない。マキマキだった。危ない。なんとかマキマキを守ろうと、彼女の前に身を乗り出した、そのとき──

　無数の、何か白いものが、烏天狗を切り裂いた。

　ズタズタになる烏天狗。霊れい子しの結合が解けて、サラサラと粒子に還かえってゆく。

　無数の白い刃物は、孤を描いて空中を反転し、女が手に持ったバインダーに戻もどっていった。

　バインダーを手に持った女。ピンク色の長い髪かみ。黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね。女子大生風で、とびきりの美人だった。

「ったく、女の子に手をあげるなんて。お前んとこの糞くそカラスは、しつけがなってねーんだよ、十じゆう蔵ぞう」

「ふん。しつけが必要なのは貴様だ、小娘。無為に私の烏を殺した代だい償しようは、支払ってもらうぞ」

　ピンクの髪の女に遅れて、大男がやってきた。高たか下げ駄たを履はいた、山伏姿の男だった。

「お前が、和泉いずみ葉よう介すけだね。真ま木き真しん十じゆう郎ろうは、ずいぶんとお前を買っていたみたいだけど、なんのことはない。ただの使えない男じゃないの」

　つまらなそうな顔で俺を見る、ピンクの髪の女。上空では、烏の鳴き声が響ひびいている。

　俺はマキマキの手を握りしめた。そして猛もう然ぜんと逃げた。すぐに俺だけ転んだ。いてて。なんだ？　たくさんの、白くペラペラしたものが、足にまとわりついている。それが根を張ったように、アスファルトとくっついていた。

　これは、紙？　Ｂ５くらいの大きさだ。よく見ると、一枚一枚が、大おお雑ざつ把ぱな人ひと形がたをしていた。

「無駄だよ、和泉葉介。もうお前には、何もできない」

「……式しき神がみ使い……」

「そうよ真ま紀きちゃん。あなたのお爺じい様さまに、教わった。いい子だから、私とおいで」

　マキマキの手を、優やさしく握るピンクの髪かみの女。

「わざわざ車を調達したんだ。これから私と一緒に、ドライブをしよう」

　手をひかれるマキマキ。不安そうに俺のことを見ていた。俺の足は、無数の紙っぺらでギプスのように固められている。だめだ、マキマキが連れて行かれちまう。

　俺は倒れたまま、シャツのポケットに手をあてた。

「頼む、ジョニーウォーカー」

『おう、葉よう介すけ』

　にょろにょろと飛び出したジョニーウォーカーが、ピンクの女に組みついた。

「うわっ、なんだこの幽ゆう霊れい。離はなせ！　離せったら！」

　気をとられたのか、足の式しき神がみが解けた。

　すぐさまマキマキの手をとって、俺は走り出した。

「ジョニーウォーカー！　そいつらはやばい。適当に逃げろ！」

『へへ。はなから、そのつもりだぜ』

　振り向くと、ピンクの女にかまわず、山やま伏ぶしが俺たちを追いかけて来るのが見えた。

　上空を旋せん回かいする烏からす天てん狗ぐたちが、再び俺たちに襲おそいかかる。

「……伏せて……」

　急降下してきた烏天狗を、マキマキと一緒に伏せるようにして避よけた。マキマキの指示で、なんとか死角からの攻撃は避けられる。しかし……くそ。アメ横が遠い。

　懸けん命めいに走った。だが、東京芸大の門の前で、とうとう烏天狗に囲まれてしまった。俺たちを包囲する、十数匹の烏天狗。そこには大勢の芸大生たちが通行していたが、彼らに烏天狗は見えないようだ。

　真ま木き真しん十じゆう郎ろうの一派は、マレビト以外なら簡単に殺すらしい。助けを求めるわけにはいかない。

　俺たちを囲む烏天狗たちが鳴き声をあげて、俺たちを威い嚇かくする。その烏天狗たちの間から、山伏が姿を現した。

「手間をかけさせるなよ。真木真十郎からは、殺してもいいと言われている」

　不気味な笑みを浮かべる山伏。一歩一歩、ゆっくりと近づいて来た。逃げ場はない。マキマキが俺の手を弱々しく握り返してくる。ダラダラと俺の額ひたいに、汗が垂れてきた。

　これまでなのか。なさけない。俺は、マキマキを守ることが、できないのか。

　そのとき──

　いきなり俺たちの目の前に、大きな犬が、飛び出してきたのだった。

　大型のセントバーナード犬。すばやく烏天狗の一匹をのしかかるようにして倒たおし、そして首に咬かみつき、へし折った。首を折られた烏天狗は悲鳴をあげ、サラサラと粒子に還かえってゆく。

　烏たちの包囲に、動揺が奔はしった。

　雄々しく立つ、優やさしい瞳ひとみをしたセントバーナード。大人以上の体格の、超大型犬だった。

　なんだこの犬は？　突とつ然ぜんのことで、わけがわからない。マキマキの顔を見た。味方か？

「……知らない犬。でも、とても賢い……」

　烏天狗が鳴き声をあげた。一匹が、セントバーナードに襲いかかった。犬の強きよう靱じんな前足で地面に叩たたきつけられ、首を咬まれ、難なくへし折られた。

「事情は知りませんが、そちらの男性からは強い殺気を感じました。人殺しはいけません」

　女の人の声。目を向けると、若い女性が立っていた。薄うす緑みどり色いろのロングスカート。黒いセミロングの髪かみ。清せい楚そな印象の女性だった。しかし両目は閉じたままで、杖つえを持っている。目が、見えない？

　セントバーナードが駆け寄り、彼女を守るように立った。よく見ると、犬の背中には盲もう導どう犬けん用のハーネスがついている。あの大型犬は、彼女の盲導犬なのだろうか。
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「貴様は、何者だ？」

　山やま伏ぶしが、その不気味な眼光を彼女に向けた。

「通りがかりの者です。霊れい獣じゆうを用いる方。あなたからは、悪い気配を感じます。その子たちから離はなれなさい」

　山伏の目の色が変わった。

「ほう。目は見えないようだが、烏からすたちを認識できているのか。……マレビトのようだな」

「そんなものではありません。早く、その子たちから離れてください」

　彼女の強い語気に反応して、セントバーナードが体を構え、山伏を睨にらみつけた。

「ふん。所しよ詮せんは犬だろう。一斉にかかれ！」

　山伏の号令で、烏からす天てん狗ぐたちは集団でセントバーナードを攻撃した。

　盲目の女性を守りながら、烏天狗に対応する大型犬。黒く巨大なカラスたちが、羽虫のように盲目の主従に群がった。いくらなんでも、数が多すぎる。

「きゃっ！」

　彼女を庇かばい、セントバーナードが棒で打たれた。反撃するが、二撃三撃と、棒で叩たたかれる。それでも食いしばり、主人を守るセントバーナード。

「とんだ邪じや魔まが入ったが、もう終わりだ。大人おとなしく捕まれ、真ま木き真ま紀きよ」

　山やま伏ぶしが、マキマキに手を伸ばす。俺は必死に山伏の手を払い、立ちはだかった。

「なんだ小僧。……死にたいのか？」

　不気味に笑む山伏。これから俺を殺すことが、楽しみであるかのような笑い方だった。

「マキマキ、一人で逃げろ！」

「……だめ。あなたが殺される……」

　マキマキが、後ろから俺のシャツを摑つかんできた。

「い、いいから逃げろ！」

「……だめ。それなら、わたしが捕まる……」

「ふん。安心しろ。二人とも、仲良く殺してやろう」

　ニヤける山伏。殺して当然。人を殺すのに、なんの葛かつ藤とうもない。そんな表情だった。

「……間に合った。助かるかもしれない……」

「え？」

　唐とう突とつすぎる、マキマキの呟つぶやき。頭が混乱した。




　ぎゃあっ！




　悲鳴。烏からす天てん狗ぐのものだった。山伏がそちらへ顔を向ける。烏天狗が三～四匹、同時にサラサラと粒子に還かえっていく様が見えた。

『犬を、いじめるなぁぁっ！』

　綱つな吉よしだった。セントバーナードの前で、両手を広げて烏天狗たちを睨にらんでいる。

「な、なんだあの霊れい力りよくは……」

　驚おどろきを隠せない山伏。

「と、殿！」

『ジョニーウォーカーに呼ばれたのじゃ。ヨースケのスケが危ないとのう』

　上に目をやると、ジョニーウォーカーがふわふわと浮きながら、軽けい薄はくにウインクをした。

『しかし、犬をいじめる極悪人がおるとはのう。これは、お仕置きをせねばなるまい』

　綱吉の体から、膨ぼう大だいな霊気が発せられた。かぶっていた帽子がふっ飛び、服装が殿様の格好に戻もどっていった。ちょんまげに、豪ごう華か絢けん爛らんな羽は織おりの姿。

　烏天狗たちが、逃げるように山伏のそばへ戻っていった。俺とマキマキも、綱吉のほうへ駆け寄った。盲目の女の人も、ケガはないようだった。

　ピンクの髪かみの女が、山やま伏ぶしの隣となりにやってきた。息が切れ、ひどく眉み間けんに皺しわを寄せている。

「なんだよ、十じゆう蔵ぞう。あの犬と、殿様坊やはさ」

「幽ゆう霊れいのようだが……恐ろしく霊力が強い。烏たちが怯おびえている。犬のほうは、わからん」

　ピンクの女が、中指の爪つめを嚙かんだ。烏からす天てん狗ぐたちは、喚わめくように鳴いている。

「想定外のことが多すぎる。ここは退くぞ、小娘」

「私に命令すんじゃねえ、十蔵。てめえ、帰りは車に乗せねえからな」

「ふん、そんなものはいらん」

　山伏が合図をすると、烏天狗たちが山伏の体を持ち上げた。袈け裟さを上じよう手ずに使い、空中にあぐらをかくようにして、そのまま山伏は空へ逃げていった。烏天狗たちに運ばれて。

『あ、待つのじゃ！　極悪人っ！』

　綱つな吉よしのジャンプは、もう山伏には届かない。

　ちっ、と舌打ちをするピンクの女。彼女がバインダーを開くとみるみる紙の壁が出来上がり、すぐにバラバラとその壁は崩れていった。ひらひらと舞まう人ひと形がたの紙。彼女の姿だけが、そこから消えていた。

『ジョニーウォーカー！　烏天狗を追うのじゃ！』

『勘弁してくれって。おれじゃ、返り討ちにあうのがオチだぜ』

『ああ、もう。なんじゃ！　まんまと逃げられてしまったではないか！』

　逃げられた、と言うべきか。助かった、と言うべきか……。綱吉とジョニーウォーカーは、そのまま路ろ傍ぼうの木に引っかかった広島カープの帽子を取り戻もどしにいった。

「ずいぶんと、賑にぎやかなお友達がいらっしゃるようですね」

　盲目の女の人。両目は閉じていながらも、優やさしげな微笑ほほえみを俺にくれた。

「あ、すみません。なんとお礼を言ったらいいのか……とにかく助かりました。ありがとうございました」

「いえいえ。私にも力があれば、あなたを助けることができたかもしれないのに。ごめんなさいね。……でも、リキがいてくれて、本当によかった」

　彼女はその場にしゃがみ、リキと呼ばれたセントバーナードの体を撫なでていた。大だい丈じよう夫ぶだと言うように、リキは彼女の顔を優しく舐なめた。

「そんな……。お姉さんが助けてくれなかったら、俺たちは大変なことになっていました」

　彼女は立ち上がり、俺にまた微笑んだ。

「つどいよ。私の名前は、矢や野のつどい。ここの大学で、ピアノを習っています」

「あ、俺は、葉よう介すけっていいます。和泉いずみ、葉介」

「葉介くん。私も、あなたみたいに楽しいお友達に囲まれていれば、もっと自由に、生きていけたのかもしれない。羨うらやましいわ」

　そう言って彼女は盲もう導どう犬けんと、そっけなく芸大の門のほうへ歩きはじめてしまった。犬が大きいためか、手に持つハーネスは、ほとんど地面と平行になっている。

「あ、あの……つどいさんは、幽ゆう霊れいのことが、わかるんですか？」

「ごめんなさい、葉よう介すけくん。お友達のことは、あまり話したくないの。楽しいお友達ばかりじゃ、ないから……」

　彼女は振り返り、また微笑ほほえんだ。気のせいかもしれない。しかしどこか、陰のある笑みに見えた。

「……あの人も、マレビト……」

　マキマキが俺の手を握り、口を開いた。

「……でも、あなたと一緒で、力を使えない。たぶん、使おうともしていない……」

　俺はマキマキと、矢や野のつどいと名乗った盲目の女性の後ろ姿を見送った。

　幽霊だの霊れい獣じゆうだの、つどいさんは、俺なんかよりずっと霊れい子しのことを知っていそうな様子だった。なのに、それを一切語ろうとしない。語ることを拒否しているようだった。

　謎なぞの盲目の女性。謎を残して、実にそっけなく去っていった。しかしいまは助けてもらったことに、素直に感かん謝しやしよう。




　またいつ、マレビトたちが襲おそってくるかわからない。俺は騒そう々ぞうしい幽霊たちに声をかけ、マキマキとアメ横へ向かったのだった。







[image: 恋する鬼門のプロトコル3]










07月16日（水）　夕方　和泉いずみ葉よう介すけ




　占い神かん無な月づき──アンティークの家具で統一された、薄うす暗ぐらい店内。俺はマキマキと並んで座って、マリィにこれまでの経けい緯いを説明していた。マリィは険しい表情で、シガレットホルダーで煙草たばこをふかしている。

　綱つな吉よしはいま、店の外でジョニーウォーカーと遊んでいる。幽ゆう霊れいの入店は禁止らしい。

　正直今回ばかりは、綱吉にとり憑つかれていて、本当に良かったと思った。アメ横に来るまでも、綱吉がいてくれてすこぶる心強かった。家に帰ったら、またお笑いのＤＶＤでも借りてやろうと思う。

　マレビトと呼ばれる刺し客かくが、俺たちを襲おそった。その話を聞くマリィの表情は硬かった。

「……話はわかった。で？　坊やはアタシにいったい、どうしろってんだい」

「いや、だから、このマキマキをここで保ほ護ごしてくれないかって……」

「ハッ。冗談じゃないね、お断りだよ。この娘のことを、辻つじや真ま木き真しん十じゆう郎ろうが狙ねらっているんだろう？　命がいくつあっても足りやしないよ」

「でも、この店の中なら安全なんじゃないですか？　ほら、殺せつ生しよう禁断だって」

「そんなのは、結けつ界かい内では殺されないって、だけの話さ。真木真十郎が来たら、簡単に結界から引きずり出されて、ゴミ虫のように殺される。それがオチだね」

「それでも結界内で殺されないというだけで、他ほかにいるよりはずっと安全ですよ。田た丸まるさんだって、いるんでしょう？」

「あのねえ、坊や。慈善事業をやってんじゃないんだよ。どうしてアタシが金にもならない小娘の保護を引き受けなきゃなんないんだい」

　そう言ってマリィは、憎たらしい顔で煙草の煙を吸い込み、不ま味ずそうに吐き出した。

　どうしたもんか。とにかくマリィにはマキマキを預けられる雰ふん囲い気きではない。たとえマリィを説得して預けることができたとしても、この金に汚い老ろう婆ばはマキマキに何をするかわからない。シンデレラの継まま母ははなんかより、ずっと陰湿にマキマキをいじめるかもしれない。

　ちょこんと行儀よく隣となりに座る、マキマキの顔を見た。どこか眠そうにみえるミステリアスな双そう眸ぼう。彼女も俺のことを見つめ返してきた。この不幸な少女を、俺はどうしたら救うことができるのか。

　チーの助力を得るにしろ、刺客のことを二四時間警戒しなければならなくなる。日中や学校にいるときは、なんとかなるかもしれない。が、夜はどうする？　まさか、俺とたまもとマキマキで、親子のように三人で暮らすわけにもいかない。

　困り果てていると、マリィはイライラした様子で怒ど鳴なってきた。

「ああっ！　そこで黙だまって座られていても、困るんだよ。またいつ真木真十郎が襲ってくるか、わからないんだろう？　あんな化物に来られたら、こっちはたまんないんだよ」

「そんなこと言われたって……ここ以外、頼れるアテなんてないんですよ」

　マリィは不愉快そうに俺を睨にらみ、しばらく黙だまっていた。俺はその視線から逃れるように、しょんぼり下を向くしかなかった。

「……まったく、しかたないね。要は、その娘を真ま木き真しん十じゆう郎ろうから守れればいいんだろう？」

　顔を上げ、マリィの顔を見た。

「アタシは守れないよ。占いが商売だからねぇ。でも、その娘を守れそうな組織には、心当たりがある。やつらなら、その娘に興味を示すかもしれない」

「本当ですか？　お、教えてください」

「ハッ。気軽に言うねぇ。その組織ってのは、カタギじゃあない。坊やには、そいつらと渡りあう覚悟はあるのかい？」

「なっ……カタギじゃないって、もしかして、ヤクザとかですか？」

「ヤクザなんかより、ずっと根深い、地下の組織だよ。表の世界には、決して顔を出さない。なんせ、東日本のマレビトを統括する、闇やみ社会の組織だからね」

「そんなものが、存在するんですか？」

「ああ。カタギの人間はその存在に気づきもしないけどねぇ。実際には驚おどろくほど長い歴史を持つ組織さ。一説によると、鎌かま倉くら時代から存続しているとも云いわれている──」

　はぁ？　鎌倉時代？　なんだなんだ、一気にうさん臭くなってきたぞ。

「──そして時代時代の権力と高度に結びつき、歴史の陰で、霊れい子しに関する闇の仕事を請け負ってきた。現実の社会には、そういった汚い仕事をする組織が存在するってわけさ」

「そんな危なそうな組織が、本当にマキマキを守ってくれるんですか？」

「いいことを教えてやろう。組織にはねえ、マレビトを管理・把は握あくする責任があるのさ」

　マリィはニタリと笑い、俺の顔にシガレットホルダーを指した。

「マレビトの力ってのは、非常に危険だ。そのことは実際マレビトに襲おそわれた坊やも、重々わかっていることだろう。しかしそれは、権力者にとっても同じことなのさ。

　あの真木真十郎に狙ねらわれでもしてみろ。どれだけたくさんのＳＰに守られたとしても、もう一巻の終わり。事故を装う、自殺に見せかける、なんでもアリってわけさ。どんな権力者も、簡単に暗殺されちまう。

　古来より、為政者はマレビトに対抗するため、苦心してある仕組みを築き上げてきた。それは、マレビトに特権を与え、それを保証する代わりに、他のマレビトを管理させること。マレビトにはマレビトをもって制すって仕組みさ。その仕組みにより、為政者はマレビトたちを権力の下に置き、自分たちの身の安全の確保に成功したってわけ」

「その仕組みがマリィさんの言う〝組織〟で、だから、その組織がマキマキを守ってくれる可能性があるってことですか？」

「そのとおり」

　マリィの話が本当だとすれば、その組織は裏で政府と結びついていることになる。テロリストと認定されている辻つじや真ま木き真しん十じゆう郎ろうは政府にとっても敵なわけだし、その辺の利害は一致していると考えてもいいのだろうか？

「あの、ちょっと聞きたいんですが。もしかしてマリィさんも、その組織の一員なんですか？霊れい子しで占いとかできるし」

　マリィの顔が、苦々しい表情に変わった。

「冗談じゃない。アタシはずっと前から独立してやってるよ。まあ先代の頭かしらにはだいぶ世話になったが、いまの頭は狂った男でね。なるべくなら、関かかわりたくない組織だよ」

　この海うみ千せん山やま千せんの神かん無な月づきマリィをして、関わりたくないと言わしめる存在。どれだけ危険な組織だというのだろうか？　しかし、マレビトから身を守るには、マレビトに頼るほかない。それは確かなことだった。

「あとは、坊やの交渉次第さ。幹部の一人なら、紹介してやってもいい。アタシができるのは、そこまで。そっからは、自分たちでやんな」

　交渉って言ったって……。俺もマキマキも、有利に交渉を進める材料なんて、何ひとつ持っていないように思えた。

　少し困って、マキマキの顔を見る。まっすぐに、俺を見つめ返すマキマキ。

「……わたしは、あなたに従う……」

　そんなこと言ったって、お前自身のことなんだぞ、マキマキ……。しかし、全開でその身をゆだねてくる彼女の姿を見ると、なんとか助けてあげたいと思ってしまう。

　ほかに選せん択たく肢しはない。

　俺はマリィに頭を下げ、組織への仲介を頼んだのだった。










07月16日（水）　宵よい　和泉いずみ葉よう介すけ




　マリィのリムジン。車は上うえ野のから浅あさ草くさ方面へと向かっていた。

　タキシード姿の初老の運転手がハンドルを握っている。マリィはいない。

　最後列のシートには、俺とマキマキ、それに田た丸まるが座っている。田丸はマリィのボディガードで、サングラスに角刈りの大男だ。マリィに代わって組織の幹部のところまで案内してくれるという。

　ちなみに綱つな吉よしは、リムジンに乗るのを嫌いやがり、ジョニーウォーカーに連れられて大人おとなしく家に帰っていった。本当に自動車が苦手らしい。

　たまもとは、無事に連絡がとれた。なんでもクレタと入った喫茶店で、なぜか携帯の電波が入らなかったようだ。クレタがお友達を紹介してくれる予定だったが、残念ながら急に先方の都合が悪くなってしまったという。いまはもう家に帰ってきたとのこと。

　マリィのいう組織は浅あさ草くさを本拠としており、裏社会では俗に〝浅草〟という隠いん語ごで呼ばれているらしい。

　〝浅草〟に、たまもと一緒に行くか。俺は迷ったが、結局やめた。たまもには、そんなヤバイ橋を渡らせたくはない。チーを呼び出すにしろ、彼女には非常にケンカっ早いところがある。目的は、マキマキを保ほ護ごしてもらえるよう交渉をしに行くことだ。闘たたかいに行くのではない。

　リムジンは田た原わら町まちの交差点を折れ、北へ向かった。浅草ビューホテルを通り過ぎ、言こと問とい通りも越えた。次第に車は、浅草から遠ざかっているように思えた。

「あの……どこへ行くんですか？」

「マリィからは、お前らを善ぜん七しちのところへ連れて行けと言われている」

　住宅街に入ってしまった。しかし少し進むと、いきなりきらびやかな看板がひしめく歓楽街に出たのだった。客引きが店の前で、しきりに歩行者に声をかけている。

　リムジンを停とめて、田た丸まると外へ出た。ここはどこだ？　普ふ通つうの盛さかり場ばとは少し雰ふん囲い気きが違ちがう。どこか、淫いん靡びな空気が漂ただよっている。

「来たのは初めてか、坊ぼう主ず。ここは、吉よし原わらだ」

　よ、吉原？　吉原って言ったら……オトナの、街じゃないか。

　キョロキョロと、辺りを見回した。急に、街を出歩く全員が俺をだまそうとしているように思えた。まさか、俺はマリィにだまされたのだろうか。

　時代劇とかで、見たことがあるぞ。悪い商人にだまされて、遊ゆう郭かくに売られてゆく貧しい百ひやく姓しようの娘……。泣きながら、おとっつぁ～ん！　と叫さけぶ感じのシーンを。

　無言のまま隣となりでたたずむマキマキ。華きや奢しやで小柄なマキマキは、非常に幼く見える。小学生って言ったって通用するかもしれない。マリィはまさか、こんな少女を吉原に売ろうというのか？

「安心しろ。マリィは女ぜ衒げんじゃねえ」

　俺の心配を知ってか知らずか、田丸がそんな言葉をかけてきた。

　田丸が俺たち一行を連れて行ったのは、ある雑居ビル。一階から四階まで、やたら高額の入浴料のお店だった。しかし、健康ランドという雰囲気ではない。

　そのビルに、何の躊ちゆう躇ちよもなく田丸が入ってゆく。俺はマキマキの手を引いて、勇気を出して田丸の後についていった。

　向かったのは、地下。飾かざりっ気けのない真っ黒な扉とびら。開くと、そこは小こ洒落じやれたバーになっていた。外に看板の類たぐいは一切なかった。

　田丸がカウンターのバーテンに声をかけると、俺たちは奥のテーブル席に通された。使い込まれた革のソファ。マキマキには大きすぎて、座りにくそうだった。

「何か飲まれますか？」

　バーテンがたずねると、田た丸まるはウイスキーのロックを注文した。フルーツカルピスはないとバーテンが告げると、マキマキはこの日一番の悲しそうな顔をした。

　店内をあらためて見回してみる。十人ほどの客は、すべて女性だった。しかも、それぞれが妙に色っぽい、オトナの女性だった。

　ふっくらした唇くちびるの美女と、目が合った。彼女がウインクをしてきたので、俺はなんだか恥はずかしくなって下を向いてしまった。

　ほどなくして、入口の黒い扉とびらが開いた。

「来たな。あれが、幹部の善ぜん七しちだ」

　俺は、目を疑った。

　巨体。スキンヘッドに白のタンクトップ姿の男。二メートルはある長身に、ウソみたいな筋肉がついている。僧そう帽ぼう筋きんが山のように盛り上がり、ほとんど首がないように見えた。巨大な大胸筋、丸太のような太い腕。アメコミを思わせる、過剰なまでのマッチョ男だった。

　凶悪な目つきで、店内に田丸の存在を確認すると、男はゆっくりとこちらへ向かってきた。片手には、トカゲの入ったテキーラ。ラッパ飲みしながら歩いてくる。酒を流し込むその喉のど元もとには、でかくて重そうな銀の髑どく髏ろのネックレス。下半身は革パンにブーツをはいていた。

　スキンヘッドは善七という名らしいが、まったく善人っぽくは見えない。むしろ極悪セブンとか、そういう名前のほうが似合いそうな男だった。

「なんだ田丸。殴りこみにしちゃあ、装備がショボいじゃねーか。オマケに子連れだ」

　チラリと善七に睨にらまれただけで、俺は萎い縮しゆくしきってしまった。

「残念ながら、今日はケンカをしに来たんじゃない。お前を殺すのは、もう少し先にしといてやる」

「へっ、口の減らない野郎だぜ」

　善七は田丸と向かい合うようにして、深くソファに腰をかけた。ほぼ同時に注文を聞きにくるバーテン。へつらうような表情で、俺たちへの態度とは明らかに違う。善七は持ってきたテキーラをテーブルに置いて、煙けむたそうにしてバーテンを帰した。しかし、酔っているわけではなさそうだった。

「で、用件はなんだ。まさか、この俺に子守りを頼みに来たわけじゃねーだろう」

「その、まさかだ」

「なに？」

　慌あわてて俺は二人の話に入って、たどたどしく経けい緯いを述べた。マキマキのこと、真ま木き真しん十じゆう郎ろうのこと、マレビトに襲おそわれたこと。そして、俺自身のことを。話を聞く善七の目が、みるみる鋭くなっていった。

「あの……それで、善ぜん七しちさんのほうでこのマキマキを保ほ護ごしてもらえないかとお願いをしに来たわけでして……」

　しばらく善七は野太い腕を組み、黙だまったままだった。やがて出てきた答えは、こうだった。

「できねえな、坊ぼう主ず」

「え、どうしてですか？　このままじゃマキマキは、殺されちゃうかもしれないんですよ。そりゃ、お金とかはぜんぜん持ってないんですが……」

「そうじゃねえ。いいか坊主。俺はもともと、この街の女を守る仕事をしている。女の中には、暴力を振るう間ま夫ぶから逃げてきたのもいるし、客の中にはストーカー化するのも多い。そんな困った男どもにゲンコツをくれてやるのが、俺の表向きの仕事だ──」

　俺はハンマーのような善七の拳こぶしを見て、息を飲み込んだ。あんなもので殴られたら、首の骨を折ってもおかしくない。

　だけど表向きの仕事って……。暴力を振るうのであれば、それでも十分非合法だと思うんですが。

「──いまさら守る女が一人二人増えようが、どうということはねえ。ましてその娘がマレビトなんであれば、その保護は〝組織〟の責任でもある。そこの田た丸まるみたいに、たまに組織から外れるのもいるが、一応マレビトってのは組織に所属して管理されるってのが、いにしえからの掟おきてだからな」

「それならなおさら、マキマキを守ってくれたっていいじゃないですか」

　善七は眉み間けんに皺しわを寄せ、俺を睨にらんだ。

「問題は、真ま木き真しん十じゆう郎ろうだ。坊主」

「へ？」

「真木真十郎ってのは、裏の世界じゃちっと名の通った化物でな。そんな奴やつと対たい峙じするってんじゃ、俺ひとりの裁量じゃどうにもならん」

「そんな……」

「むしろ俺がわからねえのは、お前のことだ、坊主。なぜお前が、今日まで無事に生きてこられたのか、不思議でならねえ」

「いや、だからさっき説明したように、チーや綱つな吉よしが助けてくれて──」

「それだよ。お前はそんな強力な霊れいに憑つかれていて、本当になんともねえのか？」

「え。別に、普ふ通つうですけど……」

　なぜそんなことを聞いてくるのか、俺のほうが不思議だった。

　また善七は腕を組み、考え込む仕草を見せた。

「どうなんだ、善七。こいつらをダンザに会わせてみちゃ。案外気が合うかもしんねえぜ」

「お頭かしらに会わせるってか？　そりゃ、かまわねえけどよう──」

　善七は、急に困った顔になって俺たちを見た。その表情には、意外と愛あい嬌きようがあるように思えた。

「──ま、いいか。生きるの死ぬの言っているやつらだからな。背に腹は変えられねえだろう。だがな、オススメは、しねえぜ？」

　この異様なほど強そうな善ぜん七しちが、会わせるのを躊躇ためらっている。どんなに恐ろしいお頭かしらだというのだろうか？　しかし──

「あの、そのお頭さんが許可をすれば、マキマキは、組織で守っていただけるんですか？」

「ま、そういうことになるけどよ」

　であるならば、俺たちに選択の余地はなかった。

　まだ少し困こん惑わくした表情の善七に、俺は必死に頭をさげた。










07月16日（水）　夜　和泉いずみ葉よう介すけ




「ほいじゃ、あとはよろしくな、善七」

　バーを出ると、田た丸まるが片手をあげてそう言った。

「ちょっ、田丸さんも、ついて来てくれるんじゃないんですか？」

「おいおい、これからダンザに会うんだろう？　勘弁してくれよ、俺は帰るぜ」

　田丸はサングラスの上からでもわかる、強烈なしかめっ面つらをしてみせた。そして無責任にも俺たちを善七に預け、夜の吉よし原わらに消えていったのだった。

「じゃ行くぞ、ガキども。乗れ」

　すでに善七は、ビルに横付けされたバイクに跨またがっていた。アメリカンタイプの黒い大型バイク。やけに乗り心地の良さそうなサイドカー付きだった。

「サイドカーには、女が乗ることになっている。坊ぼう主ずは、俺の後ろだ。ほれ」

　ハーフのヘルメットを渡された。やけにデカい背もたれと、善七の背中の間に挟はさまれるようにしてバイクに乗るほかなかった。善七はノーヘル。巨大な背中で、まったく前が見えない。

　マキマキも大人しくサイドカーに乗り込み、ちょこんとヘルメットをかぶった。その姿は俺に、行儀の良いこけしを連想させた。

　一度エンジンをふかし、善七は勢いよくバイクを発進させた。

　浅草方面へと進むアメリカンバイク。俺は善七の隆りゆう々りゆうとした後こう背はい筋きんに威圧されてよくわからなかったが、どうやら六区ブロードウェイという通りに到着したようだった。

　演芸場やストリップ劇場、場外馬券売り場などが並び、ネットに囲まれたフットサル場なんかも見える。戦前は、ここが日本一の歓楽街だったらしい。が、今では観光地のような、どこか牧歌的な雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　善ぜん七しちがバイクを停とめたのは、ボウリング場の前だった。

「ま、ここにいるんじゃねえかな、たぶん」

　キーも抜かずに、善七はボウリング場へ入っていった。この街には、彼のバイクを盗むような愚か者はいないのだろう。

　マキマキの手を引いて、善七を追った。善七が向かったのはボウリングのレーンではなく、併設のゲームコーナーだった。

「アチョーッ！　アータタタタタタタタ！」

　店内に響ひびく奇声。ゲームの音ではなく、生身の男の甲かん高だかい声だ。迷わず善七は、その奇声のするほうへ進んでいった。

　ゲーム台の間から、奇声の主が見えてきた。若い男、格かく闘とうゲームに熱中している。しかし、その服装は奇き妙みようなものだった。赤い着流しに、雪せつ駄た履ばき。着物の背中には力強い毛筆で「Rock!」と書かれていた。

「あのムチャクチャに叫さけびながらゲームをやってんのが、うちのお頭かしらだ。坊ぼう主ず」

「へ？　闇やみの組織のボスが、ゲーセンなんかで遊んでるんですか？」

「勝負事が大好きでな。見み境さかいなく他人を巻き込むんで、ここで遊んでんのが一番無害なのさ」

　なんだそりゃ。俺は半分あきれて、着流しの男のほうを眺ながめた。短たん髪ぱつに、短いアゴヒゲ。中肉中背、貧弱そうな体つき。ゲームの中で技を決めるごとに、大声でわめき散らす姿。

　チンピラ。そういう表現が、実にしっくりとくるような男だった。とてもマリィが説明したような、闇やみの組織の長おさのようには見えなかった。よっぽど善七のほうが、それっぽい。

　ただゲーム画面を見つめる目つきだけは、驚おどろくほど鋭かった。

「オラ！　オラオラオラオラ！」

　格闘ゲームのほうで男が操っているキャラは、パンダだった。対戦相手は、金髪に白いドレスの少女。パンダはその太い腕で容よう赦しやなく金髪の少女を殴りつけ、ガンガンとゴリ押しをしてとどめを刺した。ＫＯ。

「ハッハーッ！　どうだこのオカマ野郎！　男のくせに、女キャラなんか使いやがって！」

　男は満面の笑みで、対面にいるリアルの対戦者を罵ののしっていた。男がゲームで女キャラを使ってはいけないのであれば、パンダを使っている自分はどうなのだろう。

「しめたぞ、坊主。勝ったときは、機き嫌げんがいい」

　善七はそう言って、急いで着流しのチンピラの肩かたに手をかけようとした。しかしそのとき、画面に「New Challenger!!」の文字が現れた。善七は舌打ちをして、出した手を引っ込めた。

「勝負の最中に声をかけると、機嫌が悪くなっちまう」

　挑戦者の選択したキャラは、真ん中がハゲあがった白髪しらがの空手家だった。

「へへ。来たか、じいさん。このおれが、冥めい土どに送ってやらあ」

　格闘が、始まった。やかましい連打音にもかかわらず、チンピラの劣勢のようだった。フィニッシュには華か麗れいな空中コンボを決められて、パンダはＫＯされた。

「……なに、勝負は三回戦だ。最後に勝ったのが、勝者ってなもんよ」

　二回戦は、一方的な展開だった。ハゲの空手家のコンボが何度も決まり、なすすべなくパンダは地べたを這はいつくばった。パンダの攻撃は、一度も当たっていない。パーフェクト負けだった。

「イカサマだっ！」

　いきなりゲーム台を叩たたいて、チンピラが立ち上がった。

「あの空手家のじじいはなぁ、使っちゃいけねえキャラなんだよ！　そもそもの話、三回戦勝負なんだから、二回戦目は勝ちを譲ゆずるってのが、仁義ってもんじゃあねえのかいっ！」

　チンピラは顔を真まっ赤かにして、向かいのゲーム台へ回りこんで怒ど鳴なり散らしていた。

　対戦者。ハゲの空手家を操っていたのは、制服姿の男子高校生だった。ポカンとした様子で、チンピラの顔を見ている。

「え。使っちゃいけないキャラとか、そんなルールはないと思いますが……。第一、あんたさっきからいっつも、二回戦でストレート勝ちしてたじゃないですか」

「うるせえっ！　こいつァ理屈じゃねぇんだよ！　生意気な野郎だ。表ェ出やがれっ！」

　しばらく押し問答になっていたが、善ぜん七しちは一向に介入しようとはしなかった。この難癖のような争いも、勝負だというのだろうか？

　やがて相手の高校生と同じ制服を着た男たちが集まってきた。どうやら四人でゲームセンターに遊びに来ていたようだ。別に不良という感じではない、普ふ通つうの高校生。スポーツバッグを持っているところを見ると、部活の帰りなのかもしれない。

　人数が集まって気が大きくなったのか、最初は面めん倒どう臭くさそうにしていた高校生も強気になってきた。

「上等じゃねえかこの野郎、まとめて相手になってやらあ！」

　チンピラは意気揚々と、四人の高校生たちと店の外へ出て行った。

　俺は、隣となりの善七の顔を見上げた。

「あの……あのおかしなお頭かしらさんも、マレビトなんですよね？」

「そうだ」

「だったらマズくないですか？　止めなくて、いいんですか？」

　善七は苦笑し、肩かたをすくめただけだった。




　お頭は、成人劇場脇わきの路地裏でリアルにＫＯされていた。

　ボコボコにされて、地べたに仰あお向むけになって倒たおれている。鼻血も出ている様子だった。

　善七は、俺やマキマキと一緒に目立たない場所から、その様子を眺ながめていただけだった。四人の高校生たちは、なおも倒れた男を囲んでいる。

「なんだコイツ。さんざん威勢のいいこと言っておいて、てんで弱いじゃんかよ」

「……おれァ、まだ負けちゃいねえぞ……」

　チンピラは、高校生のズボンの裾すそを弱々しく摑つかんだ。一人が、男の頭をサッカーボールのように蹴けった。にぶい音がした。

「どうする？　気を失っちまったみたいだぞ？」

「これだけ迷めい惑わくをかけられたんだ。賠ばい償しようしてもらおうぜ」

　高校生たちは、気絶した男のふところを探り始めた。どうやら財布を物色しているようだ。

「……その辺に、しといてくれねえか」

　そのとき、善ぜん七しちが初めて高校生たちに声をかけた。山のような善七の巨体を目まの当あたりにし、彼らの表情はみるみるこわばってゆく。

「お前らの勝ちだ。それでいいだろう？　くだらねえ罪まで、背負うことはねえ」

　四人の高校生たちは慌あわててスポーツバッグを持って、逃げるようにして去っていった。

　情けない姿で地面に横たわるチンピラ。片手で軽そうに担かつぎ上げ、善七は俺たちのように振り向いた。

「悪いが紹介すんのは、お頭かしらが起きてからになりそうだ」

　自ら高校生にケンカを売り、あまつさえ、そのケンカに負ける男。そんな人間に、マキマキを守ることができるのだろうか。

　善七の肩かたでぐったり伸びているチンピラを見ながら、俺はとてつもなく心細い気持ちになった。







「泣かせる話じゃねえか。ええ？　肉親から、命を狙ねらわれる悲シ劇げきの少女。くーっ！　よしわかった！　マキマキは、この浅あさ草くさ弾だん左ざ衛え門もんが責任をもって預かろうじゃねえか！」

　チンピラは座ざ布ぶ団とんの上であぐらをかき、膝ひざをポンと叩たたいた。顔はアザだらけで、片鼻からは血のにじんだ脱脂綿が飛び出している。

「あの……そんな簡単に言いますけど、本当に、マキマキを守ってくれるんですか？」

「おう、あたぼうよっ！　おれァなあ、やると一度決めたもんは橋が落ちたってやり通すのよ」

　威勢のいいこと言ってるけど、あんたさっき高校生にケンカで負けてたじゃないかよ……。もしかして、頭を強く打ちすぎたのだろうか？

「よかったじゃねえか、坊ぼう主ず。ここで面倒を見てくれるってよ」

　横から善七が、俺に愛あい嬌きようのある笑顔を見せた。

　俺とマキマキはいま、浅草弾左衛門と名のる男の屋や敷しきに来ている。さきほどのチンピラの家だ。本名は矢や野のというらしい。さきほど表札にそう掲げられていた。

　純日本風の大きな邸宅。俺たちがいる和室からは、立派な庭が見えていた。小さい池があり、水みな面もに満月が映っている。庭の石いし灯どう篭ろうには灯ひがともり、縁えん側がわには蚊か取とり線香がたかれていた。

　閑静な住宅街にでもありそうな邸宅だったが、その立地は異常だった。

　浅あさ草くさ松まつ屋や。東とう武ぶ伊い勢せ崎さき線せんの駅と繫つながった老舗しにせのデパートの屋上に、こんな屋や敷しきが建てられているのだった。

　このデパートは現在、四階から七階まで立入禁止となっている。善ぜん七しちの話によると、なんとそこは結けつ界かいとなっていて、屋上に幽ゆう霊れいが進入して来るのを阻はばんでいるとのことだった。屋上にも巧こう妙みようにカモフラージュがほどこしてあり、この屋敷が外部から確認できないようになっているという。

　浅草弾だん左ざ衛え門もんとは、組織のお頭かしらが代々名のる世せ襲しゆうの名前とのこと。目の前の青アザだらけの男で、二十二代目なのだそうだ。また、彼は大金持ちであるらしい。そりゃそうだろう。なんせ、デパートの数フロアと屋上を専有しているのだから。

　しかしこの男が、闇やみの組織の頭とう領りよう？　マリィから話を聞いたときのイメージと、ずいぶん違ちがう。あっけなくマキマキを保ほ護ごしてくれるというのも、意外だったが……。

「なんでえ、なんでえ、葉よう介すけ。そのシケった面つらはよう」

「あ、いや。ちょっとマキマキのことが心配になって……」

　彼女は行儀よく、俺の隣となりに座っている。俺に任せる、と言うだけで、無口なマキマキはあまり意見を言わない。

「どーんと、大船に乗ったつもりでいろってんだ。おれァ不沈船だぜ、タイタニックってなもんよ」

　アザだらけの顔で言われても、何の説得力もない。そもそもタイタニックって船は、沈んだことで有名なんだよっ。こんな男にマキマキを預けて、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　マキマキの顔を見る。彼女はのん気に、グラスのカルピスを飲んでいた。

「ただいま。あれ？　お客様？」

　声のした縁側のほうへ振り向くと、見覚えのあるセントバーナード。そして、見覚えのある盲目の女性が立っていた。昼間、俺とマキマキを烏からす天てん狗ぐから救った、あの盲目の主従だった。

「あれ？　つどいさんじゃないですか！」

「その声は、葉介くん。そう……ここへ、やって来たのね……」

「なんでえ。お前らすでに、知った仲なのか？」

　偶然の再会にもかかわらず、つどいさんの声のトーンは低かった。しかし偶然とは言えないのかもしれない。マレビトと呼ばれる人間が、そう世の中にたくさんいるとも思えず、またここはそのマレビトを統括するという組織なのだから。

「もしかして、つどいさんも、ここで守ってもらってるんですか？」

「私は……」

「おう。つどいは、おれのかわいい妹だ。仲良くしてやってくれや。つどい！　こっちにいるマキマキって娘っこを、うちで預かることになった。挨あい拶さつしとけ！」

「……よろしくね、マキマキさん」

　つどいさんは、正確にマキマキの方向に顔を向けていた。

「……よろしく……」

　マキマキも、ペコリとお辞じ儀ぎをした。昼間、見ず知らずの俺たちを助けてくれた、つどいさん。弾だん左ざ衛え門もんの妹だという。そのことに、ちょっぴり安心感が芽生えた気がした。

「よかったな、坊ぼう主ず。円まるく収まってよ。困ったことがあったら、遠えん慮りよなく俺に言え──」

　善ぜん七しちが、大きな手で俺の頭を撫なでた。

「──あとお頭かしらの前で、勝負って単語は禁句だ。それだけ気をつけろ。面めん倒どう臭くせえことに、なるからよ」

　彼は声をひそめて、人ひと懐なつっこそうに微笑ほほえんだ。最初の印象より、ずっと優やさしい人物なのだと思った。

「ん？　いま何か、勝負って聞こえなかったか？」

「気のせいだぜ、お頭」

　不安はある。

　しかし、不安なんて、どこへ行ったって一緒なのだ。少なくとも俺は、この家でマキマキを預かってもらうことについては、そんなに悪いことじゃないと、思いはじめていた。










★★★★★




　やあ。ポーだよ。

　今夜は満月だねえ。なんか満月を見るとさ、心がウキウキしてこない？　ぼくはウキウキするんだよね。ああ。まんまるで、綺き麗れいだなあ。

　ぼくはいま、いつもの霊れい狐こ塚づかからお月さまを見上げている。こんなにお月さまが綺麗なのに、タクゾーさんは深刻そうな表情で、なにか考えごとをしていた。

「ねえ、タクゾーさん。そんな考え込んだってムダだって。それより見て見て。ほら、綺麗だよ、お月さま」

「のん気だな、ポーは。霊れい子し対たい流りゆう網もうは、いまだ回復していないのだぞ？」

「大丈夫だって、たぶん。そもそも霊子対流網ってさ、ニンゲンが造ったものなんでしょ？だったらニンゲンに任せればいいじゃん。ぼくたち狐きつねが悩むことじゃ、ないんじゃないかなぁ」

「ニンゲンか……。いまの弾左衛門がもう少しマシな男であれば、任せてもよいのだがな……」

「へ？　だれ、そのダンザエモンって。初耳なんですけど」

「まったく……。気き狐こだというのに、弾だん左ざ衛え門もんも知らないのか、ポーは」

　タクゾーさんは呆あきれた顔をして、ぼくに弾左衛門について解説してくれた。東日本のマレビトたちを統括する〝浅あさ草くさ〟と呼ばれる組織の頭とう領りよう。先代の弾左衛門はずいぶん立派な人物だったんだけど、いまの代は人格的に問題があるヒトらしい。ふ～ん。

「──ちなみに弾左衛門を頂点とした制度自体は、歴史的に実在したかなり古いものでもある」

「へえ。昔からいたヒトなんだねえ」

「弾左衛門は封建時代、士農工商の外の身分として差別されたエタ・非人の頭領として、隠いん然ぜんたる権力を持った実力者だったのだ」

「え……。差別されていたって、もしかして、かわいそうな人なんじゃないの？」

「エタ・非人とされた下しも々じもの者は、大衆から激烈な差別を受けていただろう。しかし弾左衛門の実態に関しては、現代人が素朴に抱くイメージとは、いささか掛け離はなれている。弾左衛門は、幕府から様々な特権が与えられていた。皮革産業の独占、灯心の製造販売の独占など、それら特権を背景にした財力は、大名並みとも、豪ごう商しよう三みつ井いに並ぶとも称たたえられていたのだ。

　実際、弾左衛門の支配下は裁判権などが独立した治外法権が認められていた。権限としては大名に近いともいえる存在だったのだ」

「なにそれ、ぜんぜんかわいそうじゃないじゃん。むしろズルいよ、特権とかさ」

「ポーがそう考えるのも無理はない。しかしそのズルいという感情が、差別を助長するものでもあるのだ。そもそも古今東西を問わず、差別と特権というものは表裏一体の関係にあるのだよ。たとえば中世のヨーロッパでは、ユダヤ人たちが激烈な差別を受ける代わりに金融業を営むことを認められていた。また現代においてさえ、注意深く社会を観察すれば、決して明文化されることのない差別と特権の関係を見み出いだすことができるだろう。

　この辺はデリケートな問題なので、ポーには少し難しい話かもしれないがな」

「ちょっとバカにしないでよ。アレでしょ。差別はいけないって話でしょ？　ぼくだってねえ、いっつも子供っぽいとか差別されているんだ。気狐なのに。いやになっちゃうよ。差別はぜったいにダメなんだ」

「……まあいいだろう。とにかく江え戸ど時代、弾左衛門は特権を背景にした莫ばく大だいな財力を誇ほこっていたわけであるが、その財力を何に使っていたかについては、考こう慮りよすべき価値がある」

「え？　贅ぜい沢たくしてたんじゃないの？　金きん箔ぱくとかむしゃむしゃ食べたりしてさ」

「権利には、責任が伴う。ここで注目したいのは、弾左衛門を頂点とした被差別民のシステムが、江戸の福祉を担っていたと考えられる点だ。

　地方から江戸へ流入してくる野の非ひ人にん（ホームレス）の管理、溜ため（罪人の病院）の管理などが、弾だん左ざ衛え門もんの責務に組み込まれていたのだ。溜ためは、罪人の病院としてだけでなく、貧民の病院としても機能していた。これらに福祉という一面があったことは間ま違ちがいない。

　もちろん現代人の目から見たら、はなはだ不十分な福祉ではあっただろう。しかし、間ま引びきや姥うば捨すてなどの非人道的な慣習が横行していた時代において、特権を背景にした福祉が存在し機能していたことは、現代人が注目すべき事実であろう」

「……う～ん。ぜんぜんわかんないよ。あのさ、そんな話する必要あるの？　もしかしたらタクゾーさんは忘れているかもしれないけどさ、ぼくたちは、狐きつねなんだよ？　わかってる？」

「ふむ。ならば我々霊れい狐こにも、少し関係のある話をしよう。弾左衛門には、隠おん密みつのような役割もあったという考え方もできるのだ」

「なにそれ。隠密って、もしかして忍者のこと？　いいじゃん、いいじゃん。がぜんカッコよくなってきたよ」

「たとえば忍者を扱った白しら土と三さん平ぺいの劇画『カムイ伝』には、隠密頭がしらのような存在として浅あさ草くさ弾左衛門が登場する。これはあながちフィクションだとも言いきれない」

「へえ、どういうこと？」

「古来より、諜ちよう報ほう活動には多くの芸能民・漂ひよう泊はく民みんが関かかわってきた。旅芸人などが、各地の情報を収集するなどしてな。俳人として各地を旅した松まつ尾お芭ば蕉しようが、実は隠密だったという説もあるほどだ」

「松尾芭蕉って、〝ふるいけや〟のヒト？　ウソでしょう？」

「まあ芭蕉の件は極論としても、芸能民が諜報と密接に関わってきたことは確かだ。そしてその芸能民が江戸において実は、弾左衛門の支配を受けていたのだ。現在でも日本の伝統芸能として人気のある歌か舞ぶ伎きでさえ、弾左衛門の支配下だった。歌舞伎が弾左衛門から独立したのは、二代目市いち川かわ団だん十じゆう郎ろうの時代だ」

「ふ～ん。もしかしたらエビゾーも隠密だったから、六本木で殴られたのかもしれないねえ」

「ん？　いったい何の話だ？　ポー」

「……いや、いいや。タクゾーさん興味なさそうだから。話のコシを折ってごめんなさい」

「うむ。では次は江戸時代の諜報と乞こ食じきとの関係についてだ。たとえば間ま宮みや林りん蔵ぞうという有名な隠密には乞食に変装したという逸いつ話わが残っているが、この乞食というのが実は──」

「ちょっ、タクゾーさん。いいかげんにしてよ。話長いよっ！　もういいって。信じるからさ。弾左衛門は忍者の親分、それでいいんでしょ？」

「それだけじゃないぞ、ポー。弾左衛門は相当な武力を持った集団の長おさとしても世間に認められていてだな、たとえば幕末には弾左衛門は薩さつ摩ま藩はんから倒とう幕ばくの側に与くみするよう勧かん誘ゆうされ、それに危機感を抱いた幕府の奥医師が──」




　……タクゾーさんは、狂ったように話を続けている。

　あ～あ。もう止まんないや。これさえなければ、タクゾーさんはいい狐きつねなんだけどなあ。

　お月さまは、まんまるだった。満月だから、タクゾーさんのテンションも上がっちゃったのかな。お月さまは、やっぱりすごいや。

　ぼくはときどきタクゾーさんに相づちを打ちながら、ずっと、まんまるのお月さまを眺ながめていた。







[image: 恋する鬼門のプロトコル3]










07月18日（金）　天てん王のう寺じ真しん一いち




　終業式。今日で一学期が終わり、明日から夏休みに入る。

　体育館で校長の長い話を聞き、教室で通知表を受け取った。学校の成績などにあまり興味はなかったが、葉よう介すけは僕の通知表を見てひどく落ち込み、前まえ田だの通知表を見て安心していた。

　マキマキが、真ま木き真しん十じゆう郎ろうの手の者に襲おそわれたらしい。葉介の話によると、〝浅あさ草くさ〟という闇やみの組織にマキマキを保ほ護ごしてもらうことになったという。昨日からマキマキは、アメリカンバイクのサイドカーに乗って登下校している。善ぜん七しちという、筋肉の塊かたまりのような男がマキマキを護衛しているようだ。

　どうして勝手にマキマキを闇の組織なんて胡う散さん臭くさい団体に連れて行ったのだ。そう言って加か納のうマルタは葉介に激怒していたが、いまでは納なつ得とくしている様子だった。今朝などは校門前で、善七のスキンヘッドを興味津しん々しんの顔で撫なでていた。

　綱つな吉よしをキャプチャする手段は、いまのところない。初めは一日だけの学校見学という約束だったはずだが、なし崩し的に、綱吉は毎日学校に来ていた。生しよう類るい憐あわれみの令を四し民みんに押し付けたという強引さが、霊れいとなっても遺い憾かんなく発揮されているのかもしれない。しかし意外にも生徒の間では、かわいいと人気があるようだった。

　帰りのＨホームＲルームが終わり、マキマキはバイクで〝浅草〟へ送られていった。

「部活には、休みなんてないと思いなさい。いい？　この休みをどう過ごすかで、人生で泣くか笑うかが決まると言っても過言ではないわ」

　天てん文もん台だいで、加納マルタがホワイトボードをバンバンと叩たたいた。ボードには、『超常現象研究部　夏の大合宿計画』と書かれている。

「善は急げよ。今日から全員、うちの旅館に泊まりなさい。私が性しよう根ねを叩き直してあげる。ビシバシしごくから、覚悟しなさいよ」

「あのさ……。必要ないだろう、合宿なんて。運動部じゃないんだぞ？」

「なによ和泉いずみ、生意気に。結束力が、集団の力を最大限まで高めるのよ。和を乱す者は、容よう赦しやなく粛しゆく清せいされるわよ」

『うむ。楽しそうじゃのう、おマル。余よも行くぞ、大合宿に』

「ちょっ、殿はいいでしょうに。合宿にまでついて来なくたって。第一、来月はお盆とかあるんでしょ？　いいかげん帰ってくださいよ」

「なぜじゃ。余はずっと、ずっとずっとヨースケのスケと一緒がいいのじゃ！」

　うるうると瞳ひとみを潤うるませながら、綱吉は葉介のことを見上げていた。

「ああ、綱吉ちゃん！」

　新にい美みが綱吉の体を、ぎゅっと抱きしめた。

「葉よう介すけ、一緒にいてあげてっ！　そりゃ、複雑な家庭の事情があるのはわかってる。でも、兄弟なんでしょ？　こんなに一緒にいたがってるじゃない」

　泣きそうな顔で、新にい美みが葉介のことを見つめた。葉介は少し困った顔をして、頭を搔かいていた。

『おたまの言う通りじゃ、ヨースケのスケ！　おたまは本当によい娘じゃのう』

「ねえ葉介、お願いよ。夏の間だけでも、綱つな吉よしちゃんと一緒に過ごしてあげて！」

「……あのなあ、たまも。そうやって俺を悪者みたいに見てるけどさ、この殿に関して、俺に主しゆ導どう権けんなんてひとつもないからな！」

『おたま～。ヨースケのスケが、余よをいじめよる』

　新美は綱吉を抱きかかえ、よしよしと頭を撫なでていた。

　バンバンとまた、ホワイトボードを叩たたく音がした。

「とにかく、合宿だかんね！　いい？　一人はみんなのために、みんなは一人のためによ！」

　合宿。集中的に、あの女め狐ぎつねの体を調べるチャンスかもしれない。知りたいことは山ほどある。

　しかし僕の思考は、あるメールの着信によって中断された。歓迎すべき、知らせだった。

「……加納、合宿はかまわないが、今夜からは無理そうだ」

「は？　なんでよ、天てん王のう寺じ」

「マリィから、悪あく霊りよう退治の依頼が来た。急ぎの、案件らしい」

　それを聞いた加か納のうマルタの瞳ひとみは、今日一番の輝きを見せた。




　僕の家の、地下室。

　予備のモバイルＰＣを手渡すと、加納マルタはひどく怪け訝げんそうな顔をした。

「なによ、これ」

「君には悪霊をキャプチャするための、バックアップをしてもらいたい。チーは無駄なほど好戦的だ。下へ手たをすると、キャプチャ前に退治されてしまう可能性もある。二人でsenreiを使うことによって、少しでもキャプチャの成功率を上げたいのだ」

「普ふ通つうに、チーに頼めばいいじゃない。とどめは刺さないでって。私ならそうするわ」

「それができれば、苦労はしない。あの女狐は、僕の言うことなど聞きはしないからね」

　先ほどこの部屋で、葉介が血液でチーを呼び出した。出てきた途と端たん、彼女は僕に向かって子供じみたアカンベーをしてみせた。

　葉介の願い出により、チーは悪霊を退治することには了承してくれた。葉介はマリィに借金があり、悪霊退治を行うことで、そのギャラ分を返済に充てる、ことになっている。

　チーは大事な話があると言って、葉介と二人で部屋を出て行った。

　実は葉介の借金は、すでにチャラになっている。そのことに、彼女が感づいていなければ良いのだが……。気をつけなければなるまい。

　ちなみに綱つな吉よしは、すでに葉よう介すけが家に送っていった。僕はキャプチャの邪じや魔まになることを危き惧ぐしていたのだが、彼のほうも悪あく霊りよう退治などに興味はない様子だった。彼にとってはお笑い番組を見ることのほうが、希少な体験であるようだ。

「ま、悪霊退治は楽しそうだからいいんだけどさ、もうちょっと何とかなんないの？　これ」

　加か納のうマルタが、モバイルＰＣを指して言った。

「なにが言いたい」

「デカいのよね、ＰＣってさ。ケータイで使えないの？　このアプリ」

「幽ゆう霊れいの捕ほ獲かくは、保存用量が小さい。ケータイでもおそらくsenreiは問題なく動くと思う。しかし、いまはそれをテストする余裕がない」

「なによ。あんた逃げてんじゃないの？　問題解決には、全力で取り組みなさいよね」

　不満そうに口を尖とがらせる加納マルタ。

「合宿をするのだろう？　そこでチーの毛をもらえれば、いくらでもテストができる。今日のところは、モバイルＰＣを使ってくれないか」

「……ま、それもそうね。いいわ、合宿の楽しみに、とっておく。こうして天てん王のう寺じが私に頭を下げて、頼んでるわけだし」

　頭まで下げた覚えはない。しかし喜ばしいことだった。このひどく扱いづらい加納マルタが、キャプチャに協力することに、同意をしたのだ。

　葉介たちは、まだ帰ってこない。その間に、僕は加納マルタにsenreiの使い方を説明しておくことにした。

　モバイルＰＣの使い方に、不慣れな彼女。僕が操作方法を詳しく教えていると、突とつ然ぜん、彼女は体をのけ反ぞらせ、怒ど鳴なってきた。

「あんた、なに考えてんのよっ！」

「なんの話だ？」

　加納の顔は、真まっ赤かになっていた。

「手よ。あんたいま、私の手に触さわったじゃない！　二人きりだからって、いい気になんないでよねっ！」

　手か。確かに触ったかもしれない。

「手に触れたのが気に障さわったのならば、謝あやまる。とにかくいまは、senreiの使い方を覚えてくれないか？」

「……ま、まあ、いいけど」

　うるさかった加納マルタが、急に大人おとなしくなった。僕は加納マルタに触れないよう、注意しながら残りの説明をしていった。

「ねえ天王寺……」

「なんだ？」

「あんたがそんなに触さわりたいってんならさ。……いいわよ。手ぐらい触ったって」

　僕は少し呆あきれて、彼女に言ってやった。

「誰だれがすき好んで、わざわざ君の手に触れるというのだ。気持ち悪い」

　僕は思いっきり、顔を引っかかれた。眼鏡めがねがキーボードに落ちた。

「このバカ！　変態！　アンドロイド！」

　僕に理不尽な傷を負わせた加か納のうが、稚ち拙せつに僕を罵ののしっていた。意味がわからない。

　やれやれ。新にい美みやチーだけでなく、加納マルタもまた、コントロール不能な人物ということか。彼女は現場で、僕の想定通り動いてくれるのだろうか。

　裸ら眼がんでぼやけた加納の顔を見ながら、そんな懸け念ねんが、僕の脳神経を伝達していた。










07月18日（金）　夜　和泉いずみ葉よう介すけ




　天てん王のう寺じの家を出て、谷や中なか墓地へやって来た。

　俺の手を引っ張るチー。大事な話があるという。

　谷中墓地の桜並木には青々と葉が繁しげり、トンネルのように道を覆おおっていた。並木道はＪＲ日につ暮ぽ里り駅への抜け道となっていて、意外と人通りは多い。当然、墓地なので幽ゆう霊れいの姿も多かった。

　チーの耳や尻尾しつぽを不思議そうに眺ながめる人間たちと、元人間ゆうれいたち。もし声をかけられたら、どう誤ご魔ま化かそうとか、俺は少しヒヤヒヤしながらチーの後を歩いていた。

「なあチー。なんだよ、大事な話ってさ」

　彼女は振り向いて、その紅あかい瞳ひとみでまっすぐに俺を見つめてきた。目つきはたまもと比べ、だいぶ大人っぽくなる。

「……綱つな吉よしはんの、ことどす」

「え？　殿が、どうかしたのか？」

「あの方は、素晴らしい方どす。なんせ呪のろいを抑えるほどの結けつ界かいを張れまっさかい。綱吉はんが居はれば、葉介はんはたまもと、自由に触れ合うことができはります」

「結界？　そういえばそんなこともあったけどさ。それなら本人に言えばいいじゃないか。殿のことだから、喜ぶと思うぞ」

　チーは一層真しん剣けんな顔つきになって、俺の目を覗のぞき込んだ。

「大事な話いうんは、葉介はんとウチのことどす。もともと葉介はんは、ウチよりもたまもと過ごす時間のほうがえろう長おす。それは、しかたのないことかもしれまへん。けれども、たまもと葉介はんが自由にイチャイチャできるようになってしもたら……もう、なんて言うたらいいか……不公平すぎるんと、ちゃいますか？」

　チーは泣きそうな顔で、俺に抱きついてきた。慌あわてて俺は、キョロキョロと辺りを見回した。

「ちょっ、チー。公衆の面前だぞっ」

「ええんどす。ウチが出て来れたときは、少しでも、葉よう介すけはんとひっついていたいんどす」

「そんなこと言われたって……」

「なあ葉介はん……。ウチに、接せつ吻ぷんしてしておくれやす。ちゃんとお口とお口で、舌も入れてくれんとイヤどす」

「なっ、ここでか？　無理言うなよ」

「なんで無理ですのん。前にたまもには、接吻しはったやないの」

「え？　……あんときは、不可抗力っていうか、緊きん急きゆう事態だったじゃんかよ。たまもにしたって、よく覚えてないみたいだぞ」

「一回は、一回どす。そうやって平等に扱ってくれへんと、ウチは堪たえられまへん」

　涙を浮かべながら、キスを哀あい願がんしてくるチー。どうしたもんか。こんな場所じゃ、ヒトの目があるし、幽ゆう霊れいの目があるし、なんたって恥はずかしいし……。

「そうだ、チー。マルタがさ、合宿するって言ってたろ。そしたら夜だって一緒に過ごすわけだしさ……その……チーと一緒に過ごす時間だって、あるかもしれないぞ」

　泣いていたチーが、急に、花が咲いたような明るい表情になった。

「本当どすか？　合宿で、接吻してくれはるん？　うれしおす……葉介はん、うれしおす！」

　はしゃいで跳とびはねるチー。あの、キスするとまでは言ってないんですが……。しかしあまりにも嬉うれしそうなチーの姿に、それを指摘するのは躊躇ためらわれた。

　かわいらしく微笑ほほえむチーの顔。

　超常現象研究部　夏の大合宿──昼間は必要ないとマルタに反対していた俺だったが、ほんの少し、楽しみになってきていた。







　俺たちには、合宿より先にやることがあった。悪あく霊りよう退治だ。

　今回悪霊は、お台だい場ばに出現したらしい。

　俺たちは、リムジンで目的地まで送ってもらえることになった。ガソリン代は、報ほう酬しゆうから天引きされるとのこと。

　すでに深夜である。車もまばらな埋立地を走りぬけ、リムジンは夜の台場へ入っていった。

　今日の悪霊退治は、チーと天てん王のう寺じ、俺とマルタの四人で行う。マルタは初めてのくせに、あまり緊張していない様子だった。チーと楽しそうに、合宿について話している。

「今回の案件は、急ぎだ。なるべく今夜中に、悪霊を駆除したい」

　いつもの低い声で、田た丸まるが言った。

「急ぎって、何か理由でもあるんですか？」

「この辺の埋立地は縄なわ張ばりが曖あい昧まいになっていてな。マリィは〝浅あさ草くさ〟が出てくる前に、片付けたいらしい。向こうに先に駆除されたんじゃ、料金を取りっぱぐれちまうだろ？」

「え。もしかして、〝浅草〟と対立するかもしれないんですか？」

「早いもの勝ちってだけさ。やつらも駆除人を攻撃してくるほどヒマじゃねえ。ただ、やつらに先に駆除されると、少々マズい。〝浅草〟にとって悪あく霊りよう駆除は、都市の管理責任の一いつ環かんだ。駆除の依頼元からは金を取らねえ。一度〝浅草〟側に駆除されちまうと、依頼主は悪霊駆除に料金はいらねえって勘かん違ちがいしちまうのさ。マリィはいつも言ってるぜ。民業圧迫だってな」

「……でも、田た丸まるさん。〝浅草〟が無料で悪霊を退治してくれるんなら、依頼主にとっては、そのほうがいいんじゃないですか？」

「葉よう介すけは、マリィに借金を返す必要があるのだろう──」

　やや唐とう突とつに、天てん王のう寺じが話に入ってきた。

「──とにかくいまは、〝浅草〟より先に悪霊をキャプチャすることを考えるべきだ」

　天王寺の言う通りだった。実感はあまりないが、俺には多額の借金があるのだ。依頼主のことを考えている余裕はない。

「ところで天王寺。お前なんか顔にケガをしていないか？　引っかかれたような……」

「……なんでもない。そんなことより、そろそろ到着するぞ」

　巨大なオフィスビルだった。深夜にも拘かかわらず、窓の半分以上から明かりが漏れている。

　俺たちを乗せたリムジンは、そのビルの地下駐車場へと下りていった。

　どこか湿っぽい地下駐車場。リムジンを降りると、ビルへのエントランスに一人の男が立っているのが見えた。

「あんたらが、駆除人さん？」

　男の声が、駐車場に響いた。

「そうです。神かん無な月づきの者です」

　田丸は依頼主に対してだけは、敬語を使う。

「待ってたよ。ほら、いまの時間はカードキーがないと、ビルにも入れないからね」

　サマースーツを着た、ひどく顔色の悪い依頼主。ボサボサの頭に、無ぶ精しようひげ。おでこにアイマスクをつけたままだったが、そのわりに目は限界まで充血していた。何日も寝ていないのかもしれない。

「数日前、うちのデータセンターで一件の自殺があってね。それから何人も、不自然な死人が出ているんだ。妙な死に方だよ。社内じゃ、自殺したやつが〝呼んでる〟んじゃないかって噂うわさになっている」

　俺たちを〝出る〟というサーバルームへ案内しながら、アイマスクの依頼主がそんなことを話した。

「まったく、お盆前のクソ忙しい時期だというのに。納期に間に合わなかったら、どうするつもりだよ」

　この依頼主にとっては、同どう僚りようの死よりも納期のほうが重要らしい。

「でもあんたら、来るのが少し遅かったね。もう、駆除されちゃったよ」

　田た丸まるが驚おどろいた様子で、依頼主に顔を向けた。

「駆除って、〝浅あさ草くさ〟のやつらが来たんですか？」

「アサクサ？　ああ、そんなこと言ってたかな」

　それを聞いて、田丸は依頼主を前に大きな舌打ちをした。

「ちょっと、それならそうと最初に言いなさいよね。これでもちょっと緊きん張ちようしてたんだから」

　依頼主を前に、平気でふくれるマルタ。

「まあまあ。せっかくだから、現場を見ていきなよ。アサクサってのが、あんたらの競合会社なんだろ？　キツイよなあ、競争社会は。でも競合他社を研究しないと、次に勝てないぜ？　資本主義社会ってやつは」

　アイマスクの男が、サーバルームの扉とびらを開けて、俺たちを誘った。

　サーバルームから足元へ流れてくる、ドライアイスのような煙。これは冷気ではない。霊れい子しだ。しかも恐ろしく、濃い。

　部屋の中は一面、膝ひざくらいの高さまで煙状の霊子に覆おおわれていた。大規模なサーバールームだった。目の前は少し開けた作業スペースとなっており、右側にはサーバを収納する大型のラックが何列も並んでいる。それはまるで、図書館のようだった。かすかに聞こえる空冷ファンの音が、ひどく不気味に聞こえた。

　チーが何かを感じ、無言で清きよ麿まろを抜いた。天王寺から借りている日本刀だ。

　緊張が奔はしる。〝浅草〟のマレビトが、まだここにいるというのだろうか？

「葉よう介すけはんとマルタはんは、ウチの近くへ寄っておくれやす」

「きゃっ。……なによこれ」

　チーに近寄ろうとしたマルタが、なにかにつまずいた。煙の下にあったのは、死体だった。

「うわっ。なによ……これもしかして自殺者の死体？　片付けてないじゃないっ！」

「ちがうよ──」

　アイマスクの男がニッコリと笑い、後ろ手でサーバルームの扉を閉めた。

「──そいつが、あんたらの依頼主さ」

　そう言うと同時に、男が隣となりにいた田丸を殴りつけた。田丸は咄とつ嗟さに左腕でガードしたが、そのまま数メートルほど後方に吹っ飛ばされていた。

　起き上がる田丸。しかし、彼のサングラスはなくなっていた。

「やれやれ。今日はマリィに特別手当を要求しなくちゃな。タフな交渉になりそうだぜ」

「あれれ？　まだ生きてるの──」

　アイマスク男のスーツの袖そでから、無数の触手のようなものが伸び出てきた。霊子でできた、ＬＡＮケーブルのように見える。

『──やっぱりこのケーブルを使わないと、一発で殺せないんだな』

　バン。突然の銃声。

　撃ったのは、田た丸まるだった。彼の手に握られていたのは、自動拳けん銃じゆう。しかし、霊れい子しでできていた。霊子でできた武器。そんなものは、初めて見た。

「痛いなあ。体に穴があいちゃったじゃないか。これ労災保険、下りるのかな」

　田丸が撃った弾たまは、アイマスク男の胸を貫いていた。が、あまりダメージになっていない様子だった。

「くそっ。今日はこんな武器しか持ってきてねえ……。おい妖よう狐こ！　もともと駆除はお前がやるんだろう？　とっとと、ぶっ倒せっ！」

「霊れい狐こどす。おっさんに言われんでも、こんなタコ男さっさといわして、合宿を始めさせてもらいます」

　一いつ瞬しゆんで、チーはアイマスクとの間合いを詰めた。そして大上段から振り下ろされる清きよ麿まろ。アイマスクはＬＡＮケーブルでそれを受け止める。左腕のケーブルの半分ほどが切断されたが、刀はそこで止まった。

「えろう、濃い霊体どすなあ」

　かすかに、チーが笑った気がした。

「気をつけろよ。生身の体をゾンビみてえに操ってやがる。かなり強力な霊だぜ」

　ＬＡＮケーブルがビームのように伸びて、チーを攻撃してきた。舞まうように体をひねり、チーがそれを避よけた。そのまま無数のＬＡＮケーブルが、様々な角度からチーを襲おそった。斬きる、いなす、避ける、華か麗れいにそれを防いでゆくチー。

　チーに切断されたＬＡＮケーブルは、みるみる伸びて、元に戻もどっていた。

　天てん王のう寺じとマルタと俺。三人は、大型ラックの陰に隠れ、作業スペースで行われるその攻防を眺ながめていた。逃げ場はない。規模の大きいサーバルームだったが、ひどく狭く感じた。

「強力な霊らしい。加か納のう、隙すきを見つけて、なんとかキャプチャするぞ」

「ま、まかせなさいよね」

　天王寺とマルタは、虎こ視し眈たん々たんとキャプチャの機会を窺うかがっているようだった。

　この場にいる俺だけが、まったくの役立たずに思えた。

　マキマキによると、俺も訓練をすれば、真ま木き真しん十じゆう郎ろうみたいな不思議な力──霊力というらしい──が使えるようになるという。だが俺は、訓練なんてしたことがない。やろうとすらしていない。

　俺は自分がなんだか、たまらなく、なさけない気がしてきた。

　バン。また銃声がした。アイマスク男の眉み間けんに、穴があいていた。

　顔面はそのままだったが、後ろ側の扉とびらには、黒くなった脳のう漿しようが飛び散っていた。ペロッと剝はがれ落ちるように、残った顔面も床に落ちた。

『ああっ！　どうしてくれるんだ、どうしてくれるんだよおおっ！』

　頭部のみだが、男はゾンビから幽ゆう霊れいとなっていた。俺にはあまり変わっていないように思えたが、男の顔はひどく動揺していた。

『これじゃもう、社会人としてやっていけないじゃないかあああっ！』

　隙すき。それはチーにとって、大きなものだった。

　振り抜かれた日本刀。アイマスク男は、胴から真っ二つになっていた。

『くうぅぅっ！』

　アイマスクの上半身は必死の形ぎよう相そうでＬＡＮケーブルを伸ばし、大型ラックと繫つながった。そして上半身の霊体だけが、光のような速さでサーバへと逃げ込んだのだった。サーバルームの扉とびらの前で、首のない実物の死体が崩れ落ちた。

　大型ラックの上。上半身だけになったアイマスク男の霊体が、じっとチーを睨にらんでいる。

「逃がしまへんえっ！」

　チーが跳ちよう躍やくし、ラックの上のアイマスクに斬きりかかった。しかしもうそこにアイマスクはいない。光の速さで、別のラックに瞬しゆん間かん的てきに移動したらしい。

　なおも斬りかかるチー。瞬間移動するアイマスク。天てん王のう寺じのsenreiんべんべも、虚むなしく空振りをしていた。

「他ほかへ逃げねえところを見ると、地じ縛ばく霊れいみてえだな」

　いつの間にか隣となりに来ていた田た丸まるは、そう呟つぶやいた。そして彼は唐とう突とつに、足元を流れる霊子を両手でかき集め始めた。

　ラックの上では、チーとアイマスクが光速の攻防を繰り返している。

「なにしてるんですか？　田丸さん」

「俺の専門は、霊子加工だ。いつもは自分の霊子でコツコツ地味に造形しているんだが、幸いここには濃い霊子がわんさかあるからな。単純なものなら、すぐに作れる」

　田丸の手で、たちまち霊子が固められていった。

　出来上がったものは、巨大なハンマー。ドラム缶に槍やりの柄えがついたような、ありえない大きさのものだった。

　それを両手で持ち上げて、肩かたに担かつぐ田丸。

「もぐら叩たたきでも、しようってんですか？」

「ばか言え。んな面めん倒どう臭くせえことは、しねえよ」

　田丸は力を溜ためるように構えたあと、思いっきり、大型ラックへハンマーを振り下ろしたのだった。空き缶のようにぺしゃんこになる大型ラック。バチバチと火花が散っていた。

「じゃんじゃんぶっ壊こわしていくぜ」

　次々に田丸に潰つぶされてゆく大型ラック。

　アイマスクの行動範囲は、次第に狭くなっていった。

　チーがアイマスクの右腕を切り落とした。

『ぬうっ！　サーバを破は壊かいし、エンジニアの腕を切るなんて、あんたら鬼おにか？』

　微み塵じんも躊ちゆう躇ちよなくサーバを潰つぶしてゆく田た丸まる。大型ラックが残り三台となったとき、とうとうsenreiがアイマスクを捉とらえた。加か納のうマルタのsenreiだった。

　アイマスクは断だん末まつ魔まのような悲鳴をあげ、強引な力で、マルタのＰＣに飲み込まれていったのだった。

「よっしゃ！　悪あく霊りようゲットッ！」

「やりましたな、マルタはん。これで晴れて、合宿や！」

　ハイタッチするチーとマルタ。天てん王のう寺じはマルタからＰＣを奪うようにして、キャプチャを確認していた。

　サーバルーム。ほとんど廃はい墟きよと化していた。三台を残し、大型ラックは全すべてスクラップとなっている。

「あの……田丸さん。これ中のデータとか含めると、ものすごい損害額になっちゃうんじゃないですかね？」

「しかたねえだろ。悪霊がぶっ壊こわしちまったんだからよ。そんなことより、マリィが今日の俺のギャラを正当に支払うかのほうが心配だぜ」

　足元を流れていた大量の霊れい子しは、すでに消えていた。床に落ちていた、田丸のサングラス。レンズが割れていた。

「ガキども！　依頼完了だ。とっとと帰るぞ！」

　田丸は舌打ちをして、不ふ機き嫌げんそうに言った。










07月19日（土）　和泉いずみ葉よう介すけ




　自宅のベッド。

　昼ごろ、子供の声で目が覚めた。綱つな吉よしとジョニーウォーカーが、スマブラで遊んでいた。

　昨日、チーはこのまま合宿を始めようと強く主張していたが、泊まりの用意もしていなかったし、親の承しよう諾だくも得ていなかった。結局今日の夕方、あらためて加納家に集まろうという話で落ち着いたのだった。

　母親は、リビングでテレビを見ていた。合宿の話をすると、返事はこうだった。

「じゃあ、明日からご飯はいらないのね」

　その母親が作った愛を感じない昼食を食べ、部屋に戻もどって身み支じ度たくを整えた。

　夕方まで、まだ時間があった。

「殿、ちょっと出かけてきます。夕方には合宿に行きますんで、ここで待っててくれますか」

『うむ。よきにはからえ』

　スマブラに夢中の綱つな吉よしに別れを告げ、俺は家を出た。

　向かった先は、浅あさ草くさ。松まつ屋やの屋上、弾だん左ざ衛え門もんの屋や敷しきだ。

「あの～。すみませ～ん」

　インターホンのない玄関。右往左往していると、ガラっと戸が開いた。出て来たのは女の人。お手伝いさんらしい。

「あ、俺、和泉いずみ葉よう介すけっていいます。マキマキの友達の」

「ああ」

　お手伝いさんはニッコリと笑い、俺をマキマキの部屋まで通してくれた。

　勉強用らしき和机が一つあるだけの、殺風景な和室。そこでマキマキは、ただぽつんと行儀よく座ざ布ぶ団とんに座っていた。いつもの白いアオザイ姿だった。

「こんな何もない部屋で、何をしていたんだ？　マキマキ」

「……あなたが来るのを、感じていた……」

「そ、そう」

　マキマキは常に、周囲の状況を感知しているらしい。ここは街中だし、ヒマに思うことなどないのかもしれない。

「ここの生活は、どうだマキマキ。いじめられたりとか、してないか？」

「……つどいは優やさしい。ゼンシチも……」

「そうか。いろいろ心配してたんだけど、よかったな。マキマキ」

「……よかった……」

「ところでさ、マキマキ──」

　今日俺は、マキマキに相談したいことがあったのだった。

「──お前この前さ、俺も訓練すれば、霊れい力りよくが使えるようになるって言ったよな」

「……いった……」

「その訓練ってやつをさ、どうすればいいのか俺に教えてくれたらうれしいなぁ、なんて思ってるんだけどさ」

　マキマキは俺の目を見て、ちょこんと頷うなずいた。

「……まず、出して……」

「へ？　出すって、何を？」

「……霊子を……」

「あのさマキマキ。その霊子を出すって、いったいどうしたらいいんだ？」

「……ホワンって……」

「はあ。ホワンって」

「……こう……」
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　マキマキが目を瞑つぶると、彼女の体がぼんやりと光って見えた。白い肌が、さらに白く輝いている。不思議な光景だった。マキマキの体が、霊れい子しに包まれているということなのだろうか？

　目を開けて、マキマキが俺の顔を見た。彼女の体も、光るのをやめていた。

　よくわからなかったが、俺なりに、ホワンとしてみた。

「……違ちがう……それは変な顔。ホワンじゃない……」

「なっ……。なあマキマキ。わかんないよ。もっと具体的に教えてくれないか？」

「……ホワンは、ホワン……」

　どうも要領を得なかった。天才的なスポーツ選手の中には、天才にしかわからない言葉で話す人がいるらしい。マキマキの指導は天才的すぎて、俺にはちっともわからなかった。

「そうだマキマキ。善ぜん七しちさんはどこだ？　善七さんなら、もっとわかりやすく教えてくれるんじゃないかな」

　マキマキは少し、残念そうな顔をした。

「……ゼンシチは仕事。いまは東の方向にいる……」

「そうかぁ。困ったな」

　つどいさんなら優やさしく教えてくれそうだが、彼女は霊力に関する訓練は受けていないらしい。

「……ダンザなら、いまこの家にいる……」

　え……。あんなチンピラが、俺に霊れい力りよくのことなんて教えてくれるのだろうか？　たとえ教えてくれたとしても、変なクセとかつきそうで怖い。

「……ダンザは、こっち……」

　俺の心配をよそに、勝手にマキマキは案内を始めた。少し戸と惑まどいながらも、しかたなく俺はマキマキについていった。

　弾だん左ざ衛え門もんは、前に会ったときと同じ、庭に面した和室にいるようだった。話し声が聞こえる。来客中だろうか？

「おう！　マキマキに、葉よう介すけか。ちょうどよかった。お前らもこっちに座れや！」

　先客はなんと、狐きつねだった。

「ほう。お前が葉介か。話には聞いている」

　狐が振り向いて、そう言った。白い霊れい狐こ。しかしポーではない。ポーよりずっと大人びた目をした狐だった。

「なんか、このタクゾーさんがよう、難しい話ばっかりしてきやがるんだよ。じゃ、タクゾーさんよう、おれァちょっくらゲーセンに行ってくっからよ、難しい話はこの葉介のやつにしてやってくれよ」

「難しい話ではない。私はお前に、もっと真しん剣けんに霊子対たい流りゆう網もうのことを調査しろと言っているだけだ」

「だからさあ、どこをどう調べろってんだよ。そこを教えてくんねえとさあ」

「それは自分で考えろ。わかっているのか？　もともとお前の管かん轄かつなのだぞ？」

　やたら偉そうな態度の狐だった。タクゾーさんというらしい。姿勢よく胸を張って、弾左衛門に対して意見している。あのメチャクチャな弾左衛門ですら、押され気味の様子。

「葉介といったな──」

「は、はい」

　突然タクゾーさんに名指しをされて、俺は緊きん張ちようしてしまった。

「──お前は昨夜、チーとともに台だい場ばのオフィスビルに出没した悪あく霊りようを駆除したそうだな」

「そ、そんなことまで、ご存知なんですか？」

「狐の諜ちよう報ほう力りよくをなめるな。それくらいのことはすぐに伝わる。しかし問題はお前たちが悪霊を駆除したその場所だ。あの土地は、もともと海だった場所だ。龍りゆう脈みやくも通っていなければ、霊子対流網からも離はなれている。なぜあんな場所に、強力な悪霊が出現したというのだ」

「そんなこと、言われても……」

「まったく、これだから責任感の希き薄はくな人間は嫌きらいなのだ」

　タクゾーさんは言いたいだけ言って、勝手にため息を吐ついていた。

「とにかく弾左衛門。あとの調査は任せるぞ。人間のことは、人間でやれ」

「おう、たりめえだ！　タクゾーさんは大船に乗ったつもりで、油揚げでも食っててくれや！」

「……私は油揚げは好かん。全すべての狐きつねが同じ趣向だと考えるのは、いささか短絡的すぎるぞ」

　タクゾーさんは振り向きざまにそう言い残し、去っていった。

「ったく、なんだってんだよ。近ごろときたら、狐までクレーマー化してやがるってなもんだ。いったい世の中どうなってんだ？　ええ？　お前だってそう思うだろ、葉よう介すけ」

「いや、よくわかんないですけど……」

「なんでえなんでえ、シケた面つらァしやがって。お前の用件は何だ、さっさと言え！　おれァなあ、忙しいんだよっ！」

「え、でもさっきゲーセンに行くとか言ってませんでしたか？」

「うるせえっ！　ガキのくせに、人シとの話の揚げ足をとるんじゃねえ、ばーろーチクショウ！」

　もしかして、いまの彼はとんでもなく機き嫌げんが悪いのだろうか。そういえば、善ぜん七しちが弾だん左ざ衛え門もんの機嫌に非常に気を遣つかっていたことを思い出した。やっぱり今日のところは、霊れい力りよくについて教わるのは遠えん慮りよしたほうがいいのかもしれない。

「……和泉いずみ葉介が、ダンザに霊力を習いたい……」

「ちょっ、マキマキ。いまはマズいって……」

「おいマキマキぃっ！」

　耳に痛い大声で、弾左衛門が叫さけんだ。

「……いま、てめえ、なんて言った？」

「あ、いや──」しかたがない。俺は意を決して、弾左衛門に用件を伝えた。

「忙しかったらいいんですけど、弾左衛門さんが俺に、霊力の使い方を教えてくれたらうれしいなあ、なんて。いや、無理ならいいんですけど……」

「無理じゃねえ！　無理じゃねえぞっ！」

　弾左衛門の顔。満面の笑みだった。

「よく言った葉介っ！　おれァなあ、お前には何かあると思っていたぜ。待ってたんだよ、そういう話をよう。頭とう領りようだってのに、組織のやつァだーれも、おれに教えを請おうとはして来ねえ。実の妹のつどいまで、他人にピアノなんか習い出す始末よ。お前が初めてだ、葉介！」

　そんな情報を聞くと、ますます不安になるんですが。

「いいか葉介ぇ。これからおれのことは親だと思え。お前のことは子のように扱う。ヘヘッ、一番弟子ってェのは、可愛かわいいもんだぜっ！」

「あの、まだ入門するって決めたわけじゃ……

「なんでえなんでえ、遠慮はいらねえ。ほら、言ってごらん、師し匠しようってよ」

「じゃ、じゃあ一応体験入門ってことでお願いします、師匠」

「くーっ！　いい響ひびきだぜっ！」

　本当に、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。しかしせっかく浅あさ草くさまで来たのだ。いまはこの師し匠しようから、少しでも霊れい力りよくについて教わろう。

「さっそくなんですが師匠。このマキマキが言う、ホワンって何のことが教えてくれませんか？」

　俺はマキマキにお願いして、またホワンをやってもらった。

「ほう。さすがあの真ま木き真しん十じゆう郎ろうと血が繫つながっているこたァあるな。いい纏まといだぜ」

「マトイ？　マトイって、なんですか？」

「なんだ葉よう介すけ、纏も知らねえのか。しょうがねえなあ──」

　弾だん左ざ衛え門もんは嬉うれしそうに、説明を始めた。

　弾左衛門の流派（矢や野の流というらしい）では、霊力の修行は三段階に分かれるとのこと。

　その第一段階。最初歩が〝纏〟であり、これは肉体に内在する霊子を外部に纏まとうことなのだそうだ。それにより、内なる霊れい子しをヒトが利用しやすくなるのだという。

「初歩って言っても、バカにはできねえ。纏は、教えられて五分でできるやつもいれば、十年たってもできねえやつもいるんだ」

　ちなみに、修行の第二段階が〝幟のぼり〟で、第三段階が〝竜りゆう吐ど〟と呼ばれているらしい。〝幟〟で霊力を高め、〝竜吐〟で個々の能力を発現させる。

　とにかく、〝纏〟ができるようにならないことには、話にならないそうだ。

　俺は弾左衛門の説明を半信半疑で聞いていたが、マキマキの顔を見ると、

「……だいたい、あってる……」と答えていた。

「わかったか、葉介。お前はひたすら〝纏〟に励め！　いいか、師匠に恥はじィかかせんじゃねえぞ！」

「ちょっ、ぜんぜんわかんないですよ。〝纏〟って言葉だけ教えられても。なんかコツとかないんですか？」

「え？　コツ？　……コツったってなあ。おれァガキのころにすぐに纏まとえちまったから、あんまりコツとかそういうのは、覚えてねえなあ……」

　そのまま弾左衛門は、考え込んでしまった。この人もマキマキと同じように、天才肌か。

「そういやガキのころ、死んだオヤジが言ってたな。〝心を裏返せ〟って。うん、それがコツだぜ、たぶん」

「心を裏返せ？　それも意味わかんないですよ。もっとわかりやすいコツはないんですか？」

「んああっ！　コツコツコツコツうるせえなあっ！　こういうのはな、感覚的なもんなんだよ。アレだ、要は突き抜けるあの感じってなもんよ」

「突き抜けるあの感じ？」

「おお、そうよ！　次にコツコツ言いやがったらなあ、破門にしてやっからなっ！　覚悟しとけ！　ほいじゃ、とにかく〝纏〟だ。励めよ、葉介！」

　そのまま弾だん左ざ衛え門もんは勢いよく立ち上がり、「ちょっくら行ってくるぜ」とだけ告げて出かけていってしまった。行き先は、おそらくゲームセンターだろう。

「……にげた……面めん倒どう臭くさくなって……」

　マキマキが、呟つぶやいた。

　纏まとうとか纏わないとか考えるより先に、俺はまず、ちゃんとした師し匠しようを見つけるべきなのかもしれない。そう思った。










07月19日（土）　合宿初日　新にい美みたまも




「いっただっきまーすっ！」

　長方形のちゃぶ台に並ぶ、カレーライスたち。加か納のう家の厨ちゆう房ぼうを借りて作りました。自宅からスパイスを持ち込んで、オリジナルのガラムマサラを調合して作った本格的なカレーです。

　合宿のお料理係りは私。がんばらなくちゃ。

　合宿所は、加納家が経営する日本旅館の一室です。居間と寝室が襖ふすまで仕切られた、計十六畳ほどの和室でした。私とマルタが寝室で寝て、葉よう介すけと綱つな吉よしちゃん兄弟と、天てん王のう寺じ真しん一いちが居間で寝ることになるらしい。

　襖一枚でしか隔てられていない空間で、葉介と一緒に寝る。私は今夜、ちゃんと眠ることができるのでしょうか？

「不純異性交遊に関しては、ワタクシが監視させていただきます」

　カレーライスを食べながら、クレタが呟きました。その言葉に過剰に反応するマルタ。

「なによクレタ。あんた部外者なんだからさ、カレー食べたらとっとと自分の部屋に帰りなさいよねっ！」

　皆、おいしそうにカレーを食べています。葉介は、おかわりをしてくれました。そんななか、一口も食べていないカレーがありました。綱吉ちゃんのカレーです。

「どうしたの？　綱吉ちゃん。ちゃんと綱吉ちゃんの分は、子供味にしたんだよ？」

『うむ。心こころ遣づかいうれしいぞ、おたま。しかし余よには食事はいらんのじゃ』

「具合でも悪いの？　大変。マルタ、まだ開いてる病院あるかしら」

「いやいや。いいんだ、たまも。殿はあんまり食べないからさ。せっかくだから殿の分は、俺が食べるよ」

　そう言って葉介は、綱吉ちゃんの分のカレーをガツガツと食べ始めました。

「うめーっ。たまも、俺、こっちの子供味のほうも好きかも」

　なによ、葉介ったら。……綱吉ちゃん、お菓子でも食べ過ぎたのかな。




　みんなで洗い物をした後、部屋でトランプが始まりました。トランプをするというのは、マルタが決めた合宿の正式メニューです。

　私の手札から、ジョーカーを引いてゆく葉よう介すけ。

『おおっ！　ヨースケのスケ、ババじゃっ！　ババが来たぞ！』

「……ちょっと殿は黙だまっててくださいよ」

　ババ抜きのルールを知らないという綱つな吉よしちゃんは、葉介と組むことに。そして葉介と綱吉ちゃんのペアは、連戦連敗でした。それでも綱吉ちゃんは、とっても楽しそうでした。

　トランプはその後、大貧民のローカルルールの折り合いがつかず、解散。そのまま自由時間ということになりました。

　マルタと綱吉ちゃんは、居間のテレビで時代劇を観みています。

「チーの剣術はね、すごいのよ。私も剣道習おうかしら」

　チー？　チーって、誰だれ？

「あ……アレよ、ほら……」

　マルタは少し困った顔をしたあと、テレビ画面を指差しました。

「座ざ頭とう市いチーよ」

　なにそれ。そんな言い方はじめて聞きました。

　天てん王のう寺じ真しん一いちは、居間のちゃぶ台でマイコンをカチャカチャやっていました。ケータイのアプリを作っているのだそうです。

　クレタは同人誌を読まなければならないそうで、自分の部屋に帰ってゆきました。同人誌って、昔の文ぶん豪ごうとかが作ってたって学校で習いました。意外とクレタは、文学好きみたいです。

　そして葉介はというと……なんと、寝室でひとり、座ざ禅ぜんを組んでいたのでありました。

「ねえ葉介。なにやってるの？」

「なにって、修行だ。俺は、お前を守れるくらい強い男になるんだ。だから、話しかけるんじゃない、たまも」

　葉介は目を瞑つぶったまま、そう答えました。ふ～ん。

　座禅を組む葉介。すでにＴシャツと短パンに着替えています。葉介の前で体育座りをして、じっと彼を見つめました。目を閉じた無防備な葉介の顔。なんだか、かわいい気がする。

　もし結婚とかしたら、毎日葉介の寝顔とか、見れるようになるのかな。そんなことを思いながら、ちょっぴり幸せな気分になって、葉介の顔をずっと見つめていました。

　葉介の顔が、だんだん赤くなってゆく。うふふ。葉介ったら、私に見つめられて恥はずかしくなっちゃったのかな。葉介も薄うす目めを開いて、私の顔を見てたんだわ。そう思うと、私も少し、恥ずかしい気持ちになっちゃう。

「あ、あのさ、たまも。修行の邪じや魔まだから、あっちの部屋に行っててくれないかな」

「なによ葉よう介すけ。ふふ。修行とかカッコつけたって、私に見られるくらいで集中できなくなるんじゃ、ぜんぜんダメじゃない」

「俺はな、心を裏返さなくちゃいけないんだよ」

「私はね……葉介の顔を、見ていたいの……」

　キャ。恥はずかしい。でもいいよね？　顔を見るくらい。私たち、付き合ってるんだもん。

「……あのな、たまも……」

　葉介の顔は、真まっ赤かです。目を瞑つぶったままでしたが、薄うす目めを開けて私を見ていたのは、もうバレバレです。

「……非常に言いにくいんだが……お前はいまスカートなの忘れてるだろ。そういう無防備な体育座りをされるとだな……見えちゃうんだよ……パンティが」

　なっ……やだっ！

「ばかあっ！」

　私は葉介にグーパンチをして、隣となりの部屋でテレビを見ていたマルタに泣きつきました。

「マルタ！　あのね、葉介がね、エッチなんだよ。葉介が私のパンツ、見たんだよ！」

「……たまも、あんたたち、付き合ってるんでしょう？　見られたっていいじゃない、パンツぐらい」

「な、なんてこと言うのよ、マルタ。下着なんだよ、パンツなんだよ？　恥はずかしいじゃないっ！」

「そんなこと言ってるから、あんたたちキスもできないのよ」

「……だってぇ」

『おマル！　チャンバラじゃ！　チャンバラが、始まるぞ！』

　綱つな吉よしちゃんから声をかけられ、マルタはまた時代劇のほうに見入ってしまいました。寝室では、葉介が座ざ禅ぜんの姿勢のまま倒たおれています。天てん王のう寺じ真しん一いちと話したくなんてないし……。

　私はそのまま、マルタたちと時代劇を観みることにしたのでした。

『座ざ頭とう市いち』──盲目で居合いの達人の座頭市が、バッタバッタと敵を倒してゆくアクション時代劇です。

　テレビは、ちょうどそのアクションシーン。目の見えない座頭市が、目の見える敵たちを仕込み杖づえで斬きってゆく痛快な場面を、マルタと綱吉ちゃんは固唾かたずを呑のんで見守っていました。

　やがて画面はめでたしな感じに変わり、エンドロールが流れてゆきました。途中から観たので、ぜんぜんストーリーはわかりません。

「ねえマルタ。なんか座頭市って、ずいぶん変な名前だと思わない？　佐さ藤とうイチならわかるけど、ザトウだなんて、そんな名字聞いたことないよ」

「ばかね、たまも。座頭市はね、ブルース・リーにも影えい響きようを与えたグローバルな作品なのよ。座頭市ってのはタイトルなんだから、英語に決まってんじゃない」

「へ？　英語？」

「たぶん、カウントダウンって意味よ。ザ・トゥー・イチってね」

「……なによ、イチって日本語じゃないの」

「わかってないなあ、和洋折せつ衷ちゆうよ」

「まったく──」

　天てん王のう寺じ真しん一いちが突然、イライラしたような表情でこちらを睨にらみつけてきました。

「君たちは座ざ頭とうも知らないで、ずっと座頭市いちを観みていたのか？」

「なによ天王寺。あんた座頭って何か、知ってるわけ？」

「僕はいま忙しい。この文もん殊じゆに聞いてくれ」

　天王寺真一が、一台のマイコンをちゃぶ台に置きました。そのマイコンの上には、リカちゃん人形くらいの仏像が浮いています。

　天王寺真一が作ったモンジュというアプリ。天気予報とかを教えてくれるらしいです。

『なんじゃ、これは。面白そうじゃのう』

「天王寺！　手抜きしてんじゃないわよ。あんたググれって言ってるようなもんじゃない」

「senreiを携帯で使えるようにしろと言ったのは君だぞ？　僕はいま、その調整をしている」

　マルタは怒っているような拗すねているような、複雑な顔をしました。しかしやがて観念したように、モンジュさんに向かって質問をしました。

「モンジュ。座頭ってなによ。簡潔に説明しなさいよね」

　モンジュさんはくるくると回って、すぐにピキーンと光りました。

『座頭とは、江戸時代まで存在した盲人の互助組織、当とう道どう座ざにおける階級の一つであります。当道座は江戸時代には幕府により公認され、さまざまな特権を保障されていました。たとえば盲人による按あん摩ま・鍼しん灸きゆうの独占が認められており、そのことから座頭とは盲人の按摩師のことを指して使われることもあります』

「なによそれ。ぜんぜん剣術とか関係ないじゃない」

『関係ありません。座頭を含めた当道座のシステムは、特権を背景とした封建時代の福祉対策だと言えます。特権によって、多くの盲人を困こん窮きゆうから救ったと評価できるでしょう。

　ちなみに当道座の最高位は検けん校ぎようという階級です。検校の中には、特権により高利貸しを営み、大金持ちになった者も大勢います。

　幕末の偉人、勝かつ海かい舟しゆうの曾そう祖そ父ふである男お谷だに検校もその一人です。彼がその財力で御ご家け人にん株を買って、子孫を武士にしなければ、勝海舟という偉人は歴史に名を残さなかったことでしょう』

　モンジュさんは得意気に、あまり面白くない話を延々と語りました。ペットは飼い主に似るって言うけど、天王寺真一が作ったものだから、彼に似ているのかしら。

　でも綱つな吉よしちゃんは、目をキラキラさせながらモンジュさんを見ています。

『おおっ！　すごいのう。余よも質問するぞ！　モンジュ、〝ノリツッコミ〟とはなんじゃ！』

　またピキーンと光り出すモンジュさん。

『ノリツッコミとは、主に漫才で用いられるツッコミの一形態であります。一般的なツッコミが、ボケに対してすぐにその間ま違ちがいを指摘するのに比べ、ノリツッコミは──』

　そのままモンジュさんはずっと、綱つな吉よしちゃんからのお笑い用語に関する質問に答えていたのでありました。

　葉よう介すけは寝室で座ざ禅ぜんを組んだまま、眠っていました。

　近ごろ色んなことがあって、ちょっとお疲れ気味みたい。

「しかたがないわね、和泉いずみのやつ。いいわ、今夜は男子が寝室で、女子が居間で寝ることにしましょう」

　テキパキと布団を敷しいていくマルタ。面白がって、綱吉ちゃんも手伝っています。

「綱吉ちゃんは、和泉いずみと天てん王のう寺じの間で寝ること。いい？　綱吉ちゃん。もし和泉にイタズラする不ふ逞ていの輩やからがいたら、あんたが守るのよ！」

「おおっ、承知じゃ！　ヨースケのスケは、余よが守るぞ！」

　ちょっとマルタ。私は葉介にイタズラなんてしないわよ。そりゃ、本当は寝顔とかずっと見ていたいけどさ……。

「じゃ、おやすみなさーい」

　消灯。襖ふすまは閉じられているけど、すぐ近くに葉介が寝ている。そう思うと、なんだか幸せな気持ちになってしまいます。

　今日はグーパンチしてごめんね。私を守るために強くなるって言ってくれたこと、うれしかったよ。おやすみ、葉介。










07月20日（日）　加か納のうクレタ




　ワタクシは、なんと不運な乙女なのでしょうか。

　昨晩、ワタクシが秘密裏に設置した暗視カメラに映っていたものは、たまちゃんとお姉ちゃんの寝姿。何かの手違いで、テンノウジ君たちと寝場所を交換してしまったようでありました。

　ニタニタと幸福そうに眠るたまちゃんと、ソワソワと夜中に何度も起きるお姉ちゃん。せめてここに百ゆ合り様がいらっしゃれば、価値ある映像となったものを。

　午前中、彼らは基礎体力作りと称して不忍しのばずの池いけのボートで遊んでいたようです。この暑さの中、運動部でもないのによくやるものです。

　ネピアさんは言いました。目的の前に手段は正当化される。相手を同性愛者にするためなら、何だってやればいいと。ワタクシも、イズミ君をおホモにするため、手段を選ばないことにいたしました。

　昼食後、合宿所の居間で休憩しているイズミ君。ワタクシは彼にそっと近づいて、声をかけました。

「ん？　なんか用か、クレタ」

「イズミ君に重要な話があるのです。ちょっとワタクシの部屋まで来ていただけませんか」

「え。ここじゃ、だめなのか？」

　ワタクシは部屋で綱つな吉よしちゃんと遊ぶたまちゃんをチラ見して、イズミ君に耳打ちしました。

「イズミ君には（おホモの）素質があるのです。でも、その素質の活いかし方を知らない。気づいてもいない」

「なんだって!?」

　イズミ君はひどく動揺した様子で、ワタクシを見ました。

「クレタ……俺は前々からお前のことは不思議な女だと思っていたけど、お前はもしかして……マレビト、なのか？」

　マレビト？　音通り捉とらえれば、稀まれな人。つまりレアキャラという意味でしょうか。残念ながら、そうなのかもしれません。昔よりは市民権を得ているとはいえ、世の中全体から見たら、まだまだ腐ふ女じよ子しはマイノリティー。肩かた身みの狭い存在なのです。

「マレビト……そうよ。悲しいことにね。まさかイズミ君にバレてるとは思いませんでしたが、いいわ。どうせ今日はそれをカミングアウトするつもりでしたから」

「は、……話ってのは？」

「イズミ君の素質を、開花させる方法のことでございます。とにかくワタクシの部屋へ。準備は、してありますから」

　イズミ君は真しん剣けんな表情になって、頷うなずきました。

　ワタクシの部屋。ドアを開けると、イズミ君は驚おどろきの声をあげました。

「なっ……どうして前まえ田だがここにいるんだ？」

「それは、こっちのセリフだ葉よう介すけ。オレはクレタちゃんと二人きりだと思って、喜んで来たのによ」

「どういうことだ、クレタ。まさか、前田まで!?」

「安心なさい、イズミ君。前田君は、普ふ通つうの人です。今日はイズミ君のために来てもらっただけです」

　ワタクシはイズミ君に囁ささやきました。前田は言わば、かませ犬。イズミ君には、このかませ犬で、男性に対する免疫を養っていただこうというわけであります。

　ワタクシは二人を座らせて、昨夜から考えていた口上を述べました。

「いいですか？　人間には無限の可能性があります。しかし、それを活かせているのはごく一部の人間です。ほとんどの人間は、その可能性を引き出せずに一生を終えます。なぜだと思いますか？　……常識に、とらわれすぎているからなのです──」

　我ながら、新興宗教のインチキセミナーのような文もん言ごんでしたが、イズミ君はうんうんと頷うなずいています。前まえ田だはポカンとした顔でした。

「──さあ、常識から解放されましょう。常識を覆くつがえすことこそが、人間の可能性を無限に引き出す、輝ける未来への扉とびらなのであります」

「それがまさか、〝心を裏返す〟ことなのか？」

「そうですイズミ君。心を裏返しなさい。そしてあなたの可能性を、解放するのです」

「し、師し匠しよう！　突然イズミ君は、私のことを尊敬の眼まな差ざしで見つめてきました。「俺はどうすれば、心を裏返すことができるのでしょうか？」

　ああ。これほど素直にイズミ君が、私の言葉に耳を傾けてくれるとは。もっと早くこうするべきでございました。

「そうですねぇ……イズミ君は、アニマという言葉をご存知でしょうか？」

「な、なんですか、アニマって？」

「アニマ──ラテン語で、魂たましいを意味する言葉であります。生き物を意味する、アニマルという単語の語源ですね。しかし、心理学の世界では、アニマにはもう一つ別の定義があります。いいですか？　アニマとは、男性が無意識の心の中に持つ女性像、という意味の言葉なのであります。逆に、女性の心の中の男性像のことを、心理学ではアニムスと呼んでいます」

「あの……難しくて、よくわからないんですが……」

「ここで重要なのは、全すべての男性の心の中には、女性が住んでいるということなのです──」

　ワタクシは、一人キョトンと座る前田を指差しました。

「──さあイズミ君。そこにいる前田君と、キスをしてみなさい。アニマを解放するのです。心を、裏返すのです。あなたなら、できるはずだわ」

　その言葉を聞いて、じっと前田の顔を見つめるイズミ君。

「おい……ウソだろう？　葉よう介すけ」

　不安そうな前田。やがてイズミ君はぷるぷると震ふるえながら、苦く渋じゆうの表情でワタクシを見ました。

「師し匠しよう……いきなりハードル高すぎませんか？　心を裏返すのって、もっと別の方法は、ないんですか？」

「イズミ君。常識を捨てなさい。初めは抵抗感があるでしょう。その抵抗感は大事です。忘れてはなりません。しかし、最も大事なことはその抵抗感を背徳感へと昇しよう華かさせることなのです。さあ、イズミ君。さあ！」

「い、いや、しかし……」

　イズミ君は、なかなか踏ふん切りがつかない様子。

　ああ。やっぱりキスは難易度が高すぎたのでしょうか。前田と抱き合うくらいにしたほうが、良かったのかもしれません。その場のノリで言ってしまったとはいえ、ワタクシが愚おろかでございました。不ふ束つつかでございました。

　憂ゆう鬱うつな気持ちになって、諦あきらめかけた、そのときでした。

「……オレ、事情はぜんぜんわかんないけど、クレタちゃんの悲しむ顔なんて、見たくないよ」

　前まえ田だが、彼にしては真ま面じ目めな表情でワタクシを見つめ、それからイズミ君へ目をやりました。

「葉よう介すけ……オレの初めて、受け止めてくれえっ！」

　前田がイズミ君の両りよう肩かたを摑つかみました。そして──

「ば、ばか、よせっ！」




　両目を思いっきり瞑つぶって、イズミ君にがむしゃらな……キスをしたのでした。




「んん、んんーっ！」

　抵抗するイズミ君。しかし運動部の前田の筋力には敵かなわず、唇くちびるをむさぼられます。あろうことか、舌まで入れている様子。誰だれもそこまで頼んではいません。

「だ、だめぇ！　イズミ君を、汚けがさないでえ！」

　慌あわてて間に入って、無理矢理二人を引き剝はがしました。離はなれたあとも、二人はぜえぜえと肩で息をしています。

「ばか、前田。舌を入れろなんて、言ってないわよっ！」

「だってオレ、クレタちゃんにいいとこ見せたくて……」

　イズミ君が、シクシクと泣き始めてしまいました。

「なあクレタ。心を裏返すってのが、こんなに辛つらいことだとは思っていなかったよ……」

　諦あきらめてはいけません、イズミ君。その抵抗感が、背徳感に変わるその日まで。










07月20日（日）　夜　和泉いずみ葉介




　合宿所の寝室。畳の上で、俺はぼんやりと天井を眺ながめている。

　クレタの部屋での事件からずっと、俺は放心状態で過ごしていた。クレタがマレビトだというのにもひどく驚おどろいたが、クレタのことをあれこれ考えるよりも先に、どうしてもぬめっとした前田の舌の感触を思い出してしまうのであった。

　何度もうがいした。歯も磨いた。なのに、まだ気持ち悪い。

　チクリと腕が痛む。天てん王のう寺じが針で俺の血を数滴抜いたようだった。チーが呼ばれた。マルタと天てん王のう寺じで、senreiんべんべのテストをしているらしい。

「葉よう介すけはん、起きておくれやす。……もう。ウチとの約束、忘れはったん？」

　チーに手を引かれ、外へ出た。俺はまだ、ボーッとしている。

　夜の下町。夏祭りでもあるのだろうか。街灯から街灯へ、道にはたくさんの提ちよう灯ちんが光っていた。

「なあ葉介はん。約束のことなんやけど……」

「やくそく……？」

「もう。葉介はんは、合宿のとき、ウチと接せつ吻ぷんしてくれはるって、言わはったやないの」

　せっぷん……キス!?

　俺の脳の処理速度が、急速に回復していった。そうだ。合宿で、チーとキスをするという話になっていたんだった。

　チーは俺に体をくっつけ、顔を上げた。

「葉介はん……いまじゃ、ダメどすか？」

「チ、チー、だめだ。いまは……ダメだ」

　はにかんだチーの笑顔が、泣き顔へ変わった。

「なんで？　葉介はん。約束してくれたやないの……」

「そうじゃないんだ、チー。俺だって、チーとキスしたくないわけじゃない。むしろ、猛もう烈れつにしたい。でもいまキスしたら、俺はチーをひどく汚けがしてしまうような気がするんだ」

[image: ]

「そない言われましても、なんやぜんぜんわかりまへん。葉よう介すけはん！　理由を教えておくれやす！」

「うっ……。それは絶対に言えない。でも、信じてくれ。俺はお前を裏切っているわけじゃない。俺は、お前との思い出を大事にしたいだけなんだ。

　いまお前とキスをしたら、それは俺の中で素す敵てきな思い出として残るのではなく、ただの陳ちん腐ぷな、中和剤みたいなものになっちまうんだ」

「なにを言うてはるのか、ぜんぜんわかりまへん」

　チーは俺の胸に顔をうずめ、泣いた。

「葉介はんの、ウソつきい。ウチ、すごく、すごく楽しみにしてたのにぃ……」

　どうしてこんなことになったんだろう。俺も、泣きそうだった。

　せめて明日。そうだよ。合宿は明日もある。一晩眠れば、あの忌いまわしい感触もいくらか風化してくれるだろう。

　すまない、チー。しかし明日がある。

　俺は明日の夜までに、百回歯を磨こう。そう心に誓った。










07月21日（月）　和泉いずみ葉介




　朝、歯を磨いていると、外からバイクの音が響ひびいてきた。

　音は旅館の前で止やんだ。マルタが、歯磨き中の俺を呼んだ。どうやら、マキマキと善ぜん七しちが合宿所をたずねて来たようだった。

「ど、どうしたんだよ。なにかあったのか？」

　旅館のロビーで、俺はマキマキに声をかけた。俺に答えたのは、善七だった。

「坊ぼう主ず、緊きん急きゆう事態だ。ちょっとお頭かしらの屋や敷しきまで来てくれねえか？」

「まさか、またマレビトの襲しゆう撃げきにあったんですか？」

　大変だ。しかし、なさけないことに、俺は修行中の身だ。戦力にはならない。部屋に戻もどって、チーを呼んでくるか？

「あ、そういうんじゃねえんだ。とにかく今すぐ来てほしい」

　マルタに、急に出かけることになったとを告げ、俺は善七のバイクの後ろに乗った。そして、弾だん左ざ衛え門もんの屋敷へと向かったのだった。

　庭の見える和室。いつも通り上かみ座ざに座る弾左衛門は、見たことがないほど緊張した様子だった。

「お、おう。よく来てくれたな、葉よう介すけ」

「何が、あったんですか？」

「まあ、ここへ座れや。マキマキもな」

　弾だん左ざ衛え門もんは、やけに真ま面じ目めな目つきで、俺の顔を覗のぞき込んだ。

「葉介……お前はおれの一番弟子だ。マキマキも、この家に居い候そうろうしてんだから、おれの弟子みてえなもんだよな」

「はあ……まあ俺は、体験入門ですけど」

「だったらよう、このおれァ、矢や野の流の師範ってことで、いいんだよな？」

「へ？　いったい何の話ですか？」

　弾左衛門が腕を組んだ。

「まいったことによう、つどいのピアノの先生がよう、この家に来るっていうんだよ。おれァこれでも、つどいの保ほ護ご者しやだぜ？　ニートじゃ、カッコ悪いだろうが」

「はあ？　……もしかして、そのピアノの先生に、弟子がいるところを見せるために、俺はここに呼ばれたんですか？」

「おう、察しがいいな。さすがおれの一番弟子だぜ」

　ため息が出てきた。

「……帰ります。俺は忙しいんです」

　俺は合宿所に帰って、歯を磨かなければならないのだ。

「ちょ、ちょい待ってくれ葉介。もう来ちまうんだよ。お前めえは座っているだけでいい。だからよう、頼むよ。後ご生しようだ」

　帰ろうとする俺の脚に、弾左衛門がすがりつく。

「放してください、師し匠しよう」

「いいや、放さねえ。師匠がこうして頼んでんだ。ちったぁ聞いてくれたっていいじゃねえか。ええ？　おれァなあ、つどいにだけは、恥はじぃかかせたくねえんだよ」

　弾左衛門と俺が、放せ放さないの格かく闘とうをしていると、

「……つどいが、戻もどってきた。先生と、一緒……」

　マキマキがそう呟つぶやいた。

「もう帰さねえ。帰さねえぞ」

　俺の片足に、コアラのように抱きついて離はなれない弾左衛門。俺は帰るタイミングを逸してしまったようだった。




　つどいさんのピアノの先生は、三十代くらいの品のよいハンサムな男性だった。涼しげな白いシャツを着て、ジャケットは手に持っていた。ちなみにこの屋や敷しきにはエアコンというものがなく、扇せん風ぷう機きしかない。

「あなたが、つどいさんのお兄様ですね。お会いできて、光栄です」

　先生は屈くつ託たくのない笑顔で、握手の手を差し出した。

「お、おう」

「しかし驚おどろきました。まさかデパートの屋上に家があるなんて思いませんから」

「おう。そりゃアレだ。つどいが幽ゆう霊れいを嫌いやがるからよう──」

「幽霊？」

　怪け訝げんそうに顔をしかめる先生。

「お兄様っ。先生の前で、おかしな話をしないでよ」慌あわてた様子で、つどいさんが言った。

「お、おう」

　つどいさんが、簡単に先生のことを紹介した。プロのピアニストとして活動しながら、芸大の非常勤講師をしている人らしい。弾だん左ざ衛え門もんは、俺とマキマキを弟子だと紹介した。

「まったく、師し匠しようのそばを離はなれたくねえらしくてよう。教える立場ってえのは、うざったくてかなわねえや」

　着座しても、弾左衛門はどこかソワソワしていた。

「そうだマキマキ。たしか戸棚にカステーラがあったはずだ。それを先生にお出ししなさい」

「いえいえ、おかまいなく──」

　先生が笑顔から、真しん剣けんな表情へと変わった。

「──本日、失礼ながらお宅にまでお邪じや魔まさせて頂いたのは、お兄様に折り入って聞いてほしいことがあるからです」

「お、おう。なんだ」

「つどいさんの話です。私は前々から疑問を感じていました。つどいさんが、海外はおろか、国内のどんな小さなコンクールにもまったく出場しようとしないことに」

　弾左衛門の表情が急に、険しくなった。

「聞けば、彼女はお兄様の言いつけで、コンクールに参加しないというじゃありませんか──」

「先生。……そいつァ、うちの方針ってやつだ。放っておいて、くんねえかな」

　つどいさんは先生の横で、小さくなって、うつむいていた。

「つどいさんは、優秀なピアニストです。私はつどいさんの才能が、埋もれてしまうのが忍びないのです」

「先生よう。その優秀なピアニストってのが、先生の学校にはどれくらいいるんだい？」

「……生徒はみな、優秀です。しかし、つどいさんのピアノは生きています。魂たましいがこもっているのです」

「それじゃあ、だめなんだよ先生。優秀だからって、音楽で食っていける人間が、いったいどれだけいる？　ましてつどいはこの通り、目が見えねえ。この世せ知ち辛がらい世の中で、目の見えない人間が生きるのは、並大抵のことじゃねえんだ。あんまり無責任なことは言わねえでくんな」

　今度は先生のほうが、ムッとしたような表情を見せた。

「無責任なのは、お兄様のほうではありませんか？」

「なにい？」

「つどいさんも、いつまでもお兄様の庇ひ護ごの下で生きていくわけには、いかないでしょう。わかりませんか？　つどいさんは、自立したがっているのです。その芽を摘んでいるのは、お兄様ではありませんか？」

「ばかなこと言うな、この野郎。つどいは自立なんてしねえ。つどいは婆ばばァになって死ぬまで、一生このおれが面めん倒どうを見るんだ。不幸にはさせねえ。欲しいもんがあれば、なんだって買ってやる。習いてえっていうから、ピアノだって習わせてやったんだ。そうだよ先生、あんたは芸術家気取りかもしんねえがなあ、ピアノは習い事なんだよ。偉そうにあれこれ他人の家の事情をな──」

「いいかげんにしてっ！」

　突とつ然ぜん、驚おどろくほどの大きな声で、つどいさんが叫さけんだ。

「私は、お兄様の持ち物じゃないの。そうやってお兄様は私の気持ちを考えもしないで、いつもいつも勝手なことばかり。私は、そういうお兄様が嫌きらいなの。私はお兄様から少しでも離はなれたくて、ピアノを勉強しているのよっ！」

「……ウソだろう？　つどい。……へへ、冗談だよな？」

　つどいさんの閉じられた目ま蓋ぶたからは、涙が溢あふれていた。盲もう導どう犬けんのリキが、心配そうにその主人を見つめていた。

「ウソじゃないわ。今日だって、私が無理を言って、先生にわざわざ来てもらったの」

「なんだってぇ？」

「それは違ちがうぞ、つどいさん。私は自分自身の意思で、お兄様を説得しに来たのだ」

「いいの、先生は黙だまっててください。これはもともと私とお兄様の問題なんだわ。どんなに時間がかかっても、私がお兄様を説得します」

「つどいさん……」

　先生が、つどいさんの手を握った。

「その手を、どけろおっ！」

「きゃっ！」

　慌あわてて弾だん左ざ衛え門もんがつどいさんを抱き、先生を突つき飛ばした。

「なにするのよ、お兄様っ！」

「この野郎っ！　つどいに触るんじゃねえ！　帰けえれ、このセクハラ教師！」

　突き飛ばされた先生が、冷静にジャケットを拾い上げる。

「……つどいさん。今日はお兄様が興奮してらっしゃるようだ。後日あらためて、お兄様を説得しに来させてもらうことにするよ」

「おう、帰れ！　二度と来るんじゃねえ！」

「つどいさん、また学校でね……」

　先生はハンサムな笑顔を残し、縁えん側がわから玄関のほうへ帰っていった。

「放してよ、お兄様」

　つどいさんは弾だん左ざ衛え門もんの手から逃れ、盲もう導どう犬けんのハーネスを摑つかんだ。主人に合わせて立ち上がるリキ。

「おい、つどい。お前は見えてねえからわかんねえだろうけどなあ。……あの先生は、すげえブサイクだったぜ」

　最低のウソだった。

　つどいさんは縁側で振り返り、目を閉じたままの顔をこちらへ向けた。

「そんなこと、私が気にすると思う？」

　俺とマキマキと、放心状態の弾左衛門。部屋には元の三人だけが残っていた。

「おれァなあ、つどいを守りてぇだけなんだよ」

　弾左衛門はしょんぼりした声で、そう呟つぶやいた。しかし、同情なんてできない。こんなメチャクチャな兄……俺だったら、家を飛び出していたかもしれない。

「つどいさんを守りたいとか言ったって、つどいさんは自立したがってるじゃないですか。逆効果だと思いますけど」

「葉よう介すけてめえ、生意気なこと言うんじゃねえ」

「言いますよ。だってつどいさんは立派じゃないですか。目が見えないのに、自立したいって。ピアノを一いつ生しよう懸けん命めい勉強して。どうしてその気持ちを踏ふみにじるようなことをするんですか」

「黙だまれ、葉介！　てめえに、何がわかる」

　耳をつんざくような、怒ど鳴なり声。弾左衛門の顔は、怒りで赤く染まっていた。

「自立したくて、ピアノを勉強している？　それが立派？　笑わせんな！　そんな半端な理由でメシが食えるほど、ピアノの世界は甘かねえっ！　いいか、葉介。この世で一番つどいのピアノを聴いてるのは、誰だれだと思う？　あの優やさ男おとこの先生じゃねえ、死んだオヤジでもねえ。このおれだっ！　もしかしたら、つどい本人より聴いているかもしれねえ」

　弾左衛門の髪かみが、扇せん風ぷう機きの風で怒ったように揺れていた。弾左衛門の迫力に押されたまま、俺は黙ってしまった。マキマキはもともとあまりしゃべらない。

「おれだってなあ、小せえころから、つどいのピアノを一生懸命応援していた。観かん音のん様に手ェ合わせてな。つどいは天才だって、いつも思っていた。だがなあ葉介、ピアノでメシを食おうなんてやつらは、天才しかいねえんだよ。つどいくらいピアノが弾けるやつなんてのはなあ、世の中にゴロゴロいやがんだ」

　弾だん左ざ衛え門もんが俺を見つめてきた。らしくない、切なげな表情だった。

「おれァ、つどいが奏でるやわらけえ音が、大好きだ。毎晩同じ曲を聴いたって、飽きやしねえ。だが、世間のやつらは、そんな音なんて聞いちゃいねえんだよ。

　つどいが中学のとき、オヤジの反対を押し切って、コンクールに出場させてやったことがあったんだ。おれァ観客席で、心臓が飛び出るような気持ちで、つどいの演奏を聴いていた。

　結果は、つどいの優勝だった。うれしかったぜ。とにかく色んなもんに〝ざまあ見やがれ〟って言ってやった。

　だが、その優勝は、つどいの実力じゃなかった。オヤジの力でもなかった。

　目が見えない。そのことで、審査員の同情票が入ったってわけさ。準優勝の女の子が、悔くやしそうに泣いていたのを、おれァいまでも鮮明に覚えているぜ。

　もしかしたら、つどいのピアノをコンサートで聴きたいって客は、いるかもしれねえ。だがその客は、矢や野のつどいのピアノを聴きに来るんじゃねえ。目の見えない、不ふ憫びんな女の子が弾くピアノを聴きに来るんだ。

　おい、葉よう介すけ。てめえはつどいを、そんな同情の檻おりに、これから一生閉じ込めておくつもりなんか？　ええ？　そんなこたァ、おれがさせねえ。おれが、させねえぞ！」

　弾左衛門の顔。泣いていた。

　何も言えなかった。俺がつどいさんの自立を応援したいと思った気持ちは、ただの安っぽい同情だったのだろうか。わからない。

　弾左衛門は、つどいさんを一生守ると言った。妹を自立させず、一生守り通す。それは、同情とは違ちがうのだろうか。

「ちっ。しけた話になっちまった。ゲーセンにでも行ってくらあ」

　涙を拭ぬぐい、弾左衛門が立ち上がった。そして障しよう子じの隅に足の小指をぶつけてから、悪態をついて部屋を出て行った。




　善ぜん七しちは、隅すみ田だ川がわ沿いの公園脇わきの路地にバイクを停とめて、俺を待っててくれていた。マキマキも、俺を送りに来てくれている。

「終わったか？」

「ええ。ダンザとつどいさんが、ケンカになっちゃいましたけど」

「ウソだろう？　あの仲のいい兄きよう妹だいが。つどいが婚約者でも連れてきたってのか？」

「い、いや。そういうわけじゃなさそうでしたけど──」

　俺は善七に、さきほどの経けい緯いを説明した。自立したい妹と、守りたい兄。

「なるほど。自立ねえ」

「でも、少しだけダンザのことを見直しました。つどいさんのことを、とても大事に思ってるってわかったから」

「ま、お頭かしらにとっちゃ、つどいへの過か保ほ護ごは贖しよく罪ざいみてえなもんも入っているしな」

「贖罪？」

「なんだ。お前ら、聞いてねえのか」

　そんなこと言われても、何の話だかまったくわからない。

　善ぜん七しちは少し自分の頭を撫なでて、考えごとをしている様子だった。

「ま、いいだろう。そこまでお頭がお前らに踏ふみ込んで話をしてんだからな。誰だれかが、お前らに話しとかなきゃならんだろう」

「何の話ですか？」

「つどいの目の話だ。つどいの目、あれは先天的な障害じゃねえ。……自分で、潰つぶしたんだ」

「なんですって？」

「あの兄きよう妹だいは、生まれつき霊れい力りよくが強くてな。訓練もしないで、幽ゆう霊れいを見ることができたんだ」

（それって……）

　俺と、同じだった。

「まだ幼いころだった。兄はヤンチャでな。ガキ大将のように幽霊を従えて、たびたび家に幽霊を持ち込むことがあった。幽霊を怖がる妹を見て、からかってすらいた。

　兄はいつも父親からゲンコツを食らうのだが、それをやめようとはしなかった。

　ある夜。タチの悪い幽霊が、妹の寝室に紛まぎれ込んだ。兄が家に持ち込んだ霊だった。もちろん力の弱い霊だ。しかし、それがかえって禍わざわいとなった。

　誰だれにも気づかれず、幼い妹は一晩中、その霊がいかに残ざん酷こくに殺されたかを見せられたんだ。

　翌日、妹は自ら目を潰した。すぐに病院に運ばれたが、視力の回復は絶望的だった。病院のベッドで、彼女は微笑ほほえんだらしい。これで、もう見なくて済むってね。

　……ま、俺も現場を見たわけじゃねえ。先代から聞いた話だからな。しかしそれから、兄は妹を守るようになったってわけさ。霊から、人から、世間から。偏へん狂きようなまでにな」

　救えない話だった。しかし、他人事ではない。俺だって何かの掛け違ちがいで、兄のようになっていたかもしれないし、妹のようになっていたかもしれないのだ。

「……ダンザ……」

　突とつ然ぜん、マキマキが口を開いた。顔は隅すみ田だ川がわと逆の、浅せん草そう寺じ方面を向いている

「……向こうで、ダンザが殴られている。相手は三人……」

　おそらく弾だん左ざ衛え門もんは、以前のようにケンカを売って、返り討ちにあっているのだろう。

　しかしそのバカげたケンカが、いまは、悲しい自傷行為に思えた。

「善七さん、何してるんですか。助けに行かなくちゃ」

「え？　お前、帰るんじゃないのかよ」

「だって、放っておけないでしょう」




　屋や敷しきで弾だん左ざ衛え門もんを介抱し、結局、俺は彼のヤケ酒に付き合った。俺はカルピスだったから、まったく酔わなかったが、弾左衛門はベロンベロンになっていた。

　夜になって、つどいさんの部屋からピアノの音が聞こえてきた。やさしい音だった。

　酔いつぶれた弾左衛門の顔は、すごく幸せそうだった。







[image: 恋する鬼門のプロトコル3]










07月21日（月）　滝たき野の川がわネピア




　もう、何度目の霊体バイナリダイブだろう。

　私は執しつ拗ようなほどに、あの宙ちゆう倫りん俱ぐが作った普ふ賢げんを観察していた。

　わかったことが、いくつかある。

　ネットワーク上に散在する普賢は、普段はバラバラに活動をしているが、たまに統一的な動きを見せることがある。それはインターネット上の様々な計算資源を少しずつ集め、巨大な計算環境を実現するグリッドコンピューティングに似ていた。

　普賢を分散して働かせることにより、宙倫俱は、高負荷の計算を効率的に処理することが可能というわけだ。宙倫俱のようなハッカーにとっては、この上ない武器となるものだろう。私が観察していたときに普賢が働いたのは、「座ざ頭とう」「ノリツッコミ」など、意味不明な単語検索のみだったが。

　普賢ネットワークの構造についても、少しわかったことがある。

　普賢は分散型のシステムに見えて、実は中央集権的にコントロールされている。文もん殊じゆという別のアプリケーションが、世界中の普賢からもたらされる膨ぼう大だいな情報を処理しているようだ。文殊本体は、六四台で構成されたクラスターマシンの上で動いていた。

　普賢は所しよ詮せん、枝えだ葉はにすぎない。中心は、あくまで文殊だ。

　最後にもうひとつ。宙倫俱の正体がわかった。

　天てん王のう寺じ真しん一いち、まだ高校生の少年。普賢を制御するクラスターマシンが、彼の部屋にあるのだ。当然、霊体ダイブでなければ、それを知ることはできなかっただろう。

　驚おどろいたことに、彼は和泉いずみ葉よう介すけや新にい美みたまもと同級だった。偶然で、あるわけがない。彼らは何らかの協力関係にあるはずだ。

　宙倫俱の写真。思ったより端たん整せいな顔立ちをしている。自信に満ちた切れ長の瞳ひとみ。この世に怖いものなどない、といった表情だ。

　その子供じみた自信を、私がぶち割ってやる。二度と元に戻もどらないほどに。

　普賢を制御するクラスターマシン。そのＲＯＯＴ権限を奪う。そっくりそのまま、普賢ネットワークを手に入れてやるのだ。

　どんなシステムにも、セキュリティホールは存在する。待っていろ、宙倫俱。今度はお前を、恐怖で震ふるえさせてやる。










07月21日（月）　夜　天てん王のう寺じ真しん一いち




　今日は葉よう介すけが浅あさ草くさへ行ってしまったため、僕はずっと居間で新しい御霊アプリの開発をしていた。綱つな吉よしが新にい美みや加か納のうと遊ぶ声が、ひどくやかましかった。




　senreiは昨日、携帯でも動作を確認できた。先日捕ほ獲かくしたアイマスクの幽ゆう霊れいは、霊視ができる御霊に利用しようと考えている。これも携帯で動かせれば、senreiと連動させて、心霊写真を撮る感覚で幽霊をキャプチャできるようになるだろう。




　メーラーに、見知らぬアドレスからメールが届いていた。差出人の名前を見て、正直驚おどろいた。なんと、辻つじ信のぶ政まさからのメールだったのだ。

　なぜ、彼が僕のアドレスを知っている？　一いつ瞬しゆん疑問に感じたが、僕は以前、東京メトロ本社で顔を見られている。そこからこのアドレスまでたどり着くことは、難しいことではない。

　あるいは辻信政になりすました偽メールとも疑った。しかしその可能性は低い。




　メールの内容が、マキマキの殺害予告だったからだ。










07月22日（火）　和泉いずみ葉介




　弾だん左ざ衛え門もん邸。

　和室の座を囲むのは、俺と天王寺とチー、そして弾左衛門と善ぜん七しちだった。マキマキは別室にいて、マルタが一緒にいる。

『……しばらくじゃのう、少年』

　映像通信。Ａ４サイズのＰＣ画面に、辻信政の姿が映った。この家にはＰＣがないらしい。ＰＣは天王寺が用意したものだ。

　画面の中の辻。相変わらずの和服姿で、ぬらりひょんを思わせる風ふう貌ぼうだった。

「あんた達は、まだマキマキを虐ぎやく待たいするつもりなのか？　いいかげんに、彼女に人間らしい生活を送らせてやろうとは思わないのかよっ！」

『真ま紀きは、人間ではない。兵器じゃ。それも大きな力を持った、危険な兵器じゃ。真紀を御ぎよせぬのならば、破は壊かいするのが常道よ。ましてそれが敵の手にあるというのは、我々にとって好ましい状況ではない』

　なんてやつだ。マキマキのことを、微み塵じんも人間だとは思っていない。

「なあ、辻つじさんよう──」

　弾だん左ざ衛え門もんが、話に入ってきた。

「──マキマキはもう、兵器じゃねえ。おれの弟子になっちまったからな。あんたらのように、兵器として扱うつもりもねえ。本当だ。男の約束は、守る。ここはおれの顔に免じて、手を引いちゃくれねえか？」

『……貴様が、いまの弾左衛門か。まだ若いようじゃから、ひとつ助言してやろうかのう。冷静になって考えてみれば、わかることじゃ。貴様らにとって、真ま紀きを守ることに何の意味がある？　貴様らが介入することで、貴様らが得るものは何もない。無為な行動は、組織を疲弊させ、やがて滅ほろぼすことになるぞ』

「うるせぇぞ、このじじいっ！　一人の人間が殺されそうになっている。その人間を助ける。それに理由なんて、いるのかボケが！　もし理由があるとすれば、仁ってやつよ。じじいのくせに、ストーカーみてえにマキマキのケツを追ってねえで、てめえの墓でも磨いてろや！」

『ほう。威勢がいいのう……しかし、後悔することになるぞ？　弾左衛門』

「ハッ。後悔すんのは、てめえだ、辻つじ。おれァ、マキマキのことは守ると決めた。一度決めたもんをやり通すのが、男ってやつよ！」

　画面の中で、辻が不気味に笑った。

『……いいだろう。三日後じゃ。儂わしは三日後の夜、必ず真紀を殺す。それまで貴様も、せいぜい余生を楽しんでおくことじゃ』

　辻の通信が途切れた。

　辻は三日後、つまり二五日に、マキマキを殺すと言った。恐ろしい予告だった。

「いいか善ぜん七しち。これから三日間、てめえはずっとマキマキのそばにいろ。寝るときもだ」

「ああ。わかったぜ、お頭かしら」

　弾左衛門は険しい表情で、少し考えていた。

　いま、組織では霊れい子し対たい流りゆう網もうの調査に人数が割さかれていて、人員が不足しているらしい。そのことを俺は、善七から聞いていた。

「あの……僕になにか、できることはありませんか？」

「おう葉よう介すけ。花やしきに、電話しろ」

「へ？　花やしき？」

　花やしきとは、浅あさ草くさにある遊園地のことだった。

「今日から一週間、花やしきをまるごと借り切るんだよ。おれに三日与えたのが、あちらさんの失敗よ。それまで花やしきに、強力な結けつ界かいを敷しいてやる」




　弾左衛門は、すぐさま花やしきへ向かった。善七はマキマキの部屋へ行った。天てん王のう寺じは、弾だん左ざ衛え門もんについて行った。結けつ界かいについて知りたいのだという。

　さて、俺たちも花やしきに向かうか。

　弾左衛門邸の和室。横に座る、チーの顔を見た。チーは、拗すねたような表情で、俺を睨にらんでいた。

「……葉よう介すけはん。ウチの言いたいこと、わかりはりますか？」

「う。もしかして、……キスのこと、でしょうか？」

　昨日、合宿所へ戻もどると、すぐに天てん王のう寺じから辻つじのメールのことを聞かされた。マキマキが殺されようかというときに、キスをするとか、ぜんぜんそんな空気じゃなかったのだった。

「葉介はんが望むのなら、ウチはマキマキだって守ります。でもこれだけは、葉介はんにはっきりと確認せななりません」

　チーはその紅あかい瞳ひとみで、俺の顔を覗のぞき込んだ。

「葉介はんは、ウチのこと、愛してはりますか？」

「な、なんだよいきなり……」

　急に、チーが自信のない表情を見せた。

「愛して、はらへんの？」

「あ、いや、お前だってわかってるだろ」

「言っておくれやす。葉介はんのお口から」

　座ったまま、甘えるようにチーが抱きついてきた。

「あ、愛してる……」

　チーにだけ聞こえるような小さな声で、そう言った。

　俺に顔を向けるチー。いつもながら、美しくも可愛かわいらしい表情だった。

「マキマキよりも、愛してはりますか？」

「な、なんでここでマキマキが出てくるんだよ」

「いいから。葉介はん、もう一度言っておくれやす、愛してるって……」

「あ、愛してる……」

　たまらなく、恥はずかしくなった。

　チーは満足気な表情を浮かべ、それから静かに目を閉じた。

「なっ、いま、ここでキスしろってことかよ。不ふ謹きん慎しんすぎるだろ……」

「証明しておくれやす。ウチを愛してるってこと、ウチにわかるように……」

　俺は周りを見渡した。周囲に人の気配はない。

　縁えん側がわの向こうに見える庭では、蟬せみが鳴いている。扇せん風ぷう機きの風が優やさしくチーの顔を撫なで、彼女のいい匂においが、俺の鼻び腔こうをくすぐった。

　俺の歯磨きは、万全だった。

　ゴクリと溜たまったつばを飲み込み、目を瞑つぶった。

　どうしよう、鼻息、荒すぎないかな。そんなことを心配しながら、俺はゆっくりと、唇くちびるをチーに近づけていった。

「──おいおい。ガキども、盛さかるんなら自分の家でやれ」

　驚おどろいて振り向くと、縁えん側がわに善ぜん七しちが立っていた。腰の辺りから半分だけ、マキマキの顔も見えている。マキマキは、じっとチーの姿を見ていた。チーは少し微笑ほほえみながら、マキマキの顔を眺ながめていた。

　俺は慌あわてて、チーから離はなれた。

「なっ！　見てたんですか？」

「んな趣味はねえ。ほれ、電話だ」

　善七から手渡された携帯。相手は弾だん左ざ衛え門もんだった。

『おう葉よう介すけ。お前、霊れい樹じゆを調達してきてくれや』

「へ？　霊樹って、なんですか？」

　霊樹とは、どうやら結けつ界かいを張るのに必要な素材らしい。花やしきの敷しき地ちをカバーするには、手持ちの霊樹では足りなくなりそうだとのこと。

『じゃあ、頼んだぜ葉介』

「ちょ、そんなこと言われたって──」

　電話はもう、切れていた。

「ぜ、善七さん。なんか、霊樹を調達して来いって言われました」

「そいつは難儀だな。霊樹ってのは、神しん木ぼくクラスの樹木が霊化したもんだ。たいていは神社の持ちもんになってるし、野生の霊樹を探すなんてのも、骨が折れる」

「心配ありまへんえ、葉介はん──」

　珍しく、チーが話に入る。

「──あの方が、霊樹を持ってはりましたえ」

「あの方？」

「綱つな吉よしはんのことどす」

　そういえば……。俺は綱吉が、立たて札ふだで結界を張っていたことを思い出したのだった。










07月23日（水）　和泉いずみ葉介




　合宿所の居間で、綱吉は完全にヘソを曲げていた。

「あの、殿。霊樹の話なんですが……」

『いやじゃ。ヨースケのスケは、ぜんぜん遊んでくれん。余よはな、この大合宿をすごく楽しみにしていたのだぞ』

「そのことは謝あやまります。謝りますから……機き嫌げん直してくださいよ。ほら、トランプ。こっちには、将しよう棋ぎだってありますよ～」

　ぷいっと、綱つな吉よしはそっぽを向いてしまった。

　くそ。昨日、マルタまで一緒に弾だん左ざ衛え門もん邸に行ったのがマズかった。おまけに昨日は、ジョニーウォーカーまでいなかった。実は数日前から、彼は綱吉の依頼で特殊任務についていたのである。綱吉は強力な霊れいだが、自動車が苦手なので、一人ではあまり出歩けない。独ひとり合宿所に残された綱吉は、ずいぶんと寂しい思いをしたようだった。

『よう葉よう介すけ、よう綱吉。行ってきたぜ～。結構遠くて、苦労したけどよ』

　そのとき、窓辺にジョニーウォーカーが浮いていた。ジョニーウォーカーが、特殊任務から帰ってきたのだ。軽けい薄はくに宙に浮く彼の姿が、俺には救世主に思えた。綱吉の機嫌を直せるのは、彼の報告かもしれない。

『おお、ジョニーウォーカーか。で、どうじゃった？』

　瞳ひとみを輝かせて、ジョニーウォーカーを見つめる綱吉。ジョニーウォーカーは両手を広げて、肩かたをすくめてみせた。

『柳やなぎ沢さわ吉よし保やす。墓にもいなかったぜ。やっぱり成じよう仏ぶつしちまったんだろうな。子孫にも恵まれてたようだし』

　綱吉は、みるみる落胆の表情に変わった。

『吉保。やはりもう遊べぬのか……』

　そのまましょんぼりと、綱吉はちゃぶ台の脇わきに座り込んでしまった。こんな元気のない綱吉を見るのは、初めてだった。

『ヨースケのスケ。余よは吉保に、会いたいぞ』

「そんな……。無理ですよ」

『そうじゃのう。もう、会えないんじゃのう……』

　綱吉の顔は、くしゃくしゃになっている。懸命に、泣くのを我慢しているのだ。ジョニーウォーカーが心配そうに、綱吉の周りを飛んでいる。

　俺は以前、ジョニーウォーカーの記憶を見たことがある。幽ゆう霊れいの記憶を。

「殿……。もう吉保さんには会えないでしょう。でも──」

　俺は帽子の上から、綱吉の頭を撫なでてやった。

「──もしかしたら殿の記憶の中でなら、また吉保さんに、会えるかもしれませんよ？」




　六りく義ぎ園えん。草木は真夏の太陽を浴びて、全開で光合成をしているようだった。

　俺は綱吉と手を繫つないで、藤ふじ代しろ峠とうげを登った。息をきらし、汗だくになりながら、なんとか登りきった。

『ヨースケのスケ……』

　六りく義ぎ園えんを一望する景色。俺は綱つな吉よしの帽子を取ってやった。心配そうに俺を見る綱吉。

　俺はゆっくりと、額ひたいを綱吉と重ね合わせたのだった。




　──六義園を一望する景色──

　しかし、どこか現在の藤ふじ代しろ峠とうげとは違ちがう。木々の間から見えていた、ビルがない。代わりに、瓦かわら屋や根ねの屋や敷しきが見えていた。

　どうやら俺は、意識を持ったまま綱吉の記憶に入り込んだようだった。肉体は存在しない。純粋な意識だけの存在だった。

「いつ来ても、ここの眺ながめは絶景じゃのう、吉よし保やす」

　綱吉が、眼下の池を見下ろして言った。子供の格好ではない。立派な大人の姿だった。

「この景色で、少しでも殿の心痛が和やわらげば、私は幸せです」

　綱吉の傍かたわらには、一人の武士がいた。温和な表情の、ほっそりした男だった。

　二人は並んで、六義園を見下ろしている。

　眼下では桜が咲き乱れ、紅葉が色付き、蟬せみが鳴いていた。自動車のクラクションの音もする。遠方には、自動車が走っている様子だった。

　どうも、ここは完全な江え戸ど時代の六義園ではないようだった。無理もない。綱吉の記憶は、三百年も前のものなのだ。

「しかし吉保はいいのう。こんな見事な庭園を造りおって。余も寺ばかりでなく、もっと庭も造ればよかったわ」

「そうですね。殿はこの辺りだけでも、たくさん寺社を造営してますからねえ。護ご国こく寺じ、小こ石いし川かわ白はく山さん神じん社じや、根ね津づ神社……おまけに寛かん永えい寺じの根こん本ぽん中ちゆう堂どうも建ててらっしゃる。そろそろ庭などもお造りになっても、よろしいかもしれません」

　綱吉は笑った。

「簡単に言いおって。みな言っておるぞ。もう幕府の金も底をつくとな」

「しかたがないじゃないですか。太平の世を迎えてから、この国の人口は爆ばく発はつ的てきに増えています。もともと浪人だって大勢います。我々がお金を使って仕事を作らないと、江戸の街は失業者で溢あふれちゃうんですから」

「そうじゃのう。放っておいたら、また由ゆ比い正しよう雪せつみたいなテロリストが出てきてしまう。まったく、戦国が終わりすでに百年がたつというのに……困ったものじゃ」

　綱吉は池に浮かぶ島を見ながら、ため息を吐つく。

「そういえば殿。町まち奉ぶ行ぎようの報告が来ています。弾だん左ざ衛え門もんから、幕府に対してお救いの願いが提出されているそうです」

「どういうことじゃ？　弾左衛門には、相当な特権が認められているはずではないか」

「江戸に流入する、野の非ひ人にん（ホームレス）の数が、増えているんですよ。その負担が、特権がもたらす利益を超えてきたのでしょう」

「まったく……いくら幕府でお金を使っても、下しも々じもの生活は困こん窮きゆうするばかりじゃ。このままでは、本当に幕府の金が尽きてしまうぞ」

「でも、ほっとくわけには、いかないでしょう？　野非人も浪人と同様、江戸の治安に直接かかわる問題でもありますしね。……お金を使わず、弾だん左ざ衛え門もんを助ける。その方法はありますよ」

「どうすればよいのじゃ」

「弾左衛門の特権を、強化してやればよいのです」

「また簡単に言いおる。そうは言っても、すでに弾左衛門には、かなり強い特権が与えられておるぞ」

「私は別に、新たに特権を設けろと言っているのではありません。既存の特権を強化する余地があると考えているのです。たとえば弾左衛門には皮革産業の独占が認められていますが、これは必ずしも徹底されているわけではありません。皮革はお金になりますからね。

　まだ世には、戦国の殺伐とした気風が多く残っています。死し穢えに対する意識の低い人々も少なくない。そんな民たみの意識を改革する。それが、江戸の治安を保ち、弾左衛門も救うことになるのではないでしょうか？」

　吉よし保やすは、隣となりに立つ綱つな吉よしの顔を覗のぞき込んだ。

「生しよう類るい憐あわれみの令──四し民みんに殺せつ生しようを禁じ、その外の身分の者にのみ、殺生を赦ゆるすのです。さすれば四民は徐々に戦国の気風を改め、また弾左衛門の特権を安定させることができましょう」

　綱吉の表情は、険しかった。それは、冷徹な為政者の顔だった。

「……生類憐みの令か。四民からは怨うらまれるのう。余よも、弾左衛門も」

「殿、全すべての民を満足させることはできませんよ。人もモノもお金も、資源には限りがあるのです。我々は、できることをやるほかないのです。でも忘れないでください──」

　温和な表情で、吉保が微笑ほほえんだ。

「──殿一人が、怨まれることはありません。民が殿を怨むのならば、私も一緒に怨まれましょう。殿の苦しみがあれば、私も一緒に苦しみましょう。いままでもずっと一緒だったじゃないですか。これからも私は、何だって殿とご一緒いたしますよ」

　険しかった綱吉の顔が、ほころんだ。

「吉保……また、簡単に言いおって」

　そのまま二人は、藤ふじ代しろ峠とうげからの景色を眺ながめていた。眺めているものは、眼下の六りく義ぎ園えんの景色だけではない。その先に広がる江え戸どの街を、いつまでもいつまでも、眺めていたのだった。










07月25日（金）　和泉いずみ葉よう介すけ




　花やしき。嘉か永えい六年（一八五三年）、上うえ野の輪りん王のう寺じ宮のみや御お出で入いりの造園師・森もり田た六ろく三さぶ郎ろうにより開園された花園を起源とする遊園地である。園内には日本最古の国産ローラーコースターや、地上四五メートルまで吊つるされたゴンドラがメリーゴーランドのように回るＢｅｅタワーなど、歴史深いアトラクションが配置されている。良くも悪くも、昭和のレトロな香りが漂ただよう遊園地だ。

　俺たちは今日、ここに篭ろう城じようして辻つじからマキマキを守ることになる。

　花やしきの結けつ界かいは、なんとか完成していた。綱つな吉よしがくれた霊れい樹じゆは、自分の霊れい廟びようのものだった。戦火で焼かれた木材が、そのまま霊として残ったものらしい。綱吉がくれた、柱二本ほどの霊樹。弾だん左ざ衛え門もんはそれを、極上品だと言って喜んでいた。

　弾左衛門の作った結界は、小さな祠ほこらによって形成されていた。合計四つの祠が、花やしきの要所に配置されている。

『うむ。良い結界じゃな。弾左衛門も、なかなかやりおるわ』

　綱吉は満足そうに花やしきを眺ながめ、それから神しん妙みような顔つきで俺に言った。

『ではヨースケのスケ。余よはしばらく六りく義ぎ園えんに留とどまり、吉よし保やすを偲しのぼうと思うのじゃが』

「えっ？」

　俺は驚おどろいた。

「そんなことしたら、なんか成じよう仏ぶつしちゃいそうじゃないですか」

『なんじゃヨースケのスケ。余が成仏してはいかんような口ぶりじゃのう』

「だって……寂しいじゃないですか」

『そんな顔をするな。安心するが良い、ヨースケのスケ。余はまだまだ成仏はせんぞ。世の中のお笑い番組を全すべて観みきるまではな』

　綱吉は笑った。

『ではヨースケのスケ。くれぐれも、ネタ番組の録画を忘れるでないぞ』

　ジョニーウォーカーの背中に乗って、綱吉は六義園へと送られていった。




　日が落ち、夜が近づいてきた。辻がマキマキの殺害を予告した、夜だった。

　俺たちは園内のゲームコーナーの椅い子すに座り、辻の攻撃を待ち構えていた。メンバーは弾左衛門と善ぜん七しち、天てん王のう寺じとマルタ、そしてチーだ。もちろんマキマキもいる。

「いいかお前ら。この結界は、象が降ってきたって破れねえ。だが、何が起こるかわからないのが、戦いくさってやつよ。もしなんかあったら、この面子メンツでマキマキを守ることになるからな」

「任せなさいよね。いざとなったら、私がこの弓で、辻を仕留めてやるわ」

　道着姿の加か納のうマルタ。家から和弓を持ってきていた。

「辻つじ信のぶ政まさ。私を和泉いずみなんかと心中させようとした恨みは、一生忘れないんだから」

　マキマキは、悲痛な面おも持もちで俺を見ていた。心配ないぞ、マキマキ。俺たちがついている。

「葉よう介すけはん──」

　チーが俺の顎あごをもって、俺の視線を自分のほうへ導いた。

「──今日はもしかしたら、骨の折れる喧けん嘩かになるかもしれまへん。それまでウチに、存分に充電させておくれやす」

　そう言ってチーが、俺の腕に抱きついてきた。

「……来た。空から……」

　マキマキが呟つぶやいた。

「もう。もっと葉介はんと、ひっついてたかったのにぃ」

　ゲームコーナーから外へ出て、空を見上げた。

　夏の夜空に、一匹の鳥が、トンビのように旋せん回かいしているのが見えた。よく見るとそれは、鳥ではなかった。烏からす天てん狗ぐ。凶悪な霊れい獣じゆうだった。

　やがて烏天狗は三匹となり十匹となり、ついには千匹を超えるであろう大群となって、花やしきの上空を埋め尽くしていった。烏天狗たちは、それぞれ槍やりを装備しているようだ。

　以前襲おそわれたときは、棒だった。そして以前とは比べものにならないほどの数だった。

　獲え物ものを狙ねらい、空を旋回する烏の大群。ひどく不気味な光景に思える。

「心配ねえ。あんなケチな霊獣じゃ、この囲かこい内うちにゃあ、入って来れやしねえ」

　大群の一角、五匹ほどの烏天狗が、俺たちへ向かい急降下をしてきた。しかしその五匹は上空で弾だん左ざ衛え門もんの結けつ界かいに触れ、みるみる青白い炎に包まれていった。五匹の烏天狗は悲鳴をあげながら空中で燃え尽き、塵ちり一つ残らなかった。

　強力な結界。これならどんなに強いマレビトが来たって、ここに入ることなんてできないのではないか。

　いける。俺の中に、そんな安あん堵どが広がっていった。










07月25日（金）　夜　滝たき野の川がわネピア




　隣りん接せつするビルの屋上から、私は花やしきを眺ながめていた。塔の形をした絶ぜつ叫きようマシンの先には、浅せん草そう寺じの五ご重じゆうの塔とうが見え、さらにその先には東京スカイツリーが見えている。

　残念ながら、ここにいるのは私一人ではなかった。十じゆう蔵ぞうのやつが一緒だ。

「ははは、見ろ小娘。圧巻ではないか」

　十蔵のやつは上空に舞まう烏天狗の大群を眺めて、悦えつに入いっていた。気持ち悪い。その烏天狗の大部分は、辻つじってじいさんの力で集めたもんのくせに。

「いい気になってんじゃねえぞ、十じゆう蔵ぞう。てめえの本チャンは、ここじゃねえだろうが」

「ふん。貴様も、さっさと仕事をしたらどうなのだ。何のために、いま俺がここにいると思っている」

「うるせえ。てめえはまず、本当に結界があんのか確認しろよ」

　十蔵は一いつ瞬しゆん私を睨にらみ、上空を旋せん回かいする烏からす天てん狗ぐに指示を出した。急降下する烏天狗。烏天狗はなにかにぶち当たり、燃え尽きた。辻のじいさんの、言った通りだった。

　辻のじいさんは、真ま木き真しん十じゆう郎ろうのボスらしい。真木真十郎と比べると、雰ふん囲い気きがだいぶ男臭いので好感は持てないが、そのじいさんが考えた作戦には、乗ってみる価値があると思った。

　花やしきに、宙ちゆう倫りん俱ぐがいることは確認している。やつの心を砕いてやる、絶好のチャンスだった。

「強力な結けつ界かいだぞ。あんなものを、本当に貴様などが破れるのか？」

「いちいちうるせえんだよ、てめえは。あと、臭くせえ。さっさとここに、烏天狗を連れて来いよ」

「ふん。口の減らない小娘だ」

　ビルの屋上に、十匹の烏天狗が舞まい降りた。この烏天狗が、宙倫俱に対する最初の奇き襲しゆう攻撃となる。
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　私はいつも使っているタブレットＰＣを取り出した。タブレットＰＣのタッチパネルで、烏からす天てん狗ぐたちを霊バイ体ナリダイブさせてゆく。彼らにはもともと肉体がないだけに、霊体ダイブのリスクは少ない。

「じゃあ、私もダイブして、烏たちを内部まで連れて行く。……十じゆう蔵ぞう。意識がないからって、私の体に触ったら、削り殺すからな」

「俺が、お前に触る？　バカも休み休み言え」

　いまいち信用できないが、しかたがない。いまは宙ちゆう倫りん俱ぐに、吠ほえ面づらをかかせてやることが優先だ。

　宙倫俱のやつは、夢にも思っていないだろう。完かん璧ぺきな結けつ界かいの中に、まさか、自分がセキュリティホールを生み出していようとは。










07月25日（金）　夜　和泉いずみ葉よう介すけ




　俺たちはまた、ゲームコーナーに戻もどってきていた。

　外には千を超える烏天狗が舞まっている。しかし、園内に入って来れないのならば、怖くはない。俺の緊きん張ちようも、少し解けてきた。

「気をゆるめんじゃねえ。辻つじの予告は、ハッタリじゃなかった。やつらもここへ来た以上は、なにか仕掛けてくるはずだ」

　弾だん左ざ衛え門もんがそう言ったときだった。

　信じられないことに、彼の後ろにあるゲーム台から、一匹の烏天狗が、顔を出していた。

「なっ。あれ！」

　俺が驚おどろいて叫さけぶ間に、ゲーム台から次々と烏天狗が飛び出してゆく。

「やろうっ！」

　善ぜん七しちが一匹を拳こぶしで粉砕したが、大部分の烏天狗はゲームコーナーから逃げ出してしまった。結界の内側を飛び回る烏天狗たち。数は多くない。しかし──

「やられた……」

　外に飛び出した俺たちが見たものは、槍やりで祠ほこらを叩たたき壊こわす、烏天狗の姿だった。

　空が、崩れ落ちてきた。そう思うほどの烏天狗の大群が、一斉に花やしきになだれ込んだ。

　二匹の烏天狗の槍が、弾左衛門を襲おそった。

「うおっ、あぶねえっ！」

　転げまわりながら、なんとか弾左衛門は槍を避よけた。その弾左衛門を、体ごと片手で善七が持ち上げ、乱暴にゲームコーナーに放り込んだ。

「て、てめえ善ぜん七しち、なんてことしやがるっ！」

「お頭かしらは、中で待機しててくれっ！　ガキどもも、中に入ってろっ！」

　善七が叫さけんで、俺たちを元のゲームコーナーへ押し込んだ。

「……おい狐きつね、俺はちょっくら暴れてくる。マキマキの護ご衛えいは、頼んだぜ」

「好きにしおし。烏からすなんて斬きっても、つまらんさかい」

　善七がゲームコーナーのガラス戸を閉めると、彼の背中を狙ねらい、一斉に烏からす天てん狗ぐの槍やり先さきが襲おそってきた。ガラス越しに、槍でハリネズミのようになった善七の姿が見えた。

「なめるなよ、烏ども」

　振り返り、こちらに背を向ける善七。彼の背中には、槍は一本も刺さってはいなかった。

　怒りでみるみる紅こう潮ちようしてゆく、善七の肉体。いや、これは怒りによる紅潮ではない。タンクトップから飛び出した肩けん甲こう骨こつ、綺き麗れいに剃そったスキンヘッド、露ろ出しゆつした肌すべてが、塗られたような赤い色を帯びていった。

「善七のやつは霊れい子しで、さらに自分の肉体を強化することができる──」

　手荒く体ごと投げられた弾左衛門が、起き上がりながら言った。

「──本気になった善七は、鋼こう鉄てつよりも硬かてえ。烏のへなちょこ槍じゃ、かすり傷もつけられねえだろうよ」

　ガラスの向こうで烏天狗と対たい峙じする善七。ラリアットのような豪ごう快かいなフックで、一気に三匹の烏天狗を粉砕していた。凶暴な攻撃力。烏天狗の群れに、動揺が奔はしってゆく。

　筋骨隆りゆう々りゆう、真まっ赤かな肉体で烏天狗を睨にらみつける善七。怒れる鬼おにのように見えた。
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　霊バイ体ナリダイブから、屋上にある自分の肉体に戻もどった。

　戻った後は、いつも気分が悪いのだが、今日の気分は最高だった。私は必死に荒れた呼吸を整えて、タブレットＰＣに手を伸ばした。屋上にはもう、十じゆう蔵ぞうの姿は見えない。





nepia　 〉　久しぶりだな、宙ちゆう倫りん俱ぐ

turing　〉　いまは忙しい

nepia　 〉　どうして忙しいんだ？　もしかして、烏天狗に囲まれているからか？






　少し間があった。





turing　〉　なぜ、君がそのことを知っている

nepia　 〉　教えてやろう。そこに烏からす天てん狗ぐを送り込んだのは、私だ

turing　〉　なんのためだ。君は辻つじの一味なのか？

nepia　 〉　いまはじいさんに、協力をしている。お前をぶっ潰つぶすためにな

turing　〉　君は忘れているかもしれないが、僕は、君の秘密を知っている

nepia　 〉　私が忘れるわけがないじゃないか。天てん王のう寺じ真しん一いちくん






　長い間があった。





turing　〉　なぜこんな通信をする。君の役目は、もう終わったのか？

nepia　 〉　私が大だい嫌きらいなお前とチャットをするのは、お前を笑うためだ

nepia　 〉　気づいているか？　宙ちゆう倫りん俱ぐ

nepia　 〉　烏天狗が出てきたゲーム機には、普ふ賢げんが侵入していた

nepia　 〉　そんなリモート環境で、お前は文もん殊じゆを守ることが、できるのかな？






　それだけ書き込んで、私は宙倫俱との通信を切った。やつはどんな顔をして、その文字列を読むのだろう。

　呼吸は整った。脈も元に戻っている。気分がいいと、体調も早くよくなるようだ。

　私は大きく息を吸い、タブレットＰＣを額ひたいにあてた。

　霊バイ体ナリダイブ。この三分で決めてやる。目的は、普賢ネットワークを制御する、文殊の奪取。六四台で構成された、クラスターマシンの権限を奪うことだ。

　白と黒。ワイヤーフレームの世界。

　宙倫俱のマシンの防壁は、巨大な城壁のようだった。しかし、いまの私が突破できないものではない。

　私は五番アイアンを振りかぶった。そして大声で笑いながら、その堅けん牢ろうな城壁を叩たたき壊こわしていったのだった。
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　ゲームコーナーの入口では、善ぜん七しちが鬼おにのような働きで烏天狗の侵入を防いでいる。

　初めは烏天狗の姿は見えなかったけど、善七が粉砕していく烏天狗の残ざん滓しで、徐々にこの場の霊れい子しが濃くなっているみたい。その影えい響きようからか、おぼろげながら私にも、烏天狗の姿が見えるようになってきた。

　こんな状況にもかかわらず、天てん王のう寺じはゲーム台にＰＣを置いて、なにやら必死に作業を始めていた。

「ちょっと天王寺。なにやってんのよ、こんなときに」

「烏からす天てん狗ぐはゲーム台から侵入してきた。応急的に、その侵入経路を塞ふさいだ。しかし──」

　天王寺が言うには、彼の家に置いてある重要なサーバが、辻つじの仲間から攻撃を受けているらしい。六四台のうち、すでに一九台が敵の手に渡っているとのこと。

「ありえない速さで、防壁を突破されている。いったい何をやったら、こんなことができるのだ？」

　私は中学のころから天王寺のことを知っている。だけど、こんなに焦った表情の彼を見るのは、初めてのことだった。

「なによ天王寺。慌あわてちゃってさ。あんたなら、大だい丈じよう夫ぶなんでしょ？」

「……いまは忙しい。しばらく、話しかけないでくれないか」

　天王寺が、イラついたような口調で言った。

　そのとき突然、マキマキが立ち上がった。

「……あぶない、ゼンシチ……」

　入口の善ぜん七しちに目を移したときには、もう遅かった。

　一筋の油の龍りゆうが、善七の体を貫くのが見えた。ゆっくりと、その場に倒たおれる善七。

　すぐさま和泉いずみが、倒れた善七に駆け寄ろうとする。それを、チーが制した。

「葉よう介すけはんは、ちびっと離はなれていておくれやす」

　霧きりのようになった霊子。その中から銀色の液体が現れて、徐々に人の形を成していった。黒い長ちよう髪はつに、黒のロングコート。その形は、私も知っている。真ま木き真しん十じゆう郎ろうだ。不気味な笑い顔で、ガラスの向こうからこちらを眺ながめていた。

　真木真十郎の登場に、ゲームコーナーを囲んでいた烏天狗たちは潮が引いたように距きよ離りをとった。

「真ま紀き、こっちへ来なさい。もう一度、私と一緒に暮らさないか？　悪いようにはしない」

「……イヤだ……」

　消え入るような声で、しかしはっきりと、マキマキは拒絶をした。

「そうか……」

　真木真十郎の笑顔が、殺し屋の表情に変わる。

「ならば、ここで死ね」

　油の龍りゆうがガラスを突き破り、マキマキへと伸びる。その光線のような一撃を、チーの日本刀が二つに裂いた。天井と地面、ゲームコーナーに二つの穴が空いた。

　チーが妖あやしく笑っている。

「今度はきっちり、とどめぇ刺さしてもらいますえ」

　彼らの人間離ばなれした攻防が始まった。
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　あと五台。

　宙ちゆう倫りん俱ぐがいくら暗号を変えようが、城壁は私の五番アイアンが打ち砕いてゆく。

　あと二台。あと一台……

　最後の城壁をぶち壊こわしてやった。瓦が礫れきをかき分けてゆくと、見えてきた。

　玉座だ。

　ついに、ついに私は、あの宙倫俱からROOT権限を奪ってやった。笑いが込みあげてくる。最高の気分だ。ざまあみやがれ、この下痢グソ野郎！

　やつが作った文もん殊じゆは、私のものになった。これで普ふ賢げんネットワークも、霊れい子し対たい流りゆう網もうも、全すべて私のコントロール下に置いたことになる。しかしそんなことよりも、私は宙倫俱に敗北を味わわせたという、その事実がうれしかった。





turing　〉　どうやら僕は、ROOT権限を奪われてしまったようだな

nepia　 〉　くやしいか宙倫俱。私に泣いて謝あやまれば、マシンは物理的に壊さないでおいてやる

nepia　 〉　中身はすぐに、他ほかへ移すけどな

turing　〉　君がどうやって僕の防壁を破ったのか、だいたい見当がついた

turing　〉　霊体をデータと同化して、無理矢理こじ開けたのだな。それは盲点だった

nepia　 〉　いまさら気づいても、もう遅い。お前は負けたんだ

nepia　 〉　これからお前は、私の存在に怯おびえながら生活をすることになる

nepia　 〉　お前を生かすも殺すも、私の気分次第なのだからな

turing　〉　僕はまだ、負けていない






　子供じみた強がりを言う宙ちゆう倫りん俱ぐ。最高に笑えた。少年マンガかっつーの！

　私はもっと宙倫俱のことを罵ば倒とうしてやりたかったが、霊バイ体ナリダイブの時間が二分半を越えていた。いったん肉体に帰ることにしよう。

　異変が起きたのは、そう思ったときだった。

　黒を背景としたワイヤーフレームの世界が、突如ブルーバックの世界へと切り替わった。ＢＩＯＳ画面のような、文字列だけの無機質な空間だった。なんだこれは？　システムエラー？





turing　〉　君が奪ったROOT権限は、仮想ＯＳの権限にすぎない

turing　〉　このマシン全体の制御は、もっと下の階層のＯＳが担っている






　なんだって!?　私は周りに広がるブルーバックの世界を見渡した。……UNIXでもない、Mac・OSでもない、ましてWindowsでもなかった。こんな文字列を吐き出すＯＳを、私は知らない。





turing　〉　僕のオリジナルのＯＳだ

turing　〉　外部ソフトと連携させていたために、仮想ＯＳを使用していた

turing　〉　君が仮想ＯＳを本環境だと勘かん違ちがいしたのも、無理はない






　私は、言葉を発することができなかった。

　一刻も早く、逃げよう。しかし、ここから出る方法は見つからなかった。





turing　〉　すでにこのチャット以外の通信は、全すべて切断している

turing　〉　もちろんこの環境とて、君が時間をかければ破ることはできるだろう

turing　〉　しかし君には、あまり時間は残されていないはずだ

turing　〉　人間の肉体は、霊体なしで、いったいどれくらい生きていられるのかな？
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　弾だん左ざ衛え門もんと俺は、善ぜん七しちの体を引きずるようにしてゲームコーナーまで運んだ。

「す、すまねえ」

　善七は脇わき腹ばらに穴が空く重症だったが、すでに傷口は塞ふさがりつつあった。デタラメな回復力だが、これも彼の霊れい能のう力りよくなのだろうか。

　外では真ま木き真しん十じゆう郎ろうとチーが、戦い続けている。しかし、勝負はつかない。チーが積極的に斬きりかかるも、真木真十郎は油で防いだり、ときには自分自身を液化して防御し続けていた。

「……妙みようだな」

　弾左衛門が険しい顔を見せた。

「真木真十郎は、なぜ攻撃をしねえ」

「え。チーの攻撃が強くて、防戦一方になってるんじゃないですか？」

「だったらいったん退いて、また機会を窺うかがえばいい。真木真十郎の戦い方からは、勝とうってぇ意志を感じねえ。まるで、時間稼ぎ。何かを待っているような……」

　そのとき、上空を舞まっていた烏からす天てん狗ぐたちが、一斉に落ちてきた。攻撃してきたのではない。突とつ如じよとして力を失い、落下してきたのだ。ヒラヒラと舞まい落ちる烏天狗。よく見ると、それは烏天狗ではなかった。烏天狗に似せた、紙だった。

　式しき神がみ──ピンク色の髪かみをした女の能力。

「おいっ！　あの烏天狗どもは、いったいどこへ消えやがったっ！」

　叫さけぶ弾だん左ざ衛え門もん。そういえば、真ま木き真しん十じゆう郎ろうが現れて以降、俺たちは烏天狗に襲おそわれていない。

　弾左衛門の顔が、みるみる青くなってゆく。

「しまったっ！　ヤツらの狙ねらいは……ここじゃねぇ！」
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　浅あさ草くさ松まつ屋や屋上。弾左衛門邸。

　盲もう導どう犬けん・リキは、縁えん側がわで無数の烏天狗たちと対たい峙じしていた。

　すでにリキは、傷を負っている。背中の数か所を槍やりで刺され、片目ももう見えない。しかし、逃げるわけにはいかなかった。彼の背後の部屋には、主人のつどいがいる。烏どもの狙いは、つどいなのだ。

　また一匹の烏天狗が、攻撃をしかけてきた。槍の穂ほ先さきが右の耳をかすめたが、なんとか肩かたで槍を撥はね上げ、首に咬かみついた。

　もう何匹、烏天狗にとどめを刺したのだろう。あと何匹、烏天狗を始末すればいいのだろう。

　庭にはまだ、数え切れないほどの烏天狗たちが、飢えた目つきでこちらを窺うかがっていた。

「リ、リキ……」

　つどいが障しよう子じを少し開けて、心配そうな顔を見せている。リキは静かに一回だけ鳴き声をあげた。部屋に入っていろ、という意味だった。つどいはリキの言いたいことは、何でも理解する。リキもまた、つどいのことは何でもわかっていた。

　弾左衛門はまだか。まだ帰ってこないのか。リキは思った。

　つどいは最近よく、弾左衛門とケンカをする。彼を嫌きらってのことじゃない。むしろ逆だ。つどいは自分の存在が、弾左衛門の重荷になっていることを、ひどく気にしているのだ。

　二匹同時に、烏天狗が襲いかかってきた。リキは片方に体当たりをし、そちらがひるんだ隙すきにもう片方の喉のど笛ぶえを咬かみ切った。

　リキは縁側に立ちはだかり、庭の烏天狗たちを睨にらみつける。ここは、一歩も通しはしない。

　左の後ろ足が折れていた。しかし、まだ戦える。

「とことん、邪じや魔まくさい犬だな」

　庭の隅に、山やま伏ぶし姿の男が現れた。何日も風ふ呂ろに入っていないのだろう。汗臭い男だった。

「時間が惜しい。俺が直接始末してやるか」

　山伏が槍やりを構えた。烏からす天てん狗ぐどもが、一斉に鳴いた。

　強い。リキは思った。自分はきっと、この男には勝てないだろう。

　つどいのことは好きだ。彼女のためなら、命も惜しくはない。しかし、彼女を守ることができないことが、くやしい。

　まだか、弾だん左ざ衛え門もん。まだ、帰ってこないのか。
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　辻つじの狙ねらいは、つどいさんだった。

　最終的にマキマキが目的であることには変わりないが、つどいさんを誘ゆう拐かいされたら、弾左衛門は人質交換に応じざるを得ないだろう。

　そもそもマキマキの殺害予告をすることが、不自然だったのだ。

「行ってくれ、お頭かしら」

　善ぜん七しちが起き上がってそう言った。脇わき腹ばらにはまだ、穴が空いている。

　外ではチーと真ま木き真しん十じゆう郎ろうの剣けん戟げきの音が続いていた。

「すまねえ、善七。マキマキは任すぜ」

　ゲームコーナーを見回す弾左衛門。天てん王のう寺じはモバイルＰＣを操り、辻の仲間からの攻撃を防いでいる。マルタは、真木真十郎に怯おびえるマキマキを抱きしめていた。

「お前も来い、葉介」

　手が空いているのは、俺だけだった。

「は、はい」

　弾左衛門と俺は、花やしきを飛び出して、善七のバイクに跨またがった。

　信号を無視し、歩行者を轢ひきそうになりながらも、バイクは浅あさ草くさ松まつ屋やに到着した。屋上までのエレベーターが、ひどくもどかしい。

　烏天狗が上空を舞まう屋上を突っ切り、屋や敷しきに入る。中庭から見えたのは、血だらけで縁えん側がわに立つ、リキの姿だった。すぐ横には、槍を持った山伏がいた。

「リキっ！」

　弾左衛門が叫さけんだ。リキは弾左衛門を確認すると、そのまま崩れるように倒たおれた。笑っていたような気がした。

　二人でリキに駆け寄った。リキは、死んでいた。

「お兄様？　……リキは？　リキは無事なの？」

　つどいさんの部屋の前で、倒れている。リキは力尽きるまで、つどいさんを守り通したのだ。

「立派な犬だったぜ、リキはよ。おれが来るまで、よく持ちこたえてくれた」

　弾だん左ざ衛え門もんが、つどいさんの体を抱き寄せた。

「たかが犬に、これほど手間取るとは想定外だった──」

　山やま伏ぶしが、険しい表情で口を開いた。

「──しかし、ここで貴様も捕らえてしまえば、同じことよ」

「へっ、おれを、誰だれだと思っていやがる。この弾左衛門の首、とれるもんなら、とってみやがれっ！」

　次々と烏からす天てん狗ぐが屋上へ着地し、威い嚇かくするように鳴いた。

（おい葉よう介すけ──）

　弾左衛門が、隣となりにいる俺に囁ささやいた。

（──走るぞ）

「へ？」

　弾左衛門はつどいさんを抱きかかえると、一いち目もく散さんに、デパートの内階段のほうへ走り出したのだった。

　忘れていた。弾左衛門は、高校生にもケンカで負けるような男なのだ。あの屈強そうな山伏なんかに、勝てる気はしない。もちろん俺だって、勝てるわけがない。

　ちょっと待てよ。この状況、非常にマズくないですか？

　俺は弾左衛門の背を追って、必死になって逃げた。烏天狗の槍やり、まともに刺されたら簡単に死ぬだろう。その殺気を帯びた突きが、容よう赦しやなく空から降ってくる。俺は体をひねり、間かん一いつ髪ぱつ避よけた。避けることができたのは、ほとんど偶然でしかない。

「葉介っ、こっちだ！　走れ！」

　弾左衛門が階段から叫さけんだ。

　屋根があると飛びにくいのだろう。階段に着くと、烏天狗の攻勢はいくらか弱まった。しかし、大群で俺たちを追ってくることには変わりない。

　弾左衛門が、つどいさんを背負った。

「つどい、しっかり摑つかまってろよ」

「お兄様……」

　彼女は全すべてを任せるように、弾左衛門の背中に身を預けた。

　落ちるような速さで、階段を下ってゆく。つまずこうが、バランスを崩そうが、転ぶわけにはいかない。背後からは、烏天狗の凶暴な槍が迫ってきているのだ。

　なんとか一階にたどり着き、通用口から外へ飛び出した。

　デパートに横付けした善ぜん七しちのバイク。急いでサイドカーにつどいさんを乗せて、すぐに走り出した。内臓に響ひびくほどのトルク。バイクを運転する弾だん左ざ衛え門もんの背中にしがみつかなければ、吹っ飛ばされそうだった。

　バイクは信号を無視しながら、全速力で交差点を突っ切った。後方で自動車のブレーキの音が響く。

　振り返り、後ろを確認した。幸い、事故は起きていない。代わりに、空を覆おおうような、黒く不気味な烏からすの群れが見えた。バイクを追ってくる烏からす天てん狗ぐたち。上空には烏天狗たちに支えられて飛行する山やま伏ぶしの姿もあった。

「弾左衛門さんっ、追ってきてます！」

「ったく、しつけえやつらだぜ」

　猛もう禽きん類るいのように、鋭く滑かつ空くうしてくる烏天狗。驚きよう異い的てきなスピードだった。

「追いつかれます！　もっと速くっ！」

「無茶言うな、全開だ！」

　一匹の烏天狗が、前方の車道に回りこんだ。サイドカーのつどいさんを狙ねらう槍やり。弾左衛門は大きくハンドルを切った。そのままバイクは歩道を越えて、オフィスビルへと突っ込んでいった。

　ビル一階のガラスをぶち破り、ロビーのソファにぶつかってバイクは止まった。棚が倒れ、ロビーに飾かざってあった人形が床に散乱していた。営業時間外、ロビーに誰だれもいないのが幸いだった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　つどい」

　彼女に怪け我がはないようだった。しかし──

　じゃりん。床に散乱したガラスを、高たか下げ駄たが踏みつける音がした。

「ふん。手間取らせおって」

　山伏だった。彼の周りには、すでに無数の烏天狗がはべり、こちらを凶悪な表情で睨にらんでいる。次々に着地してくる烏天狗。ガラス越しに、ビル全体が包囲されてゆくのが見えた。

　絶体絶命だった。

「もう終わりだ。どこにも逃げられんぞ」

　山伏の言葉に突とつ然ぜん、弾左衛門が笑い出した。

「へへ。おれは逃げてたんじゃねえ。この場所に、お前らをおびき寄せたのよ」

「ふん。強がりを言っても無駄だ。大人おとなしく降参して、真ま紀きを差し出せ。そうすれば、貴様らの命は助けてやってもいい」

「いやだね。マキマキは守る。もちろん、つどいも守る。そう決めた。一度決めたもんを、おれァ曲げねえ」

「どうしようもない、バカだな──」

　山やま伏ぶしは、不気味に笑っていた。

「──殺すしかないようだ」

　襲おそいかかる烏からす天てん狗ぐ。殺気を帯びた槍やりが、容よう赦しやなく弾だん左ざ衛え門もんを襲う。

「お兄様ぁっ！」




　そのとき、一筋のビームが、烏天狗を貫いた。




　ぎゃっと大きく鳴いて、霊れい子し結合が解けた烏天狗は、サラサラと空気に散っていった。

「な、なんだ？」

　驚おどろきの声をあげる山伏。烏天狗を貫いた光線は、床から出ていたようだった。いや、床ではない。床に散乱した、人形からだった。……これは、プラモデル？

　もう一筋の光線が、ロビーの烏天狗を貫いた。烏天狗たちが動揺して、喚わめき声をあげる。光線は先ほどとは別のプラモデルから放たれていた。

　それは、ライフルを構えた、ガンダムだった。

「なんなんだ、この光線は？」

「へへへ。メガ粒子砲だぜ」

　信じられない光景だった。弾左衛門が手で触れたプラモデルが、自分で動き出している。

「おれの能力は〝付喪つくも〟──物に、命を与えるチカラだ。鍋なべとか、やかんなんかの日用雑貨に命を与えたって弱いんだけどよぉ、ガンダムのプラモデルにガンダムの命を与えてやると、これがなかなか、つえーんだ」

「うそ、だろう？」

　俺はあらためて、周囲を見回した。ここは駒こま形がた、バンダイ本社ビルだった。ロビーに商品展示スペースがあり、プラモデルは無数にあった。

　ライフルを構える、小さなガンプラたち。非常識なことに、そのビームの威力は本物だった。向かってきた烏天狗は次々に、ビームライフルの餌え食じきとなっていった。

「そんな……バカな！」

　徐々に山伏には、焦りの表情が見え始めた。ビルの外の烏天狗たちは、すでに逃げ始めている。

「ぬ、こうなったら、貴様と刺し違ちがえてやるわ！」

　槍を振り上げ、弾左衛門に斬きりかかる山伏。その山伏の体を容赦なく、数本のビームが貫いた。

「……てめえは、リキを殺しやがった。塵ちり一つ、この世には残しやしねえ」

　多方向からのメガ粒子砲。蜂はちの巣になる山伏。

「ぬおおおおおっ！」

　断だん末まつ魔まの叫さけびを残し、山やま伏ぶしの体は、無残にも蒸発していった。つどいさんの目が見えないのが、幸いに思えた。

「この街で……おれに勝てると、思うなよ」

　弾だん左ざ衛え門もんは、残った山伏の高たか下げ駄たにそう言った。










07月25日（金）　深夜　天てん王のう寺じ真しん一いち




　驚きよう異い的てきな回復力。

　善ぜん七しちの腹の傷が、塞ふさがった。いまや血のついたタンクトップの穴だけが、傷の名な残ごりといえるものだった。

「おいマキマキ、周囲に烏からす天てん狗ぐは残っているか？」

　善七がマキマキに尋ねた。僕たちはまだ、花やしきのゲームコーナーにいる。

「……いない。たぶん、ダンザがやっつけた……」

「そうか。じゃあ俺も真ま木き真しん十じゆう郎ろうに、一発お返しをしてやんねえとな」

　善七が見上げた先は、Ｂｅｅタワー。ゴンドラの上で、チーと真木真十郎が壮絶な剣けん戟げきを繰り返していた。

　そのとき突とつ如じよ、全すべてのゲーム台の画面が、一人の人物の映像に切り替わった。

「あっ、辻つじ！」加か納のうマルタが叫ぶ。

　画面に映し出されていたのは、辻信のぶ政まさの顔だった。

『……残念ながら、今回の作戦は失敗のようじゃ。良い作戦だと思ったんじゃがのう。儂わしは少々、弾左衛門のことを見くびっていたようじゃ。……天王寺真一のこともな』

「えっ？　天王寺？」

　加納マルタが驚おどろいた様子で、僕の顔を見た。僕だっていきなり名指しをされて驚いている。

　しかし、これで確信した。

　辻は、普ふ賢げんを狙ねらっている。

『だが、儂は諦あきらめたわけではないぞ。いいか真ま紀き──』

　画面の中で、辻が怪しく笑った。

『──貴様はあくまでも兵器だ。それを、忘れるな』

　それだけ言って、辻の映像は途絶えた。

　マキマキは、悲痛な表情でうつむいていた。そのマキマキの頭に、善七の大きな手がのった。善七の体はもう、元の肌色に戻もどっていた。

「安心しろマキマキ。お前は兵器なんかじゃねえ。俺たちの仲間だぜ」

　愛あい嬌きようのある顔で、善ぜん七しちが微笑ほほえんだ。

「ああ。けったくそ悪っ──」

　チーがゲームコーナーに戻ってきた。

「──あの油男、またえらい器用に逃げはったわ。これは葉よう介すけはんに慰なぐさめてもらわへんとウチは……ってあれ？　なんで葉介はん、いーひんの？」










07月26日（土）　未明　和泉いずみ葉介




　弾だん左ざ衛え門もん邸。

　縁えん側がわに横たわるリキ。もう冷たくなったリキの体を、つどいさんが撫なでていた。その献けん身しん的てきな死を、確かめるかのように。

「リキ……こんなに傷ついて。私なんかのために……」

　つどいさんの閉じた目から、涙が落ちていった。

「立派だったぜ。リキの最後を、お前にも見せてやりたかったくらいだ」

「お兄様……」

　つどいさんは、そばに立つ弾左衛門に顔を向けた。

「いま気づいたわ。私が、どれだけリキに頼って生きていたかということに。私一人じゃ、本当に、何にもできないのね」

「心細いのはわかる。でもよう、つどい。お前には、おれがいる。リキの分も、おれを頼ればいいじゃねえか」

「お兄様……。だけど私、お兄様の負担になってるんじゃないかって……」

「そうじゃねえ。そうじゃねえぞ、つどい──」

　弾左衛門は、強い口調で言った。

「──お前は一人で生きる必要なんてねえんだ。目が見えねえからじゃねえぞ。人はだれも、一人で生きてるやつなんていねえのさ。できるやつが、できねえやつを助ける。できねえやつは、できることで恩を返す。完かん璧ぺきな人間なんてのは、いねえんだ。完璧じゃねえ人間同士が、支ささえあってるのが、世の中ってもんなのさ」

「でも私は、お兄様にどうやって恩を返せばいいの？　私にできることは、ピアノしかないのに……」

　しばらくの沈ちん黙もく。弾左衛門は、えらく真しん剣けんな表情で考え込んでいた。

「……そうかもしんねえな。難しく考えていたのは、おれのほうかもしれねえ。お前のピアノに、完璧を求めたりしてよ。お前は、できることをやれば、いいのかもしれねえ」

　弾だん左ざ衛え門もんが、つどいさんの顔を覗のぞき込んだ。

「だが、つどい。これだけは聞いておくぞ。……あのピアノの先生のことは、どう思ってるんだ？」

「え。どうって？」

「好きなのか、って聞いてるんだよ。その……恋愛の対象としてよう」

「そ、そんなわけないじゃない。だって、先生なのよ？　お兄様」

　つどいさんの言葉を聞いて、弾左衛門は安あん堵どの表情を浮かべた。

「そうなの、か？」

「お兄様……もしかして、先生に嫉しつ妬としていたの？」

「ば、ばかやろう。んなわけねえだろうが」

　そう言いつつも、弾左衛門は、うれしそうに笑っていた。







「もうっ！　葉よう介すけはんったらウチを置いて、どこ行ってたんどすか」

　弾左衛門邸に到着するなり、チーが俺に抱きついてそう言った。

「あのなあ、チー。こっちのほうも、大変だったんだよ。本当に」

　善ぜん七しちたちが、花やしきから戻もどってきた。

「完全勝利よ。辻つじのやつ、自ら敗北宣言までしていったわ」マルタがニンマリと笑った。

「いや、辻はまた僕らを狙ねらってくるだろう。厄やつ介かいになるのは、これからだ」

　天てん王のう寺じが、眼鏡めがねの位置を直しながら言う。

「……それに、少々気になることもある。早さつ急きゆうに対策を練らなければなるまい」

「ま、いいじゃねえか。今日のところは、俺たちの勝ちってことでよ。素直に喜ぼうぜ」

　重症だったはずの善七の傷は、もう治っていた。無傷の体でマキマキのことを背負っている。

　精神的にそうとう疲れたのだろう。マキマキは、善七の背中ですやすやと眠っていた。

「てめえら静かにしねえか。これからつどいが、リキへのたむけの曲を弾くってのによ」

　開け放たれた防音室から、ピアノの旋せん律りつが響ひびいてきた。リキへの鎮ちん魂こん曲きよく。包み込むような、やさしい音だった。

　深夜とはいえ、ここは住宅地ではない。デパートの屋上だ。つどいさんのピアノは、だれに気兼ねすることもなく、浅あさ草くさの夜空に響ひびき渡わたっていった。

　和室に座り、ピアノに耳を傾ける一同。

　弾左衛門は目を瞑つぶって、やさしい顔でつどいさんのピアノを聴いていた。マキマキは赤ん坊のように善七に抱っこされながら、幸せそうに眠っていた。

　気が抜けたのだろうか。マルタは天王寺に寄りかかるようにして、眠ってしまっていた。天王寺はマルタを気にとめずに、膝ひざの上でＰＣをいじっている。

「葉よう介すけはん。もっとひっついても、ええどすか？」

　俺とチーは縁えん側がわに腰を掛けて、つどいさんのピアノを聴いていた。隣となりから絡からみつくように、チーが腕を組んでくる。

「ほんま、ええ音どすなあ。葉介はん」

　チーは純粋に、つどいさんのピアノの音を気に入った様子だった。

　微笑ほほえむチーの顔。和室から漏れ出る、ほのかな明かりに照らされて、本当に綺き麗れいだった。

　つどいさんは、リキのために美しい鎮ちん魂こん曲きよくを奏で続けている。東の空は、ぼんやりと白しらみ始めていた。

　こんなときに、非常に不ふ謹きん慎しんなのはわかってはいるけれど──

　チーにキスをしたい。俺はそんなことを思っていた。








了
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あとがき




　今巻もお読みいただき、ありがとうございます。出で口ぐちきぬごしです。

　最低の人間とは、どういう人間か。僕はときどき考えます。「あの人は、悪い人だよ」とか後ろ指を差すことは簡単ですが、では、その「悪い」の定義とは何か。悪逆非道の暴君として有名なローマ皇帝ネロは、実は名君だったという説もあるそうです。所しよ詮せん、善悪の定義なんてものは、相対的で、ひどく曖あい昧まいなものなのです。

　最低と呼べる、極悪な人間。それは、約束を破る人間だと、僕は思います。自分がした約束を守らない、そこに曖昧さはありません。絶対的な結果があるだけです。

　僕は別に、日本の政治の話をしたいわけではありません。

　約束を破る。物を書く人間にとっては、締め切りを破ること。

　そう、最低の人間とはつまり、この僕のことです。

　読者の方々にはまったく関係ないことですが、今巻、執筆が大幅に遅れました。もちろん、一生懸命やりましたよ。「でやぁぁ！」「うおおっ！」とか叫さけびながら、ほとんど本能で書いた箇所もあります。おかげで、文中には過度に暴走したキャラもいたかもしれません。どうか、許してやっていただければ幸いです。

　執筆が遅れたと書きましたが、結局のところ、今巻は当初の予定どおり刊行できています。それはいったい、どういうカラクリだと思いますか？　何も不思議なことはありません。編集や校こう閲えつさんや、イラストの「をん」さんが、僕の遅れの尻しりぬぐいをしてくださったというわけです。『夜は短し歩けよ乙女』（森もり見み登と美み彦ひこ）という小説の中に、こんなセリフがあります。

「恥はじを知れ！　しかるのち死ね！」

　いまの僕には、このセリフが捕ほ鯨げい船せんの巨大なモリのように、グサリと突つき刺さります。

　本当にすみませんでした。土下座。

　さて、今巻は天てん王のう寺じ真しん一いちを活かつ躍やくさせたいなあ、などと思って書きました。が、ライバルとして登場した滝たき野の川がわネピアが、意外と面白いキャラになったと驚おどろいています。「をん」さんのキャラデザインも素晴らしい。まあ、人物設定のせいで、人気は出ないでしょうけど。

　彼女がどうなったのか。死んだのか？　気になるところではあります。しかしもっと気になるのは、はたしてこの続きを書けるのか？　ということ。

　いまや全世界を覆おおい尽くす、世せ知ち辛がらい資本主義社会の中、それは微妙な話であります。

　しかしどういう形であれ、また読者の方とお会いするときは、もっと成長した「出で口ぐちきぬごし」を提供できると思いますので、末永く見守っていただければ幸いです。それでは。





出口きぬごし
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出で口ぐちきぬごし

東京生まれ。たまに、意味もなく声に出してしまう言葉がある。それは「清水エスパルス」。別にサッカーファンじゃないんだけど、なんか語感がいい気がする。五～六回続けて声に出すと気持ちがいい。
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をん

福岡県在住。趣味は料理と釣り。……といいつつ最近は料理も釣りもほとんど出来ていなかったりしますが。さておき、今巻でもよろしくお願いします!!
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恋こいする鬼き門もんのプロトコル3
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